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はじめに

このドキュメントでは、管理リポジトリ・ビューおよび関連する例について説明します。



	
注意:

このマニュアルの最新バージョンは、Oracle Enterprise Managerオンライン・ドキュメント・セットの拡張性ページにアクセスしてください。

http://www.oracle.com/pls/em121/homepage









対象読者

このドキュメントは、カスタム・ターゲット・タイプの管理や即時利用可能なターゲット・タイプの管理性の拡張を行う機能サポートするようにOracle Enterprise Managerを拡張する、プラグイン開発者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

Oracle Enterprise Managerおよび定義メトリックの詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』


	
『Enterprise Manager Cloud Control拡張プログラマーズ・リファレンス』


	
『Enterprise Manager Oracle Database Plug-inメトリック・リファレンス・マニュアル』


	
『Enterprise Manager Oracle Fusion Middleware Plug-inメトリック・リファレンス・マニュアル』


	
『Enterprise Managerフレームワーク、ホストおよびサービス・メトリック・リファレンス・マニュアル』




Enterprise Managerの全マニュアルを参照するには、次のWebサイトを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/em121/homepage





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















このガイドの変更点

ソフトウェアの増分リリースまたはパッチ・セットのリリースに関するマニュアルの更新に加え、不具合の修正や、ユーザー、製品マネージャ、サポート・チームおよびその他の主なステークホルダーからの付加価値のあるフィードバックを反映するために、オラクル社では定期的にマニュアルの改訂を行っています。マニュアルが改訂されるたびにリビジョン番号を1ずつ上げて公開されます。

この章では、このマニュアルの最新の改訂版(E61776-03)に追加された変更内容を示します。

最後の改訂の後、次の変更が行われています。

	
追加: 第7章「ハードウェア・ビュー」にMGMT$EM_ECM_HOST_VIRTUALビューおよびMGMT$HW_HOSTS_FILEビューを追加しました。













1 管理リポジトリ・ビューの紹介

この章では、管理リポジトリ・ビューについて説明します。次のセクションがあります。

	
管理リポジトリ・ビューについて


	
管理リポジトリ・ビューの使用




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



1.1 管理リポジトリ・ビューについて

Enterprise Manager管理リポジトリ・ビューでは、管理リポジトリに格納されているターゲット、メトリックおよび監視情報にアクセスできます。管理リポジトリにアクセスすると、次を実行できます。

	
ITスタッフ、経営陣、開発者などの幅広いユーザーについて、アプリケーション固有の関連情報を適切なレベルの粒度と濃度で取得します。


	
メトリックしきい値違反に関するアラートを送信します。


	
格納されているデータに対して履歴分析または追加計算を実行します。


	
Enterprise Managerアラートを、iSupportやRemedyなどのユーザー・チケット・システムとシームレスに統合します。




これらのビューの情報は主にCloud Controlコンソールで使用されますが、他の方法(プログラマーがEnterprise Manager上に拡張機能を構築するなど)で使用することもできます。たとえば、プラグイン開発者であれば、Enterprise Managerを拡張して、独自のカスタム開発ターゲットを管理したり、Oracle提供のすぐに使用可能なターゲット・タイプを拡張したりすることができます。独自のスクリプトを記述して、これらのビューから履歴データを問い合せたり、独自のカスタム・レポートを作成してSQL Developerなどの他製品からレポートを実行することも可能です。Enterprise Managerの拡張の詳細は、『Enterprise Manager Cloud Control拡張プログラマーズ・ガイド』および『Enterprise Manager Cloud Control拡張プログラマーズ・リファレンス』を参照してください。

管理リポジトリに格納されている情報へのアクセスを容易にするために、Enterprise Managerは、ユーザーにリポジトリ・ベース表への直接アクセスを強制するのではなく、ビューの包括的なセットを提供しています。ビューは、基礎となる変更からリポジトリ・スキーマにカスタム・アプリケーションをバッファリングし、パッチ適用や新規リリースのためにリポジトリ・スキーマが変更された場合にアップストリーム・アプリケーションが破損しないようにします。






1.2 管理リポジトリ・ビューの使用




	
注意:

このガイドに記載され、拡張開発キット(EDK)に含まれているビューのみ使用できます。記載されていないその他のビューは使用できません。記載されていないビューおよび表の下位互換は保証されません。







ビューはデータベースへの単なる問合せであるため、ユーザーはこれらの問合せを任意のアプリケーション・コードに埋め込むことで、このアプリケーション・コードを使用して情報を返して、Enterprise Manager Cloud Controlコンソールでさらに処理や表示を行うことができます。

例1-1に示すように、JavaコードはEnterprise Managerビューを使用して、リポジトリ表に直接アクセスするのではなく管理リポジトリに問い合せます。4つの各時間枠について、疑問符(?)をパラメータのプレースホルダとする4つのSQL文があります。




	
関連項目:

第20章「例」に、管理リポジトリ・ビューの使用方法の例を示します。








例1-1 ビューの使用方法


public static final String hour_stmt = 

"SELECT collection_timestamp, value "+
"FROM mgmt$metric_details " +
"WHERE target_type = ? and target_name = ? and metric_name = ? and metric_column= ? " +
"and collection_timestamp > sysdate - 1/24 " +
"ORDER BY collection_timestamp ";

public static final String day_stmt =

"SELECT rollup_timestamp, average "+
"FROM mgmt$metric_hourly " +
"WHERE target_type = ? and target_name = ? and metric_name = ? and metric_column= ? " +

"and rollup_timestamp > sysdate - 1 " +
     "ORDER BY rollup_timestamp";

public static final String week_stmt =

"SELECT rollup_timestamp, average "+
"FROM mgmt$metric_daily " +
"WHERE target_type = ? and target_name = ? and metric_name = ? and metric_column= ? " +
"and rollup_timestamp > sysdate - 7 " +
"ORDER BY rollup_timestamp";

public static final String month_stmt =

"SELECT rollup_timestamp, average "+
"FROM mgmt$metric_daily " +
"WHERE target_type = ? and target_name = ? and metric_name = ? and metric_column= ? " +
"and rollup_timestamp > sysdate - 31 " +
"ORDER BY rollup_timestamp";














2 ブラックアウト・ビュー

この章では、各ブラックアウト・ビューとその列について説明します。ブラックアウトでは、メンテナンス操作を実行するために1つ以上のターゲットの監視を一時停止できます。次のセクションがあります。

	
MGMT$BLACKOUT_HISTORY


	
MGMT$BLACKOUTS




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



2.1 MGMT$BLACKOUT_HISTORY

MGMT$BLACKOUT_HISTORYビューには、管理対象ターゲットについてブラックアウト状態の変化の履歴ログが表示されます。また、ビューを使用して、特定の期間についてブラックアウト期間にあったターゲットのリストを生成できます。


表2-1 MGMT$BLACKOUT_HISTORY

	列	説明
	
BLACKOUT_NAME

	
ブラックアウトの名前


	
CREATED_BY

	
ブラックアウトを作成したEnterprise Manager管理者


	
BLACKOUT_GUID

	
ブラックアウトの一意のグローバル識別子(GUID)


	
START_TIME

	
管理対象ターゲットのブラックアウト期間の開始


	
END_TIME

	
管理対象ターゲットのブラックアウト期間の終了。ターゲットが現在ブラックアウト期間の場合、END_TIMESTAMPの日付はNULLになります。


	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプとして、データベース、ホスト、Webサーバー、アプリケーションまたはアプリケーション・サーバーがあります。管理エージェントで収集定義を定義する人がターゲット・タイプを定義します。ターゲット・タイプは、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットについて収集されるメトリックのセットを定義します。


	
STATUS

	
ブラックアウトの現在のステータス

ステータス値は次のとおりです。

	
0: スケジュール済


	
1: 開始処理


	
2: 一部起動


	
4: 起動済


	
5: 停止保留中


	
6: 停止の失敗


	
7: 一部停止


	
8: 編集の失敗


	
9: 一部編集


	
10: 停止中


	
11: 終了


	
12: 一部ブラックアウト


	
13: 変更保留中












使用上の注意

このビューを使用した問合せでtarget_name、target_type、start_timestampまたはend_timestampが参照されている場合、その問合せでは索引が使用されます。

通常、このビューを使用して取得されたブラックアウト履歴情報は、target_name、target_typeおよびstart_timestampの順でソートされます。






2.2 MGMT$BLACKOUTS

MGMT$BLACKOUTSビューには、すべてのブラックアウト定義情報が現在のスケジュールとともに表示されます。


表2-2 MGMT$BLACKOUTS

	列	説明
	
BLACKOUT_NAME

	
ブラックアウトの名前


	
BLACKOUT_GUID

	
ブラックアウトの一意のグローバル識別子(GUID)


	
REASON

	
ブラックアウトの目的。理由は、レポート所有者が事前定義済リストから選択します。


	
DESCRIPTION

	
ブラックアウトに関する詳細情報


	
STATUS

	
ブラックアウトの現在のステータス

ステータス値は次のとおりです。

	
0: スケジュール済


	
1: 開始処理


	
2: 一部起動


	
4: 起動済


	
5: 停止保留中


	
6: 停止の失敗


	
7: 一部停止


	
8: 編集の失敗


	
9: 一部編集


	
10: 停止中


	
11: 終了


	
12: 一部ブラックアウト


	
13: 変更保留中





	
CREATED_BY

	
ブラックアウトを作成した管理者。ブラックアウトがEnterprise Managerコマンドライン・インタフェースを使用して作成された場合、CREATED_BYはブラックアウト所有者としてSYSTEMを返します。


	
LAST_START_TIME

	
ブラックアウトが前回正常に開始した時刻


	
LAST_END_TIME

	
ブラックアウトが前回正常に終了した時刻


	
SCHEDULED_TIME

	
可能な値は次のとおりです。

	
0 - 即時スケジュール


	
1: 指定した時刻に1回実行


	
2 - 一定間隔で実行


	
3 - 毎日実行


	
4: 指定した曜日に実行


	
5: 指定した日付に実行


	
6: 指定した月日に実行





	
SCHEDULE_START_TIME

	
ブラックアウトの開始がスケジュールされる時刻。


	
SCHEDULE_END_TIME

	
ブラックアウトが終了するようスケジュールされている時刻


	
DURATION

	
ブラックアウトの期間(分)


















3 チャージバック・ビュー

この章では、各チャージバック・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_HOURLY


	
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_DAILY




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



3.1 MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_HOURLY

このビューは、時間集計メータリングおよびチャージ・データを提供します。構成メトリックおよび固定チャージ・メトリックは日次集計レベルです。


表3-1 MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_HOURLY

	列	説明
	
CONSUMER_NAME

	
現在チャージされているターゲットが割り当てられた内部コスト・センター名を表します。


	
CONSUMER_DISPLAY_NAME

	
現在チャージされているターゲットが割り当てられたコスト・センターの表示名を表します。


	
COLLECTION_DATE

	
チャージ・アイテム値が収集されたUTC日付を表します。


	
YEAR

	
収集日付が属する年を表します。


	
MONTH_OF_YEAR

	
収集日付が属する月を表します。


	
DAY_OF_MONTH

	
収集日付が属する日を表します。


	
WEEK_OF_YEAR

	
収集日付が属する週を表します。


	
QUARTER_OF_YEAR

	
現在の収集日付が属する四半期を表します。


	
DAY_DATE

	
現在の収集日付が属する日を表します。


	
HOUR_OF_DAY

	
現在の収集日付が属する日内の時間を表します。


	
TYPE_NAME

	
チャージされるターゲットのターゲット・タイプ表示名を表します。


	
TARGET_NAME

	
チャージされるターゲットの内部名を表します。


	
TARGET_DISPLAY_NAME

	
チャージされるターゲットの表示名を表します。


	
HOST_NAME

	
現在チャージされているターゲットがデプロイされているホストを表します。


	
ITEM

	
計算されるチャージのチャージ・アイテムの表示名を表します。


	
UNIT

	
計算されるチャージのチャージ・アイテム・ユニットの表示名を表します。


	
CATEGORY

	
計算されるチャージのチャージ・アイテム・カテゴリを表します。取り得る値は次のとおりです。

	
インスタンス


	
サービス


	
CPU


	
メモリー


	
ディスク/記憶域


	
ネットワーク


	
ソフトウェア


	
アクティビティ


	
インスタンス・アップタイム


	
未分類





	
USAGE_VALUE

	
チャージ・アイテムの使用値を表します。チャージ・アイテムがnumberデータ・タイプの場合、この列は値を持ちます。チャージ・アイテム集計タイプがsumの場合、その時間内のアイテムの合計値を表します。チャージ・アイテム集計タイプがavgの場合、その時間内の平均値を表します。


	
STRING_VALUE

	
チャージ・アイテムの文字列値を表します。チャージ・アイテムがstringデータ・タイプを持つ場合、この列は値を持ちます。


	
CHARGE_PLAN

	
チャージの計算に使用されるチャージ・プランの名前を表します。


	
CHARGE_PLAN_CONFIG

	
チャージの計算に使用されるチャージ・プラン内のプラン構成を表します。


	
RATE_TYPE

	
チャージ・アイテムの率タイプを表します。

	
Config

チャージされているチャージ・アイテムは構成に基づいてチャージされました。


	
Usage

チャージされているチャージ・アイテムは使用率に基づいてチャージされました。


	
Flat

定率に基づいてチャージされているチャージ・アイテム





	
RATE

	
チャージされているチャージ・アイテムのチャージ・プラン構成に定義されているチャージ率式を表します。チャージされているチャージ・アイテムがユニバーサル・アイテム・タイプの場合、この列は、ユニバーサル・アイテム定義率を備えたファクター値を表します。


	
CHARGE

	
チャージされているチャージ・アイテムの計算済チャージ値を表します。


	
CHARGE_ADJUSTMENT

	
チャージされているチャージ・アイテムの適用可能なチャージ調整値を表します。


	
ADJUSTED_CHARGE

	
チャージ調整が考慮された後、チャージされるチャージ・アイテムの最終チャージ値を表します。


	
UPTIME

	
チャージされているターゲットの日内のアップタイム(時間)を表します。メトリック・アイテムの場合、この値はNULLです。












3.2 MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_DAILY

このビューは日次集計チャージ・データを提供します


表3-2 MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_DAILY

	列	説明
	
CONSUMER_NAME

	
現在チャージされているターゲットが割り当てられた内部コスト・センター名を表します。


	
CONSUMER_DISPLAY_NAME

	
現在チャージされているターゲットが割り当てられたコスト・センターの表示名を表します。


	
COLLECTION_DATE

	
チャージ・アイテム値が収集されたUTC日付を表します。


	
YEAR

	
収集日付が属する年を表します。


	
MONTH_OF_YEAR

	
収集日付が属する月を表します。


	
DAY_OF_MONTH

	
収集日付が属する日を表します。


	
WEEK_OF_YEAR

	
収集日付が属する週を表します。


	
QUARTER_OF_YEAR

	
現在の収集日付が属する四半期を表します。


	
DAY_DATE

	
現在の収集日付が属する日を表します。


	
TYPE_NAME

	
チャージされるターゲットのターゲット・タイプ表示名を表します。


	
TARGET_NAME

	
チャージされるターゲットの内部名を表します。


	
TARGET_DISPLAY_NAME

	
チャージされるターゲットの表示名を表します。


	
HOST_NAME

	
現在チャージされているターゲットがデプロイされているホストを表します。


	
ITEM

	
チャージ計算ターゲットで計算されているチャージのチャージ・アイテムの表示名を表します。


	
UNIT

	
計算されるチャージのチャージ・アイテム・ユニットの表示名を表します。


	
CATEGORY

	
計算されるチャージのチャージ・アイテム・カテゴリを表します。取り得る値は次のとおりです。

	
インスタンス


	
サービス


	
CPU


	
メモリー


	
ディスク/記憶域


	
ネットワーク


	
ソフトウェア


	
アクティビティ


	
インスタンス・アップタイム


	
未分類





	
USAGE_VALUE

	
チャージ・アイテムの使用値を表します。チャージ・アイテムがnumberデータ・タイプを持っている場合、この列は値を持ちます。チャージ・アイテム集計タイプがsumの場合、その日内のアイテムの合計値を表します。チャージ・アイテム集計タイプがavgの場合、その日内の平均値を表します。


	
STRING_VALUE

	
チャージ・アイテムの文字列値を表します。チャージ・アイテムがstringデータ・タイプを持つ場合、この列は値を持ちます。


	
CHARGE_PLAN

	
チャージの計算に使用されるチャージ・プランの名前を表します。


	
CHARGE_PLAN_CONFIG

	
チャージの計算に使用されるチャージ・プラン内のプラン構成を表します。


	
RATE_TYPE

	
チャージ・アイテムの率タイプを表します

	
Config

チャージされているチャージ・アイテムはユニット単位に応じてチャージされました。


	
Usage

チャージされているチャージ・アイテムは使用率に基づいてチャージされました。


	
Flat

チャージされているチャージ・アイテムは定率に基づいていました。





	
RATE

	
チャージされているチャージ・アイテムのチャージ・プラン構成に定義されているチャージ率式を表します。チャージされているチャージ・アイテムがユニバーサル・アイテム・タイプの場合、この列は、ユニバーサル・アイテム定義率を備えたファクター値を表します。


	
CHARGE

	
チャージされているチャージ・アイテムの計算済チャージ値を表します。


	
CHARGE_ADJUSTMENT

	
チャージされているチャージ・アイテムの適用可能なチャージ調整値を表します。


	
ADJUSTED_CHARGE

	
チャージ調整が考慮された後、チャージされるチャージ・アイテムの最終チャージ値を表します。


	
UPTIME

	
チャージされているターゲットの日内のアップタイム(時間)を表します。メトリック・アイテムの場合、この値はNULLです。


















4 コンプライアンス・ビュー

この章では、各コンプライアンス・ビューとその列について説明します。コンプライアンスとは、規格または要件、あるいはその両方に準拠することです。Enterprise Managerコンプライアンス管理では、構成、セキュリティおよび記憶域に対する企業のベスト・プラクティスに関連する、ターゲットおよびシステムのコンプライアンスを評価できます。これは、コンプライアンス・フレームワーク、コンプライアンス標準およびコンプライアンス標準ルールを定義、カスタマイズおよび管理することで実現します。また、ターゲットおよびシステムがコンプライアンスに対応するよう構成を変更する方法に関する情報が提供されます。

この章の構成は、次のとおりです。

	
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE


	
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD


	
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP


	
MGMT$CS_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_TARGET_ASSOC


	
MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATION


	
MGMT$CSR_VIOLATION_CONTEXT


	
MGMT$EM_RULE_VIOL_CTXT_DEF


	
MGMT$RULE_KEYWORD


	
MGMT$CS_KEYWORD


	
MGMT$CS_GROUP_KEYWORD


	
MGMT$CS_RULE_ATTRS


	
MGMT$CS_HIERARCHY


	
MGMT$CS_RQS_HIERARCHY


	
MGMT$CS_RULEFOLDER


	
MGMT$CSG_HIERARCHY


	
MGMT$CSG_SUBGROUP


	
MGMT$CSR_TARGET_ASSOC


	
MGMT$CSRF_TARGET_ASSOC


	
MGMT$REPO_RULE_CHK_DETAILS


	
MGMT$REPOSITORY_RULE_BIND_VARS


	
MGMT$REPOSITORY_RULE_PARAMS


	
MGMT$CS_TGT_ASSOC_TXF_REQ


	
MGMT$EM_CS_RULE_EVENT_ERROR


	
MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES


	
MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS


	
MGMT$CCC_ALL_VIOLATIONS


	
MGMT$COMPLIANT_TARGETS


	
MGMT$COMPLIANCE_SUMMARY


	
MGMT$COMPLIANCE_TREND




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



4.1 MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE

MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULEビューには、すべてのコンプライアンス標準ルールのリストが含まれます。コンプライアンス標準ルールは、構成データの変更がコンプライアンスに影響するかどうかを決定するためのテストです。コンプライアンス標準ルールは、1つ以上のコンプライアンス標準にマップされます。


表4-1 MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE

	列	説明
	
RULE_NAME

	
表示名(英語)


	
DESCRIPTION

	
ルールの説明(英語)


	
TARGET_TYPE

	
ルールのアプリケーション・ターゲット・タイプ


	
REFERENCE_URL

	
このリリースでは使用されません。


	
RATIONALE

	
このルールの重要度および非準拠の結果について説明します。


	
FIXTEXT

	
ターゲットにこのルールを遵守させる手順について説明します


	
WARNING

	
このルールに関する注意または警告


	
RULE_TYPE

	
ルールのタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
リポジトリ


	
エージェント


	
監視





	
MESSAGE

	
新たな違反に関して記録されたメッセージ


	
CLEAR_MESSAGE

	
明らかな違反に関して記録されたメッセージ


	
SEVERITY

	
ルールの重大度

使用可能な値は次のとおりです。

	
マイナー警告


	
警告


	
クリティカル





	
LIFECYCLE_STATE

	
ルールのライフサイクル・ステータス

使用可能な値は次のとおりです。

	
開発


	
本番


	
ドラフト





	
AUTHOR

	
ルールの作成者


	
OWNER

	
ルールの所有者


	
IS_SYSTEM

	
ルールがシステム定義かどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
False


	
True





	
RULE_DNAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの表示名のNLSID


	
DESCRIPTION_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの説明のNLSID


	
RATIONALE_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの影響のNLSID


	
FIXTEXT_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの推奨のNLSID


	
WARNING_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの警告のNLSID


	
RULE_TYPE_CODE

	
コンプライアンス標準ルールのタイプを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: リポジトリ


	
2: エージェント


	
3: 監視





	
SEVERITY_CODE

	
コンプライアンス標準ルールの重大度を表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
18: マイナー警告


	
20: 警告


	
25: クリティカル





	
LIFECYCLE_STATE_CODE

	
コンプライアンス標準ルールのライフサイクルのステータスを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 開発


	
2: 本番


	
3: ドラフト





	
IS_SYSTEM_CODE

	
コンプライアンス標準ルールがシステム定義かどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True















4.2 MGMT$COMPLIANCE_STANDARD

MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューには、すべてのコンプライアンス標準リストが含まれます。コンプライアンス標準は、チェックまたはルールのコレクションです。それは、制御に従っているかどうかを判断するために、ITインフラストラクチャのセットに対してテストする必要があるコンプライアンス制御をEnterprise Managerによって表現したものです。


表4-2 MGMT$COMPLIANCE_STANDARD

	列	説明
	
CS_NAME

	
表示名(英語)


	
TARGET_TYPE

	
コンプライアンス標準のアプリケーション・ターゲット・タイプ


	
AUTHOR

	
コンプライアンス標準の作成者


	
OWNER

	
コンプライアンス標準の所有者


	
VERSION

	
コンプライアンス標準のバージョン


	
KEYWORDS

	
コンプライアンス標準に関連付けられているキーワード


	
LIFECYCLE_STATUS

	
コンプライアンス標準のライフサイクル・ステータス

使用可能な値は次のとおりです。

	
開発


	
本番





	
AUTO_ENABLE

	
コンプライアンス標準がアプリケーション・ターゲットに自動的に関連付けられるかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
False


	
True





	
DESCRIPTION

	
コンプライアンス標準の説明(英語)


	
REFERENCE_URL

	
このリリースでは使用されません。


	
FRONT_MATTER

	
コンプライアンス標準の導入テキスト


	
REAR_MATTER

	
コンプライアンス標準の結論テキスト


	
NOTICE

	
コンプライアンス標準に関する法律上の注意点または著作権のテキスト


	
IS_SYSTEM

	
コンプライアンス標準がシステム定義かどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
False


	
True





	
CS_DNAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用の標準の表示名のNLSID


	
LIFECYCLE_STATE_CODE

	
コンプライアンス標準のライフサイクルのステータスを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 開発


	
2: 本番





	
AUTO_ENABLE_CODE

	
コンプライアンス標準がアプリケーション・ターゲットに自動的に関連付けられるかどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True





	
DESCRIPTION_NLSID

	
英語以外のユーザー用のコンプライアンス標準の説明のNLSID


	
NOTICE_NLSID

	
英語以外のユーザー用のコンプライアンス標準に関する法律上の注意点または著作権のNLSID


	
IS_SYSTEM_CODE

	
コンプライアンス標準がシステム定義かどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True





	
CS_TYPE

	
コンプライアンス標準のタイプ


	
CS_TYPE_CODE

	
コンプライアンス標準のタイプを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: リポジトリ


	
2: WebLogic Server署名


	
3: リアルタイム監視















4.3 MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP

MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUPビューには、すべてのコンプライアンス標準グループのリストが含まれます。


表4-3 MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP

	列	説明
	
CSG_NAME

	
表示名(英語)


	
AUTHOR

	
コンプライアンス標準グループの作成者


	
OWNER

	
コンプライアンス標準グループの所有者


	
VERSION

	
コンプライアンス標準グループのバージョン


	
LIFECYCLE_STATUS

	
コンプライアンス標準グループのライフサイクル・ステータス

使用可能な値は次のとおりです。

	
開発


	
本番





	
DESCRIPTION

	
コンプライアンス標準グループの説明(英語)


	
REFERENCE_URL

	
このリリースでは使用されません。


	
FRONT_MATTER

	
コンプライアンス標準グループの導入テキスト


	
REAR_MATTER

	
コンプライアンス標準グループの結論テキスト


	
NOTICE

	
コンプライアンス標準グループに関する法律上の注意点または著作権のテキスト


	
IS_SYSTEM

	
コンプライアンス標準グループがシステム定義かどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
False


	
True





	
CSG_DNAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用のコンプライアンス標準グループの表示名のNLSID


	
LIFECYCLE_STATE_CODE

	
コンプライアンス標準グループのライフサイクルのステータスを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 開発


	
2: 本番





	
DESCRIPTION_NLSID

	
英語以外のユーザー用のコンプライアンス標準グループの説明のNLSID


	
NOTICE_NLSID

	
英語以外のユーザー用のコンプライアンス標準グループに関する法律上の注意点または著作権のNLSID


	
IS_SYSTEM_CODE

	
コンプライアンス標準グループがシステム定義かどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True















4.4 MGMT$CS_EVAL_SUMMARY

MGMT$CS_EVAL_SUMMARYビューには、すべてのルート・コンプライアンス標準スコアのリストが含まれます。


表4-4 MGMT$CS_EVAL_SUMMARY

	列	説明
	
CS_GUID

	
コンプライアンス標準の一意の識別子

注意: この値は、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューから取得できます。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
CS_NAME

	
コンプライアンス標準の内部名


	
CS_INAME

	
コンプライアンス標準の表示名(英語)


	
CS_AUTHOR

	
コンプライアンス標準の作成者


	
CS_VERSION

	
コンプライアンス標準のバージョン


	
TARGET_NAME

	
ターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプ


	
COMPLIANT_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内の準拠ルールの数


	
CRITICAL_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内のクリティカルなルールの数


	
WARN_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内の警告ルールの数


	
MWARN_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内のマイナー警告ルールの数


	
NON_COMPLIANT_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内の非準拠ルールの数


	
ERROR_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内のエラー・ルールの数


	
UNKNOWN_RULES

	
そのターゲットのコンプライアンス標準階層内の不明ルールの数


	
CRIT_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出されたクリティカル違反の合計


	
WARN_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出された警告違反の合計


	
MWARN_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出されたマイナー警告違反の合計


	
TOTAL_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出された違反の合計


	
COMPLIANCE_SCORE_LEVEL

	
コンプライアンス・スコア・レベルを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
コンプライアンス


	
クリティカル


	
警告





	
LAST_EVALUATION_DATE

	
最終スコア評価日


	
COMPLIANCE_SCORE

	
標準のコンプライアンス・スコア


	
IS_SCORE_VALID

	
コンプライアンス・スコアが有効かどうかを指定します。


	
CS_TYPE

	
コンプライアンス標準のタイプ

使用可能な値は次のとおりです。

	
リポジトリ


	
WebLogic Serverの署名


	
リアルタイム監視





	
CS_DNAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用の標準の表示名のNLSID


	
COMPLIANCE_SCORE_LEVEL_CODE

	
コンプライアンス・スコア・レベルを表します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 準拠


	
1: クリティカル


	
2: 警告





	
IS_SCORE_VALID_CODE

	
コンプライアンス・スコアが有効かどうかを表します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True





	
CS_TYPE_CODE

	
コンプライアンス標準のタイプを表します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: リポジトリ


	
2: WebLogic Server署名


	
3: リアルタイム監視















4.5 MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY

MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARYビューには、すべてのコンプライアンス標準スコアのリストが含まれます。MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARYビューの各行は、最上位のコンプライアンス標準または最上位のターゲットおよびそれに含まれるコンプライアンス標準またはメンバー・ターゲットの結果を表します。

別の最上位コンプライアンス標準内にコンプライアンス標準を含める場合、含める標準は、最上位コンプライアンス標準と同じターゲット・タイプである必要があります。最上位のコンプライアンス標準がコンポジット・ターゲット・タイプの場合、それに含まれる標準は、コンポジット・ターゲット・タイプのメンバー・ターゲット・タイプのいずれかです。




	
注意:

ルート・コンプライアンス標準は、(コンポジット・ターゲット・タイプの)ルート・ターゲットに関連付けられます。コンプライアンス標準は、同じ適切なターゲット・タイプおよびターゲット・フィルタ基準のメンバー・ターゲットに関連付けられます。








表4-5 MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY

	列	説明
	
ROOT_CS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準の一意の識別子

注意: この値は、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューから取得できます。


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準コンテキスト内のコンプライアンス標準の一意の識別子


	
CS_GUID

	
コンプライアンス標準の一意の識別子

注意: この値は、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューから取得できます。


	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
ROOT_CS_NAME

	
ルート・コンプライアンス標準の内部名


	
ROOT_CS_INAME

	
ルート・コンプライアンス標準の表示名(英語)


	
ROOT_CS_AUTHOR

	
ルート・コンプライアンス標準の作成者


	
ROOT_CS_VERSION

	
ルート・コンプライアンス標準のバージョン


	
CS_NAME

	
コンプライアンス標準の内部名


	
CS_INAME

	
表示名(英語)


	
CS_AUTHOR

	
標準の作成者


	
CS_VERSION

	
標準のバージョン


	
ROOT_TARGET_NAME

	
ルート・ターゲット名


	
ROOT_TARGET_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプ


	
COMPLIANT_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内の準拠ルールの数


	
CRITICAL_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内のクリティカルなルールの数


	
WARN_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内の警告ルールの数


	
MWARN_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内のマイナー警告ルールの数


	
NON_COMPLIANT_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内の非準拠ルールの数


	
ERROR_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内のエラー・ルールの数


	
UNKNOWN_RULES

	
そのターゲットまたはメンバー・ターゲットのコンプライアンス標準階層内の不明ルールの数


	
CRIT_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出されたクリティカル違反の合計


	
WARN_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出された警告違反の合計


	
MWARN_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出されたマイナー警告違反の合計


	
TOTAL_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準によって検出された違反の合計


	
SUPPRESSED_CRIT

	
抑止されているクリティカル違反の数


	
SUPPRESSED_WARN

	
抑止されている警告違反の数


	
SUPPRESSED_MWARN

	
抑止されているマイナー警告違反の数


	
COMPLIANCE_SCORE_LEVEL

	
コンプライアンス・スコア・レベル

使用可能な値は次のとおりです。

	
コンプライアンス


	
クリティカル


	
警告





	
LAST_EVALUATION_DATE

	
最終評価日


	
COMPLIANCE_SCORE

	
標準のコンプライアンス・スコア


	
ROOT_CS_NAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルート・コンプライアンス標準の名前のNLSID


	
CS_NAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用のコンプライアンス標準の名前のNLSID


	
COMPLIANCE_SCORE_LEVEL_CODE

	
コンプライアンス・スコア・レベルを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 準拠


	
1: クリティカル


	
2: 警告





	
IS_SCORE_VALID_CODE

	
コンプライアンス・スコアが有効かどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True















4.6 MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY

MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARYビューには、ターゲットのすべてコンプライアンス・ルール・スコアのリストが含まれます。


表4-6 MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY

	列	説明
	
ROOT_CS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準の一意の識別子

注意: この値は、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューから取得できます。


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準コンテキスト内のルールの一意の識別子


	
RULE_GUID

	
コンプライアンス・ルールの一意の識別子

注意: これは、MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULEビューから取得できます。


	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
ROOT_CS_NAME

	
ルート・コンプライアンス標準の内部名


	
ROOT_CS_INAME

	
ルート・コンプライアンス標準の表示名(英語)


	
ROOT_CS_AUTHOR

	
ルート・コンプライアンス標準の作成者


	
ROOT_CS_VERSION

	
ルート・コンプライアンス標準のバージョン


	
PARENT_CS_NAME

	
親コンプライアンス標準の内部名


	
PARENT_CS_INAME

	
親コンプライアンス標準の表示名(英語)


	
PARENT_CS_AUTHOR

	
親コンプライアンス標準の標準の作成者


	
PARENT_CS_VERSION

	
親コンプライアンス標準のバージョン


	
RULE_NAME

	
ルールの表示名(英語)


	
RULE_INAME

	
ルールの内部名


	
ROOT_TARGET_NAME

	
ルート・ターゲット名


	
ROOT_TARGET_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプ


	
TOTAL_VIOLATIONS

	
コンプライアンス標準コンテキスト内のコンプライアンス・ルールによって検出された違反の合計


	
LAST_EVALUATION_DATE

	
最終評価日


	
COMPLIANCE_SCORE

	
コンプライアンス標準コンテキストに対するルールのコンプライアンス・スコア


	
IS_SCORE_VALID

	
コンプライアンス・スコアが有効かどうかを指定します。


	
ROOT_CS_NAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルート・コンプライアンス標準の名前のNLSID


	
PARENT_CS_NAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用の親コンプライアンス標準の名前のNLSID


	
IS_SCORE_VALID_CODE

	
コンプライアンス・スコアが有効かどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True















4.7 MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY

MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARYビューには、すべてのコンプライアンス標準グループ・スコアのリストが含まれます。


表4-7 MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY

	列	説明
	
CSG_GUID

	
コンプライアンス標準グループの一意の識別子

注意: これは、MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUPビューから取得できます。


	
CSG_NAME

	
コンプライアンス標準グループの内部名


	
CSG_INAME

	
表示名(英語)


	
CSG_VERSION

	
コンプライアンス標準グループのバージョン


	
CRITICAL_EVALUATIONS

	
クリティカルな評価の数


	
WARNING_EVALUATIONS

	
警告評価の数


	
COMPLIANT_EVALUATIONS

	
準拠評価の数


	
CRITICAL_VIOLATIONS

	
クリティカル違反の合計


	
WARN_VIOLATIONS

	
警告違反の合計


	
MWARN_VIOLATIONS

	
マイナー警告違反の合計


	
COMPLIANCE_SCORE

	
コンプライアンス標準グループのコンプライアンス・スコア












4.8 MGMT$CS_TARGET_ASSOC

MGMT$CS_TARGET_ASSOCビューには、すべてのルート・コンプライアンス標準およびターゲットの関連付けのリストが含まれます。


表4-8 MGMT$CS_TARGET_ASSOC

	列	説明
	
CS_GUID

	
コンプライアンス標準の一意の識別子

注意: この値は、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューから取得できます。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
CS_NAME

	
コンプライアンス標準の内部名


	
CS_INAME

	
表示名(英語)


	
CS_AUTHOR

	
標準の作成者


	
CS_VERSION

	
標準のバージョン


	
TARGET_NAME

	
ターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプ


	
CRIT_THRESHOLD

	
クリティカルしきい値


	
WARN_THRESHOLD

	
警告しきい値


	
STATUS

	
関連付けのステータス

使用可能な値は次のとおりです。

	
有効


	
無効





	
CS_DNAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用の標準の表示名のNLSID


	
STATUS_CODE

	
関連付けのステータスを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 有効


	
2: 無効


	
3: 有効化の保留中


	
4: 無効化の保留中















4.9 MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATION

MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATIONビューには、すべてのコンプライアンス・ルールのアクティブな違反が含まれます。


表4-9 MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATION

	列	説明
	
ROOT_CS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準の一意のGUID


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内のルール組込みの一意のGUID


	
RULE_GUID

	
ルールの一意のGUID


	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意のGUID


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のGUID


	
POLICY_GUID

	
ポリシー(リポジトリ・ルール)の一意のGUID


	
KEY_VALUE

	
違反のキー値


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
違反が起こったときのタイムスタンプ


	
VIOLATION_GUID

	
違反を識別する一意のGUID


	
VIOLATION_LEVEL

	
違反の優先度を指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
18: マイナー警告


	
20: 警告


	
25: クリティカル





	
RULE_TYPE

	
違反対象のコンプライアンス・ルールのタイプを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: リポジトリ・ルール


	
2: ガーディアン・ルール


	
3: コンプライアンス・リアルタイム・ルール





	
ANNOTATED_FLAG

	
このリリースでは使用されません。


	
MESSAGE

	
ルールの違反メッセージ


	
MESSAGE_NLSID

	
ルールの違反メッセージのNLSID


	
MESSAGE_PARAMS

	
違反メッセージ・パラメータ


	
ACTION_MESSAGE_NLSID

	
このリリースでは使用されません。


	
ACTION_MESSAGE_PARAMS

	
このリリースでは使用されません。












4.10 MGMT$CSR_VIOLATION_CONTEXT

MGMT$CSR_VIOLATION_CONTEXTビューには、違反コンテキスト(違反に関して収集するようルールに定義されている追加の列)が含まれます。


表4-10 MGMT$CSR_VIOLATION_CONTEXT

	列	説明
	
VIOLATION_GUID

	
違反を識別する一意のGUID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
違反が発生したタイムスタンプ


	
COLUMN_NAME

	
違反コンテキストの列の名前


	
COLUMN_TYPE

	
列名のタイプ

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 数値


	
2: 文字列





	
COLUMN_VALUE

	
列の数値を指定します。

注意: COLUMN_TYPEが1に設定されている場合のみ該当します。


	
COLUMN_STR_VALUE

	
列の文字列値を指定します。

注意: COLUMN_TYPEが2に設定されている場合のみ該当します。












4.11 MGMT$EM_RULE_VIOL_CTXT_DEF

MGMT$EM_RULE_VIOL_CTXT_DEFビューには、コンプライアンス標準ルールの違反コンテキスト定義が格納されます。各行に、コンプライアンス標準ルールの1つの違反列定義が格納されます。


表4-11 MGMT$EM_RULE_VIOL_CTXT_DEF

	列	説明
	
RULE_GUID

	
コンプライアンス標準ルールの一意のGUID


	
COLUMN_INAME

	
列の内部名


	
COLUMN_DNAME

	
列の表示名


	
COLUMN_DNAME_NLSID

	
列の表示名のNLSID


	
COLUMN_TYPE

	
列のデータ型。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 数値


	
2: 文字列





	
COLUMN_POSITION

	
違反コンテキスト定義内の列の位置


	
IS_KEY

	
列がキー列かどうかを指定します(1=キー列)


	
IS_HIDDEN

	
ルール違反UIで違反を表示する際、違反列を表示するか非表示にするかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 表示


	
1: 非表示





	
LINK_TEMPLATE

	
現在のリリースでは使用されません。


	
LINK_ENCODE

	
現在のリリースでは使用されません。


	
IS_LINK_EM_PAGE

	
現在のリリースでは使用されません。












4.12 MGMT$RULE_KEYWORD

MGMT$RULE_KEYWORDビューには、各ルールのキーワード・リストが格納されます。


表4-12 MGMT$RULE_KEYWORD

	列	説明
	
RULE_GUID

	
ルールの一意のGUID


	
KEYWORD_NAME

	
キーワード名


	
KEYWORD_NAME_NLSID

	
キーワード・リストの名前のNLSID


	
IS_SYSTEM

	
システム定義のキーワードなのかユーザー定義のキーワードなのかを指定します。












4.13 MGMT$CS_KEYWORD

MGMT$CS_KEYWORDビューには、各コンプライアンス標準のキーワード・リストが格納されます。


表4-13 MGMT$CS_KEYWORD

	列	説明
	
CS_GUID

	
コンプライアンス標準の一意のGUID


	
KEYWORD_NAME

	
キーワード名


	
KEYWORD_NAME_NLSID

	
キーワード・リストの名前のNLSID


	
IS_SYSTEM

	
システム定義のキーワードなのかユーザー定義のキーワードなのかを指定します。












4.14 MGMT$CS_GROUP_KEYWORD

MGMT$CS_GROUP_KEYWORDビューには、各標準グループのキーワード・リストが格納されます。


表4-14 MGMT$CS_GROUP_KEYWORD

	列	説明
	
CSG_GUID

	
標準グループの一意のGUID


	
KEYWORD_NAME

	
キーワード名


	
KEYWORD_NAME_NLSID

	
キーワード・リストの名前のNLSID


	
IS_SYSTEM

	
システム定義のキーワードなのかユーザー定義のキーワードなのかを指定します。












4.15 MGMT$CS_RULE_ATTRS

MGMT$CS_RULE_ATTRSビューには、すべてのコンプライアンス・ルール属性のリストが含まれます。


表4-15 MGMT$CS_RULE_ATTRS

	列	説明
	
RULE_GUID

	
コンプライアンス・ルールの一意の識別子。


	
RULE_INAME

	
コンプライアンス・ルールの内部名。


	
RULE_DNAME

	
英語の表示名。


	
DESCRIPTION

	
コンプライアンス・ルールの英語の説明。


	
TARGET_TYPE

	
コンプライアンス・ルールの適用可能なターゲット・タイプ


	
REFERENCE_URL

	
参照URL。


	
RATIONALE

	
このコンプライアンス・ルールの重要度および非準拠の結果について説明します。


	
FIXTEXT

	
ターゲットにこのルールを遵守させるために必要な手順について説明します。


	
WARNING

	
このルールに関する注意または警告


	
CHECK_GUID

	
一意の内部識別子。


	
MESSAGE

	
新たな違反に関して記録されたメッセージ。


	
CLEAR_MESSAGE

	
明らかな違反に関して記録されたメッセージ。


	
SEVERITY

	
コンプライアンス・ルールの重大度。


	
VERSION

	
コンプライアンス・ルールのバージョン。


	
LIFECYCLE_STATE

	
コンプライアンス・ルールのライフサイクル・ステータス。


	
AUTHOR

	
コンプライアンス・ルールの作成者。


	
OWNER

	
コンプライアンス・ルールの所有者。


	
LAST_UPDATED_DATE

	
コンプライアンス・ルールに対する最後の編集のタイムスタンプ。


	
LAST_UPDATED_BY

	
ルールを編集したユーザー。


	
EVAL_ALWAYS

	
必須の評価ロールアップを示すフラグ。


	
TABLE_NAMES

	
コンプライアンス・ルールの表名。


	
RULE_DNAME_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの表示名のNLSID。


	
DESCRIPTION_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの説明のNLSID。


	
RATIONALE_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの影響のNLSID。


	
FIXTEXT_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの推奨のNLSID。


	
WARNING_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールの警告のNLSID。


	
MESSAGE_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールのメッセージのNLSID。


	
CLEAR_MESSAGE_NLSID

	
英語以外のユーザー用のルールのクリア・メッセージのNLSID。


	
RULE_TYPE

	
ルールのタイプを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: リポジトリ


	
2: エージェント


	
3: 監視





	
IS_SYSTEM

	
ルールがシステム定義かどうかを表すコード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: False


	
1: True















4.16 MGMT$CS_HIERARCHY

MGMT$CS_HIERARCHYビューには、すべての標準階層メタデータが含まれます。


表4-16 MGMT$CS_HIERARCHY

	列	説明
	
PARENT_GUID

	
親の一意の識別子。コンプライアンス標準またはルール・フォルダGUIDを参照できます。


	
PARENT_TYPE_NAME

	
親タイプの名前。

使用可能な値は次のとおりです。

	
nullの親


	
コンプライアンス標準


	
rulefolder





	
PARENT_TYPE

	
親タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=0: nullの親


	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder





	
CHILD_GUID

	
子の一意の識別子。コンプライアンス標準、ルール・フォルダまたはルールGUIDを参照できます。


	
CHILD_TYPE_NAME

	
子タイプの名前。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder


	
=3: ルール





	
CHILD_TYPE

	
子タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder


	
=3: ルール





	
CHILD_POSITION

	
直前のピア・ノードに対する子の位置。


	
IMPORTANCE_LEVEL_NAME

	
重要度レベルの名前。

使用可能な値は次のとおりです。

	
高


	
標準


	
低





	
IMPORTANCE_LEVEL

	
重要度レベル。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: 高


	
=2: 標準


	
=3: 低















4.17 MGMT$CS_RQS_HIERARCHY

MGMT$CS_RQS_HIERARCHYビューには、すべての標準実行時階層メタデータが含まれます。主キーはPARENT_RQS_GUID、PARENT_GUID、CHILD_RQS_GUID、CHILD_GUIDであることに注意してください。


表4-17 MGMT$CS_RQS_HIERARCHY

	列	説明
	
ROOT_CS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準の一意の識別子。


	
PARENT_RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内の組込みに対する親の一意の識別子。


	
PARENT_GUID

	
親の一意の識別子。


	
PARENT_TYPE

	
親タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=0: null


	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder





	
CHILD_RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内の組込みに対する子の一意の識別子。


	
CHILD_GUID

	
子の一意の識別子。


	
CHILD_TYPE_NAME

	
子タイプの名前。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder


	
=3: ルール





	
CHILD_TYPE

	
子タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder


	
=3: ルール





	
CHILD_POSITION

	
直前のピア・ノードに対する子の位置。












4.18 MGMT$CS_RULEFOLDER

MGMT$CS_RULEFOLDERビューには、すべてのルール・フォルダ・メタデータが含まれます。


表4-18 MGMT$CS_RULEFOLDER

	列	説明
	
RULEFOLDER_GUID

	
コンプライアンス標準ルール・フォルダの一意の識別子。


	
CS_GUID

	
ルール・フォルダが属するコンプライアンス標準の一意の識別子。


	
RULEFOLDER_INAME

	
ルール・フォルダの内部名


	
RULEFOLDER_DNAME

	
ルール・フォルダの表示名


	
DESCRIPTION

	
ルール・フォルダの説明


	
REFERENCE_URL

	
参照URL


	
RULEFOLDER_DNAME_NLSID

	
ルール・フォルダの表示名のNLSID


	
DESCRIPTION_NLSID

	
説明名のNLSID












4.19 MGMT$CSG_HIERARCHY

MGMT$CSG_HIERARCHYビューには、コンプライアンス標準グループ階層メタデータが含まれます。


表4-19 MGMT$CSG_HIERARCHY

	列	説明
	
PARENT_GUID

	
親の一意の識別子。コンプライアンス・グループまたはコンプライアンス・サブグループGUIDのいずれかを参照できます。


	
PARENT_TYPE_NAME

	
親タイプの名前。

使用可能な値は次のとおりです。

	
親


	
コンプライアンス・グループ


	
サブグループ





	
PARENT_TYPE

	
親タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=0: nullの親


	
=4: コンプライアンス・グループ


	
=5: サブグループ





	
CHILD_GUID

	
子の一意の識別子。コンプライアンス標準またはサブグループを参照できます。


	
CHILD_TYPE_NAME

	
ルール・フォルダの説明


	
CHILD_TYPE

	
子タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: コンプライアンス標準


	
=2: rulefolder


	
=3: ルール





	
CHILD_POSITION

	
直前のピア・ノードに対する子の位置


	
IMPORTANCE_LEVEL

	
重要度レベル。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: 高


	
=2: 標準


	
=3: 低















4.20 MGMT$CSG_SUBGROUP

MGMT$CSG_SUBGROUPビューには、em_csg_subgroup属性が含まれます。


表4-20 MGMT$CSG_SUBGROUP

	列	説明
	
SUBGROUP_GUID

	
サブグループの一意の識別子。


	
CSG_GUID

	
コンプライアンス標準グループの一意の識別子。

注意: これは、MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUPビューから取得できます。


	
SUBGROUP_INAME

	
サブグループの内部名


	
SUBGROUP_DNAME

	
サブグループの表示名


	
DESCRIPTION

	
サブグループの説明


	
REFERENCE_URL

	
参照URL。


	
SUBGROUP_DNAME_NLSID

	
サブグループの表示名のNLSID


	
DESCRIPTION_NLSID

	
サブグループの説明のNLSID












4.21 MGMT$CSR_TARGET_ASSOC

MGMT$CSR_TARGET_ASSOCビューには、ルールおよびターゲット・アソシエーション設定の情報が含まれます。


表4-21 MGMT$CSR_TARGET_ASSOC

	列	説明
	
SUBGROUP_GUID

	
サブグループの一意の識別子。


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内のルール組込みの一意の識別子。


	
RULE_GUID

	
ルールの一意の識別子


	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
IMPORTANCE

	
コンプライアンス標準階層内におけるこのアソシエーション・リンクの重大度


	
OBJECT_TYPE_NAME

	
オブジェクト型の名前


	
OBJECT_TYPE

	
オブジェクト型

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: ターゲット・タイプ


	
=2: ターゲット





	
EDIT_VERSION

	
このバージョン番号は編集ごとに1ずつ増えます。同時実行制御のために使用されます。


	
CRITICAL_EDIT_VERSION

	
このバージョン番号はクリティカル編集ごとに1ずつ増えます。同時実行制御のために使用されます。


	
REASON

	
アソシエーションを有効または無効にする理由


	
STATUS_NAME

	
ステータス名

使用可能な値は次のとおりです。

	
有効化


	
無効化


	
有効化の保留中


	
無効化の保留中


	
失敗


	
システム無効





	
STATUS

	
ステータス値

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: 有効


	
=2: 無効


	
=3: 有効化の保留中


	
=4: 無効化の保留中


	
=5: 失敗


	
=6: システム無効





	
STATUS_CODE_NAME

	
ステータス・コード名

使用可能な値は次のとおりです。

	
ユーザー


	
システム





	
STATUS_CODE

	
ステータス・コード値

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: ユーザー


	
=2: システム















4.22 MGMT$CSRF_TARGET_ASSOC

このMGMT$CSRF_TARGET_ASSOCビューには、ルール・フォルダおよびターゲット・アソシエーション設定の情報が含まれます。


表4-22 MGMT$CSRF_TARGET_ASSOC

	列	説明
	
ROOT_CS_GUID

	
コンプライアンス標準ルール・フォルダの一意の識別子


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内のルール・フォルダ組込みの一意の識別子


	
RULEFOLDER_GUID

	
ルール・フォルダの一意の識別子


	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
IMPORTANCE

	
コンプライアンス標準階層内におけるこのアソシエーション・リンクの重大度


	
OBJECT_TYPE_NAME

	
オブジェクト型の名前


	
OBJECT_TYPE

	
オブジェクト型

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: ターゲット・タイプ


	
=2: ターゲット





	
EDIT_VERSION

	
このバージョン番号は編集ごとに1ずつ増えます。同時実行制御のために使用されます。


	
CRITICAL_EDIT_VERSION

	
このバージョン番号はクリティカル編集ごとに1ずつ増えます。同時実行制御のために使用されます。


	
REASON

	
アソシエーションを有効または無効にする理由


	
STATUS_NAME

	
ステータス名

使用可能な値は次のとおりです。

	
有効


	
無効


	
有効化の保留中


	
無効化の保留中


	
失敗


	
システム無効





	
STATUS

	
ステータス値

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: 有効


	
=2: 無効


	
=3: 有効化の保留中


	
=4: 無効化の保留中


	
=5: 失敗


	
=6: システム無効





	
STATUS_CODE_NAME

	
ステータス・コード名

使用可能な値は次のとおりです。

	
ユーザー


	
システム





	
STATUS_CODE

	
ステータス・コード値

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: ユーザー


	
=2: システム





	
IS_CUSTOMIZED_LABEL

	
カスタマイズを指定するためのラベル

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: はい


	
=0: いいえ





	
IS_CUSTOMIZED

	
カスタマイズがあるかどかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
=1: はい


	
=0: いいえ















4.23 MGMT$REPO_RULE_CHK_DETAILS

このMGMT$REPO_RULE_CHK_DETAILSビューには、ルール・チェックの詳細が含まれます。


表4-23 MGMT$REPO_RULE_CHK_DETAILS

	列	説明
	
RULE_GUID

	
ルールの一意の識別子


	
SOURCE

	
ルールのソース


	
CONDITION

	
ルールの条件


	
CONDITION_TYPE_NAME

	
条件タイプの名前

使用可能な値は次のとおりです。

	
単純


	
SQL式





	
CONDITION_OP_NAME

	
条件の条件演算子












4.24 MGMT$REPOSITORY_RULE_BIND_VARS

このMGMT$REPOSITORY_RULE_BIND_VARSビューには、コンプライアンス・ルールのバインド変数が含まれます。


表4-24 MGMT$REPOSITORY_RULE_BIND_VARS

	列	説明
	
RULE_GUID

	
バインド変数が定義されるルールの一意の識別子


	
BIND_COLUMN_NAME

	
バインドされるバインド変数の名前


	
BIND_COLUMN_TYPE

	
バインドされるバインド変数のタイプ












4.25 MGMT$REPOSITORY_RULE_PARAMS

このMGMT$REPOSITORY_RULE_PARAMSビューには、ルール・パラメータが含まれます。


表4-25 MGMT$REPOSITORY_RULE_PARAMS

	列	説明
	
RULE_GUID

	
パラメータが定義されるルールの一意の識別子


	
PARAM_NAME

	
ポリシー・パラメータの名前


	
PARAM_NAME_NLSID

	
ポリシー・パラメータのNLSID


	
PARAM_TYPE

	
ポリシー・パラメータのタイプ












4.26 MGMT$CS_TGT_ASSOC_TXF_REQ

このMGMT$CS_TGT_ASSOC_TXF_REQビューには、コンプライアンス・アソシエーションまたはメタデータを管理エージェントに転送するリクエスト・サマリーが含まれています。


表4-26 MGMT$CS_TGT_ASSOC_TXF_REQ

	列	説明
	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
ROOT_CS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準の一意の識別子


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内のコンプライアンス標準組込みの一意の識別子


	
CS_GUID

	
コンプライアンス標準の一意の識別子


	
CREATION_TS

	
作成のタイムスタンプ


	
STATUS

	
転送のステータス

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 保留中


	
1: 正常に終了


	
2: 失敗





	
SYNC_ID

	
アソシエーションに対応する同期IDこれは、テンプレート収集のステータス更新に必要です。


	
IN_PROCESS

	
ステータスが保留中の行の場合、行が現在処理されているかどうかがこの列に示されます。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 処理が進行中


	
1: 処理が終了





	
SEQ

	
注意: この列は内部使用のみを目的としています。

列の順序番号。行の一意の順序IDが含まれます。管理エージェント標準のジョブ再起動全体でのIDを維持するために使用されます。












4.27 MGMT$EM_CS_RULE_EVENT_ERROR

このMGMT$EM_CS_RULE_EVENT_ERRORビューには、コンプライアンス標準またはルールのエラーを発行した場合のエラー・スタックが格納されます。


表4-27 MGMT$EM_CS_RULE_EVENT_ERROR

	列	説明
	
ROOT_CS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準の一意の識別子


	
CS_GUID

	
コンプライアンス標準の一意の識別子


	
RULE_GUID

	
ルールの一意の識別子


	
RQS_GUID

	
ルート・コンプライアンス標準内のルール・フォルダ組込みの一意の識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
ROOT_TARGET_GUID

	
ルート・ターゲットの一意の識別子


	
VIOLATION_GUID

	
違反の一意の識別子


	
ERROR_MSG

	
エラー・メッセージ


	
ERROR_STACK

	
エラー・スタック・トレース


	
ERROR_TIME

	
イベント・エラーのタイムスタンプ












4.28 MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES

MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLESビューは、すべての監視バンドルのサマリーを返します。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するBUNDLE_START_TIMEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表4-28 MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES

	列	説明
	
BUNDLE_ID

	
ルール・バンドル設定に基づいてこの監視が属するバンドル


	
TARGET

	
この監視の検出対象のターゲット


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
RULE_NAME

	
リアルタイム監視コンプライアンス標準ルールの名前


	
ENTITY_TYPE

	
アクションが行われたエンティティのエンティティ・タイプ


	
USER_PERFORMING_ACTION

	
アクションを実行したユーザーの名前


	
BUNDLE_IN_VIOLATION

	
バンドルが現在違反しているかどうかを示すブール値。つまり、バンドル内の少なくとも1つの監視が未認可です。Trueは、バンドルが違反していることを示します。


	
BUNDLE_START_TIME

	
このバンドル内の最初の監視の日付


	
BUNDLE_CLOSE_TIME

	
このバンドルが閉じられた日付


	
BUNDLE_CLOSE_REASON

	
このバンドルが閉じられた理由の説明


	
DISTINCT_OBS_COUNT

	
このバンドル内の監視数の合計


	
AUTHORIZED_OBS_COUNT

	
このバンドル内の現在認可されている監視数


	
UNAUTHORIZED_OBS_COUNT

	
このバンドル内の現在未認可の監視数


	
UNAUTH_CLEARED_OBS_COUNT

	
このバンドル内の(一時は未認可であったが)現在クリアされている監視数


	
UNAUDITED_OBS_COUNT

	
このバンドル内の現在未監査の監視数。これらは、監査ステータスを判別するために手動あるいは変更管理統合による評価が行われていないものです。












4.29 MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS

MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONSビューは、発生したすべての監視を返します。このビューに対する問合せでは、適切なフィールドに対してフィルタ処理が行われるようにする必要があります。パーティションを最初に利用するフィールドはaction_timeにします。


表4-29 MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS

	列	説明
	
OBSERVATION_ID

	
エージェントにより検出された監視に割り当てられる一意のID


	
BUNDLE_ID

	
ルール・バンドル設定に基づいてこの監視が属するバンドル


	
TARGET

	
この監視に対応するターゲット


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
ENTITY_TYPE

	
アクションが行われたエンティティのエンティティ・タイプ


	
ACTION

	
監視されたアクション


	
ACTION_TIME

	
アクションが発生した時刻


	
USER_TYPE

	
アクションを実行したユーザーのタイプ(OSユーザーまたはDBユーザー)


	
USER_PERFORMING_ACTION

	
アクションを実行したユーザーの名前


	
ORIGINAL_USER_NAME

	
SU/SUDOアクションの場合、直前のユーザー名(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
AFFECTED_ENTITY_NAME

	
このアクションによる影響を受けたエンティティの名前(ファイル名など)


	
AFFECTED_ENTITY_PREVIOUS_NAME

	
アクション以前のエンティティの名前。たとえば、ファイル名の変更アクションの場合、古いファイル名です。


	
SOURCE_HOST_IP

	
アクションが別のホストから行われた場合、接続のソースIP(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
ACTION_PROCESS_ID

	
アクションを実行したプロセスのプロセスID(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
ACTION_PROCESS_NAME

	
アクションを実行したプロセスの名前(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
ACTION_PARENT_PROCESS_ID

	
アクションを実行したプロセスの親プロセスのプロセスID(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
ACTION_PARENT_PROCESS_NAME

	
アクションを実行したプロセスの親プロセスの名前(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
ENTITY_PREVIOUS_VALUE

	
エンティティの前の値(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
ENTITY_NEW_VALUE

	
エンティティの新しい値(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
FILE_ENTITY_PREVIOUS_MD5_HASH

	
エンティティの前のMD5ハッシュ値(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
FILE_ENTITY_NEW_MD5_HASH

	
エンティティの新しいMD5ハッシュ値(一部のエンティティ・タイプにのみ適用可能)


	
AUDIT_STATUS

	
監視の現行監査ステータス(unaudited、authorized、unauthorizedなど)


	
AUDIT_STATUS_SET_DATE

	
最新の監査ステータスが設定された日付


	
AUDIT_STATUS_SET_BY_USER

	
最新の監査ステータスを設定したユーザー












4.30 MGMT$CCC_ALL_VIOLATIONS

MGMT$CCC_ALL_VIOLATIONSビューは、1つ以上の未認可の監視を含む監視バンドルを原因とするすべてのリアルタイム監視違反を返します。


表4-30 MGMT$CCC_ALL_VIOLATIONS

	列	説明
	
RULE_TYPE

	
ルールのタイプ

使用可能な値は次のとおりです。

	
リポジトリ


	
WebLogic Serverの署名


	
リアルタイム監視





	
SEVERITY

	
ルールの重大度レベル

	
情報


	
警告


	
クリティカル





	
ENTITY_TYPE

	
監視バンドルおよびそのバンドル内のすべての監視のエンティティ・タイプ


	
TARGET_TYPE

	
監視バンドルおよびそのバンドル内のすべての監視のターゲット・タイプ


	
RULE_NAME

	
この違反に対応するルールの名前


	
COMPLIANCE_STANDARD_NAME

	
この違反に対応するコンプライアンス標準の名前


	
TARGET

	
この違反に対応するターゲットの名前。


	
BUNDLE_ID

	
違反状態の監視バンドルの内部ID。この監視バンドルには、1つ以上の未認可の監視が含まれています。


	
BUNDLE_START_TIME

	
監視バンドルの開始時刻


	
BUNDLE_CLOSE_TIME

	
監視バンドルの終了時刻


	
USER_NAME

	
このバンドルのアクションを実行するユーザー名


	
AUTHORIZED_OBS_COUNT

	
この違反に含まれている監視バンドルの認可監視の数


	
UNAUTHORIZED_OBS_COUNT

	
この違反に含まれている監視バンドルの未認可監視の数。


	
UNAUTH_CLEARED_OBS_COUNT

	
この違反に含まれている監視バンドルの未認可でクリアされた監視の数


	
ROOT_CS_ID

	
ルート・コンプライアンス標準ID。これは、違反コンテキストの内部表現に使用されます。


	
RQS_ID

	
ランタイム・コンプライアンス標準ID。これは、違反コンテキストの内部表現に使用されます。


	
RULE_ID

	
違反のあるルールの内部ID。


	
TARGET_ID

	
違反のあるターゲットの内部ID。


	
ROOT_TARGET_ID

	
ターゲット階層の内部ID。












4.31 MGMT$COMPLIANT_TARGETS

MGMT$COMPLIANT_TARGETSビューは、すべてのターゲットに対するすべての評価と違反の詳細を返します。これは、ターゲットの「コンプライアンス・サマリー」ダッシュボード・リージョンに表示されるデータと同じです。


表4-31 MGMT$COMPLIANT_TARGETS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのターゲット・タイプ


	
CRIT_EVALS

	
クリティカルレベルの評価の数


	
WARN_EVALS

	
警告レベルの評価の数


	
COMPLIANT_EVALS

	
準拠評価の数


	
CRIT_VIOLATIONS

	
クリティカルレベルの違反の数


	
WARN_VIOLATIONS

	
警告レベルの違反の数


	
MWARN_VIOLATIONS

	
マイナー警告レベルの違反の数


	
COMPLIANCE_SCORE

	
ターゲットの現在のコンプライアンス・スコア


	
TARGET_ID

	
ターゲットの内部表現


	
TARTGET_TYPE_INAME

	
ターゲット・タイプの内部表現












4.32 MGMT$COMPLIANCE_SUMMARY

MGMT$COMPLIANCE_SUMMARYビューは、コンプライアンス標準およびフレームワークに対するすべての評価と違反の詳細を返します。これは、コンプライアンス標準とフレームワークの「コンプライアンス・サマリー」ダッシュボード・リージョンに表示されるデータと同じです。


表4-32 MGMT$COMPLIANCE_SUMMARY

	列	説明
	
ELEMENT_TYPE

	
要素のタイプ(コンプライアンス標準、コンプライアンス・フレームワーク)


	
ELEMENT_NAME

	
コンプライアンス標準またはコンプライアンス・フレームワークの表示名


	
CRIT_EVALS

	
クリティカルレベルの評価の数


	
WARN_EVALS

	
警告レベルの評価の数


	
COMPLIANT_EVALS

	
準拠評価の数


	
CRIT_VIOLATIONS

	
クリティカルレベルの違反の数


	
WARN_VIOLATIONS

	
警告レベルの違反の数


	
MWARN_VIOLATIONS

	
マイナー警告レベルの違反の数


	
COMPLIANCE_SCORE

	
コンプライアンス標準またはフレームワークの現在のコンプライアンス・スコア


	
NON_COMPLIANT_SCORE

	
コンプライアンス標準またはフレームワークの現在の非準拠スコア


	
AUTHOR

	
コンプライアンス標準またはフレームワークの作成者


	
VERSION

	
コンプライアンス標準またはフレームワークのバージョン


	
ELEMENT_ID

	
コンプライアンス標準またはコンプライアンス・フレームワークの内部ID


	
FRAMEWORK_ID

	
コンプライアンス・フレームワークの内部ID


	
ELEMENT_INAME

	
コンプライアンス標準またはフレームワークの内部表現












4.33 MGMT$COMPLIANCE_TREND

MGMT$COMPLIANCE_TRENDビューは、コンプライアンス・フレームワークおよび標準に関する過去31日間のコンプライアンスの傾向の情報を返します。これは、コンプライアンス標準とフレームワークの「コンプライアンス・サマリー」ダッシュボード傾向リージョンに表示されるデータと同じです。


表4-33 MGMT$COMPLIANCE_TREND

	列	説明
	
ELEMENT_TYPE

	
要素のタイプ(コンプライアンス標準、コンプライアンス・フレームワーク)


	
ELEMENT_ID

	
コンプライアンス標準またはフレームワークの内部ID表現


	
ELEMENT_NAME

	
コンプライアンス標準またはコンプライアンス・フレームワークの表示名


	
FRAMEWORK_ID

	
コンプライアンス・フレームワークの内部ID表現


	
AVG_COMPLIANCE_SCORE

	
過去31日間の平均コンプライアンス・スコア


	
DAILY_AVG_VIOLATIONS

	
過去31日間の1日当たりの違反の平均数


	
SNAPSHOT_TS

	
スナップショット・タイムスタンプ


	
TOTAL_EVALS

	
過去31日間の評価の合計


	
ELEMENT_INAME

	
コンプライアンス標準またはフレームワークの内部表現


















5 構成管理ビュー

この章では、構成管理ビューについて説明します。次のセクションがあります。

	
構成管理ビュー


	
カスタム構成仕様ビュー


	
データベース構成ビュー


	
エンタープライズ構成管理ビュー




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



5.1 構成管理ビュー

この項では、各構成管理ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$CSA_COLLECTIONS


	
MGMT$CSA_FAILED


	
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS


	
MGMT$CSA_HOST_SW


	
MGMT$CSA_HOST_COOKIESMGMT$CSA_HOST_CUSTOM


	
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM


	
MGMT$CSA_HOST_RULES


	
MGMT$CSA_HOST_RULES


	
MGMT$CSA_HOST_CPUS


	
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS


	
MGMT$CSA_HOST_NICS


	
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES


	
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS






5.1.1 MGMT$CSA_COLLECTIONS

MGMT$CSA_COLLECTIONSビューには、すべてのクライアント構成に関するトップレベル情報が表示されます。


表5-1 MGMT$CSA_COLLECTIONS

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
CSACLIENT

	
表示名にカスタム・キーを加えたもの(存在する場合)


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
クライアントからデータが収集された時刻


	
NET_IP

	
クライアントの実際のIPアドレス


	
NET_EFFECTIVE_IP

	
サーバーから参照されているクライアントIPアドレス


	
COLLECTION_MESSAGE

	
アプレットの実行中に生成されたエラー・メッセージ


	
OS_USER_NAME

	
クライアントのOSユーザー名


	
HOSTNAME

	
クライアントのホスト名


	
DOMAIN

	
クライアントのドメイン


	
BOOT_DISK_VOLUME_SERIAL_NUM

	
クライアントのブート・ディスク・ボリュームのシリアル番号


	
COMPLIANCE

	
クライアントの全体的なコンプライアンス・スコア(15=問題なし、18=情報、20=警告、25=クリティカル)


	
APPID

	
このクライアント構成の収集タグ


	
NET_SUBNET

	
クライアントのサブネット・マスク


	
NET_LATENCY_IN_MS

	
サーバーとのクライアントのHTTP応答時間


	
NET_BANDWIDTH_IN_KBITPS

	
サーバーからのクライアントのダウンロード・バンド幅


	
BROWSER_TYPE

	
CSAの実行に使用されたブラウザの名前


	
BROWSER_VERSION

	
CSAの実行に使用されたブラウザのバージョン


	
BROWSER

	
ブラウザ名とバージョンを結合するサマリー列


	
BROWSER_JVM_VENDOR

	
アプレットの実行に使用されたJVMのバージョン


	
BROWSER_JVM_VERSION

	
アプレットの実行に使用されたJVMのバージョン


	
BROWSER_PROXY_SERVER

	
ブラウザにより使用されるプロキシ・サーバー


	
BROWSER_PROXY_EXCEPTIONS

	
クライアントのブラウザ・プロキシ例外


	
BROWSER_CACHE_SIZE_IN_MB

	
クライアント・ブラウザのディスク・キャッシュ・サイズ


	
BROWSER_CACHE_UPATE_FRQ

	
ブラウザのキャッシュ更新ポリシー


	
BROWSER_HTTP1_1_SUPPORT

	
ブラウザがHTTP 1.1をサポートするかどうか


	
REFERRING_URL_HEADER

	
ユーザーがCSAに移動した元のURLから問合せ文字列を除いたもの


	
REFERRING_URL_PARAMS

	
ユーザーがCSAに移動した元のURLの問合せ文字列


	
REFURL

	
ユーザーがCSAに移動した元の完全なURL


	
CSA_URL_HEADER

	
ユーザーがCSAを実行した元のURLから問合せ文字列を除いたもの


	
CSA_URL_PARAMS

	
ユーザーがCSAを実行した元のURLの問合せ文字列


	
CSAURL

	
ユーザーがCSAを実行した元の完全なURL


	
DESTINAION_URL_HEADER

	
移動先URLから問合せ文字列を除いたもの


	
DESTINATION_URL_PARAMS

	
移動先URLの問合せ文字列


	
DESTURL

	
完全な移動先URL


	
CONNECTION_TYPE

	
ダウンロード・バンド幅に基づいた、推定接続タイプ(1=LAN、2=ケーブル、3=ダイアルアップ)


	
IS_WINDOWS_ADMIN

	
OSユーザーがWindows管理者かどうか


	
WINDOWS_DOMAIN

	
ホストのWindowsドメイン


	
BROWSER_PROXY_ENABLED

	
プロキシ・サーバーがブラウザで有効になっているかどうか


	
AUTO_CONFIG_URL

	
ブラウザによって使用されるプロキシ自動構成スクリプトのURL


	
NUMBER_OF_COOKIES

	
CSAにより収集されるCookieの数


	
NUMBER_OF_CUSTOM_VALUES

	
CSAにより収集されるカスタム・プロパティの数


	
HARDWARE

	
システム構成、マシン・アーキテクチャ、メモリー、ディスク領域およびCPUのサマリー


	
HARDWARE_VENDOR_NAME

	
Dellなどのハードウェア・ベンダーの名前


	
SYSTEM_CONFIG

	
クライアントのシステム構成


	
MACHINE_ARCHITECTURE

	
クライアントのマシン・アーキテクチャ


	
BUS_FREQ_IN_MHZ

	
マザーボードのフロント・サイド・バス(FSB)の周波数


	
MEMORY_SIZE_IN_MB

	
物理メモリーの合計量


	
AVAIL_MEMORY_SIZE_IN_MB

	
CSAの実行時に使用可能な物理メモリーの量


	
LOCAL_DISK_SPACE_IN_GB

	
ディスク領域の合計量


	
AVAIL_LOCAL_DISK_SPACE_IN_GB

	
使用可能なディスク領域


	
CPU_COUNT

	
CPUの数


	
SYSTEM_SERIAL_NUMBER

	
ホストのシリアル番号


	
MIN_CPU_SPEED_IN_MHZ

	
可能な最小CPU速度


	
MAX_CPU_SPEED_IN_MHZ

	
可能な最大CPU速度


	
CPU

	
CPUベンダー、実装および周波数


	
CPU_BOARD_COUNT

	
CPUボードの数


	
IOCARD_COUNT

	
IOカードの枚数


	
NIC_COUNT

	
NICの数


	
FAN_COUNT

	
ファンの数


	
POWER_SUPPLY_COUNT

	
電源の数


	
SYSTEM_BIOS

	
システムBIOS


	
OPERATINGSYSTEM

	
OS名、バージョン、更新レベル、アドレス長およびディストリビュータ・バージョンのサマリー


	
OS_NAME

	
OS名


	
OS_VENDOR_NAME

	
OSベンダー名


	
OS_BASE_VERSION

	
OSベース・バージョン


	
OS_UPDATE_LEVEL

	
OS更新レベル


	
OS_DISTRIBUTOR_VERSION

	
OSディストリビュータ・バージョン


	
MAX_SWAP_SPACE_IN_MB

	
スワップ領域の最大量


	
OS_ADDRESS_LENGTH_IN_BITS

	
ビット単位でのOSアドレス長


	
MAX_PROCESS_VIRTUAL_MEMORY

	
プロセスに割り当てることのできる仮想メモリーの最大量


	
TIMEZONE

	
レジストリでレポートされる際のタイムゾーン


	
TIMEZONE_REGION

	
JVMによってレポートされる際のタイムゾーン・リージョン


	
TIMEZONE_DELTA

	
GMTからのオフセット(分単位)


	
NUMBER_OF_OS_PROPERTIES

	
見つかったOSプロパティの数


	
NUMBER_OF_OS_PATCHES

	
見つかったOSパッチの数


	
NUMBER_OF_OS_FILESYSTEMS

	
検出されたファイル・システムの数


	
NUMBER_OF_OS_REGISTERED_SW

	
見つかったOS登録済ソフトウェア製品の数


	
SNAPSHOT_ID

	
この構成のGUID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのGUID


	
INTERNAL_TARGET_NAME

	
クライアント構成の内部名


	
INTERNAL_TARGET_TYPE

	
oracle_csa_client


	
COLLECTION_DURATION

	
CSAの実行にかかった時間


	
LOADED_TIMESTAMP

	
データがリポジトリにロードされた時刻


	
APPLET_VERSION

	
アプレットのバージョン


	
TARGET_ID_METHOD

	
使用しません


	
CUSTOM_CLASS

	
カスタム・クラスの名前(存在する場合)


	
CUSTOM_CLASS_VERSION

	
使用しません


	
KEY1

	
カスタム・キー1(オプション)


	
KEY2

	
カスタム・キー2(オプション)


	
KEY3

	
カスタム・キー3(オプション)


	
PROXY_TARGET_NAME

	
コレクタ・ターゲットの名前


	
PROXY_TARGET_DISPLAY_NAME

	
コレクタ・ターゲットの表示名


	
PROXY_TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのGUID


	
RULES_COUNT

	
評価されるルールの合計数(ステータスがNAのルールを含む)


	
RULES_NA_COUNT

	
適用されなかったルールの数


	
RULES_PASSED_COUNT

	
問題のなかったルールの数


	
RULES_INFO_COUNT

	
失敗し、ステータスが情報のルールの数


	
RULES_WARNING_COUNT

	
失敗し、ステータスが警告のルールの数


	
RULES_CRITICAL_COUNT

	
失敗し、ステータスがクリティカルのルールの数












5.1.2 MGMT$CSA_FAILED

MGMT$CSA_FAILEDビューには、すべての失敗した収集が表示されます。


表5-2 MGMT$CSA_FAILED

	列	説明
	
ID

	
この失敗した収集のGUID


	
TIMESTAMP

	
この失敗した収集が発生した時刻


	
TIMEZONE_DELTA

	
GMTからのオフセット(分単位)


	
SAVED_TIMESTAMP

	
データがリポジトリにロードされた時刻


	
EFFECTIVE_IP

	
クライアントの有効なIPアドレス


	
APPID

	
収集タグ


	
REFERRING_URL_HEADER

	
ユーザーがCSAを参照した元のURLから問合せ文字列を除いたもの


	
REFERRING_URL_PARAMS

	
ユーザーがCSAを参照した元のURLの問合せ文字列


	
CSA_URL_HEADER

	
ユーザーがCSAを実行した元のURLから問合せ文字列を除いたもの


	
CSA_URL_PARAMS

	
ユーザーがCSAを実行しようとした元のURLの問合せ文字列


	
DESTINATION_URL_HEADER

	
移動先URLから問合せ文字列を除いたもの


	
DESTINATION_URL_PARAMS

	
移動先URLの問合せ文字列


	
BROWSER_TYPE

	
CSAの実行に使用されたブラウザのタイプ


	
BROWSER_VERSION

	
CSAの実行に使用されたブラウザのバージョン


	
BROWSER_JVM_VENDOR

	
CSAの実行に使用されたJVMのベンダー


	
BROWSER_JVM_VERSION

	
CSAの実行に使用されたJVMのバージョン


	
OS_ARCH

	
os.arch Javaシステム・プロパティでレポートされる際のクライアントのOSアーキテクチャ


	
OS_NAME

	
os.name Javaシステム・プロパティでレポートされる際のクライアントのOS名


	
HTTP_REQUEST_USER_AGENT

	
クライアントによって送信されるHTTP User-Agentヘッダー


	
ERROR_CODE

	
収集の失敗の原因となったエラー条件(0=OSがサポートされていない、1=ブラウザがサポートされていない、2=アプレット証明書がユーザーにより拒否された、3=その他のエラー)


	
ERROR_TEXT

	
スタック・トレースなど、エラー・コードとともに収集されるテキスト












5.1.3 MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS

MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTSビューには、CSAクライアント・システム上に見つかったすべてのOSコンポーネントが表示されます。


表5-3 MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
TYPE

	
コンポーネントのタイプ


	
NAME

	
コンポーネントの名前


	
VERSION

	
コンポーネントのバージョン


	
DESCRIPTION

	
コンポーネントの説明


	
ISNTALLATION_DATE

	
コンポーネントがインストールされた日付


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのターゲットGUID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
クライアント構成が収集された時刻












5.1.4 MGMT$CSA_HOST_SW

MGMT$CSA_HOST_SWビューには、CSAホスト上に見つかったすべてのOS登録済ソフトウェアが表示されます。


表5-4 MGMT$CSA_HOST_SW

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
NAME

	
ソフトウェアの名前


	
VENDOR_NAME

	
ソフトウェア・ベンダーの名前


	
VERSION

	
ソフトウェアのバージョン


	
INSTALLATION_DATE

	
ソフトウェアがインストールされた日付


	
INSTALLED_LOCATION

	
ソフトウェアがインストールされた場所


	
DESCRIPTION

	
ソフトウェアの説明


	
VENDOR_SW_SPECIFIC_INFO

	
ベンダーにより提供される追加情報


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.5 MGMT$CSA_HOST_COOKIES

MGMT$CSA_HOST_COOKIESビューには、クライアント構成とともに収集されたCookieが表示されます。


表5-5 MGMT$CSA_HOST_COOKIES

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
NAME

	
Cookieの名前


	
VALUE

	
Cookieのペイロード


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.6 MGMT$CSA_HOST_CUSTOM

MGMT$CSA_HOST_CUSTOMビューには、クライアント構成とともに収集されたカスタム・プロパティが表示されます。


表5-6 MGMT$CSA_HOST_CUSTOM

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
TYPE

	
カスタム・プロパティのカテゴリ


	
NAME

	
カスタム・プロパティの名前


	
TYPE_UI

	
カスタム・プロパティの表示カテゴリ


	
NAME_UI

	
カスタム・プロパティの表示名


	
VALUE

	
カスタム・プロパティの値


	
DISPLAY_UI

	
このプロパティをUIに表示するかどうか。YまたはN


	
HISTORY_TRACKING

	
使用されない


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.7 MGMT$CSA_HOST_RULES

MGMT$CSA_HOST_RULESビューには、各クライアント構成で評価されたルールが表示されます。


表5-7 MGMT$CSA_HOST_RULES

	列	説明
	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
NAME

	
ルールの名前


	
DESCRIPTION

	
ルールの説明


	
STATUS

	
ルールのステータス(-2=NA、15=問題なし、18=情報、20=警告、25=クリティカル)


	
MOREINFO

	
ルールの追加情報












5.1.8 MGMT$CSA_HOST_CPUS

MGMT$CSA_HOST_CPUSビューには、CSAホストのCPUに関する情報が表示されます。CSAでは、マルチCPUホストのすべてのCPUが同一であることが想定されます。


表5-8 MGMT$CSA_HOST_CPUS

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
VENDOR_NAME

	
CPUベンダーの名前


	
FREQ_IN_MHZ

	
CPUのクロック周波数


	
ECACHE_IN_MB

	
拡張されたキャッシュのサイズ


	
IMPL

	
CPU実装


	
REVISION

	
CPUリビジョン


	
MASK

	
CPUマスク


	
NUMBER_OF_CPUS

	
CPUの数


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.9 MGMT$CSA_HOST_IOCARDS

MGMT$CSA_HOST_IOCARDSビューには、クライアント構成から収集されたすべてのIOカードが表示されます。


表5-9 MGMT$CSA_HOST_IOCARDS

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
VENDOR_NAME

	
IOカード・ベンダーの名前


	
NAME

	
IOカードの名前


	
FREQ_IN_MHZ

	
IOカード・バスの周波数


	
BUS

	
バス・タイプ(PCIまたはAGP)


	
REVISION

	
IOカード・リビジョン


	
NUMBER_OF_IOCARDS

	
カードの枚数


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.10 MGMT$CSA_HOST_NICS

MGMT$CSA_HOST_NICSビューには、クライアント構成から収集されたすべてのネットワーク・インタフェース・カードが表示されます。


表5-10 MGMT$CSA_HOST_NICS

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
NAME

	
NICの名前


	
DESCRIPTION

	
NICの説明


	
FLAGS

	
NICに設定されるフラグ(Windowsには適用されない)


	
MAX_TRANSFER_UNIT

	
NICの最大転送単位


	
INET_ADDRESS

	
NICのIPアドレス


	
MASK

	
NICのサブネット・マスク


	
BROADCAST_ADDRESS

	
NICのブロードキャスト・アドレス


	
MAC_ADDRESS

	
NICのMACアドレス


	
HOSTNAME_ALIASES

	
NICに格納されているホスト名の別名


	
DEFAULT_GATEWAY

	
NICのデフォルト・ゲートウェイ


	
DHCP_ENABLED

	
DHCPが有効になっているかどうか


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.11 MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES

MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIESビューには、CSAホスト上に見つかった環境変数などのすべてのOSプロパティが表示されます。


表5-11 MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
SOURCE

	
プロパティのソース(システム環境など)


	
NAME

	
プロパティの名前


	
VALUE

	
プロパティの値


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻












5.1.12 MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS

MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMSビューには、CSAホスト上に見つかったすべてのファイル・システムが表示されます。


表5-12 MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS

	列	説明
	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
クライアントの表示名


	
RESOURCE_NAME

	
ファイル・システムの名前


	
MOUNT_LOCATION

	
マウント元の場所


	
TYPE

	
ファイル・システム・タイプ


	
DISK_SPACE_IN_GB

	
合計ディスク領域


	
AVAIL_DISK_SPACE_IN_GB

	
使用可能なディスク領域


	
LOCAL_DRIVE

	
マウント先のWindowsドライブ文字


	
MOUNT_OPTIONS

	
マウント・オプション


	
SNAPSHOT_ID

	
クライアント構成のスナップショットID


	
TARGET_ID

	
コレクタ・ターゲットのID


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
データが収集された時刻














5.2 カスタム構成仕様ビュー

この項では、各カスタム構成仕様(CCS)ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$CCS_DATA


	
MGMT$CCS_DATA_SOURCE


	
MGMT$CCS_DATA_VISIBLE


	
MGMT$CCS_DATA






5.2.1 MGMT$CCS_DATA

MGMT$CCS_DATAビューには、現在のデータと保存されたデータ(構成から保存されたデータ)が表示されます。


表5-13 MGMT$CCS_DATA

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
CM_TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ


	
CCS_UI_NAME

	
表示CCS名


	
CCS_DRAFT_NUMBER

	
ドラフトCCSに対するCCSのドラフト番号。(ドラフト以外のCCSの場合は0)


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
ターゲットのタイムゾーンで指定された収集のタイムスタンプ


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
他のECMビューとの結合に使用できるエンタープライズ構成管理(ECM)スナップショットID


	
DATA_SOURCE_NAME

	
EXPR_TYPEの値に応じて、次のいずれかです。

	
ファイル名(ベース・パスとの相対)


	
OSコマンド名


	
データベースSQL問合せ名





	
CONTAINER

	
その他の識別情報と順序情報を含む、スラッシュ(/)で区切られた階層コンテナこの列は空白が1つの場合がありますが、属性名と値が使用可能で、階層の最上位レベルの場合のみです。


	
ATTR

	
属性名


	
ATTR_ORDER

	
これを含むコンテナ内の属性の順序


	
CONTAINER_ORDER

	
データ・ソース・コンテンツ内のコンテナの順序


	
VALUE

	
属性値












5.2.2 MGMT$CCS_DATA_SOURCE

MGMT$CCS_DATA_SOURCEビューには、現在のデータと保存されたデータ(保存された構成からのデータ)が含まれます。このビューは、MGMT$CCS_DATA_SOURCE_VISIBLEとECM_SNAPSHOT_IDおよびDATA_SOURCE_NAMEで結合できます。


表5-14 MGMT$CCS_DATA_SOURCE

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
CM_TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ


	
CCS_UI_NAME

	
表示CCS名


	
CCS_DRAFT_NUMBER

	
ドラフトCCSに対するCCSのドラフト番号。(ドラフト以外のCCSの場合は0)


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
ターゲットのタイムゾーンで指定された収集のタイムスタンプ


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
他のECMビューとの結合に使用できるエンタープライズ構成管理(ECM)スナップショットID


	
DATA_SOURCE_NAME

	
EXPR_TYPEの値に応じて、次のいずれかです。

	
ファイル名(ベース・パスとの相対)


	
OSコマンド名


	
データベースSQL問合せ名





	
EXPR_TYPE

	
式のタイプ

使用可能な値は次のとおりです。

	
F: ファイル


	
O: OSコマンド


	
D: データベース問合せ





	
SOURCE_ORDER

	
ソースが取得された番号順


	
EXPR_NAME

	
式の名前

	
ファイルの場合、これは、ファイルが収集される原因となったカスタム構成仕様のワイルドカード・パス式です。


	
OSコマンドとデータベース問合せの場合、これは、式に対してユーザーが指定した名前です。





	
EXPR_VALUE

	
式の値

	
ファイルの場合、これは、EXPR_NAMEの値と同じです。


	
OSコマンドの場合、これは、実際のコマンドです。


	
データベース問合せの場合、これは、実際のデータベース問合せです。





	
FULL_PATH

	
フルパス

	
ファイルの場合、これは、ファイルのフルパスです。


	
OSコマンドの場合、これは、ベース・ディレクトリ・パスです。





	
CONTENTS_SIZE

	
コンテンツのバイト・サイズ


	
HASH

	
収集されたデータのハッシュ値


	
CONTENTS

	
このデータ・ソースのコンテンツそのものを含むキャラクタ・ラージ・オブジェクト(CLOB)コンテンツ列


	
COLLECTION_ERROR_MSG

	
収集時のこのデータ・ソースの関連エラー・メッセージ


	
PARSING_ERROR_MSG

	
データ・コンテンツの解析時に生成された関連エラー・メッセージ












5.2.3 MGMT$CCS_DATA_VISIBLE

MGMT$CCS_DATA_VISIBLEビューには、現在のデータと保存されたデータ(保存された構成からのデータ)が含まれます。


表5-15 MGMT$CCS_DATA_VISIBLE

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショット・タイプ


	
CCS_UI_NAME

	
表示CCS名


	
CCS_DRAFT_NUMBER

	
ドラフトCCSに対するCCSのドラフト番号。(ドラフト以外のCCSの場合は0)


	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
ターゲットのユーザーフレンドリな表示名


	
DISPLAY_TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプのユーザーフレンドリな表示名


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
ターゲットのタイムゾーンで指定された収集のタイムスタンプ


	
IS_CURRENT

	
現在のデータか保存されたデータかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Y: 現在のデータ


	
N: 保存されたデータ





	
DESCRIPTION

	
ユーザーによって指定されたスナップショットの説明


	
CREATOR

	
保存されたスナップショットの場合、作成者は、スナップショットを保存したEnterprise Managerユーザーです。


	
SAVED_TIMESTAMP

	
データベースのタイムゾーンで指定された、スナップショットが保存されたタイムスタンプ


	
LAST_UPLOAD_TIMESTAMP

	
このスナップショット・タイプに対する収集が最後に処理された時間(データベースのタイムゾーンで指定)


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
他のECMビューとの結合に使用できるエンタープライズ構成管理(ECM)スナップショットID


	
DATA_SOURCE_NAME

	
EXPR_TYPEの値に応じて、次のいずれかです。

	
ファイル名(ベース・パスとの相対)


	
OSコマンド名


	
データベースSQL問合せ名





	
CONTAINER

	
その他の識別情報と順序情報を含む、スラッシュ(/)で区切られた階層コンテナこの列は空白が1つの場合がありますが、属性名と値が使用可能で、階層の最上位レベルの場合のみです。


	
ATTRIBUTE

	
属性名


	
VALUE

	
属性値


	
CONTAINER_ORDER

	
データ・ソース・コンテンツ内のコンテナの順序


	
ATTRIBUTE_ORDER

	
これを含むコンテナ内の属性の順序












5.2.4 MGMT$CCS_DATA

MGMT$CCS_DATAビューはMGMT$CCS_DATA_VISIBLEビューと同じですが、直近に収集されたデータのみが表示されます。


表5-16 MGMT$CCS_DATA

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
CM_TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ


	
CCS_UI_NAME

	
表示CCS名


	
CCS_DRAFT_NUMBER

	
ドラフトCCSに対するCCSのドラフト番号。(ドラフト以外のCCSの場合は0)


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
ターゲットのタイムゾーンで指定された収集のタイムスタンプ


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
他のECMビューとの結合に使用できるエンタープライズ構成管理(ECM)スナップショットID


	
DATA_SOURCE_NAME

	
EXPR_TYPEの値に応じて、次のいずれかです。

	
ファイル名(ベース・パスとの相対)


	
OSコマンド名


	
データベースSQL問合せ名





	
CONTAINER

	
その他の識別情報と順序情報を含む、スラッシュ(/)で区切られた階層コンテナこの列は空白が1つの場合がありますが、属性名と値が使用可能で、階層の最上位レベルの場合のみです。


	
ATTR

	
属性名


	
ATTR_ORDER

	
これを含むコンテナ内の属性の順序


	
CONTAINER_ORDER

	
データ・ソース・コンテンツ内のコンテナの順序


	
VALUE

	
属性値














5.3 データベース構成ビュー

この項では、各データベース構成ビューとその列について説明します。次の項が含まれます:

	
MGMT$DB_TABLESPACES


	
MGMT$DB_DATAFILES


	
MGMT$DB_CONTROLFILES


	
MGMT$DB_DBNINSTANCEINFO


	
MGMT$DB_FEATUREUSAGE


	
MGMT$DB_INIT_PARAMS


	
MGMT$DB_LICENSE


	
MGMT$DB_REDOLOGS


	
MGMT$DB_ROLLBACK_SEGS


	
MGMT$DB_SGA


	
MGMT$DB_TABLESPACES_ALL


	
MGMT$DB_OPTIONS






5.3.1 MGMT$DB_TABLESPACES

MGMT$DB_TABLESPACESビューには、表領域の構成設定が表示されます。表領域設定は、sys.dba_tablespaces、dba_free_space、dba_data_files、dba_temp_filesおよびv$temp_extent_pool表から収集されます。


表5-17 MGMT$DB_TABLESPACES

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
データ・ファイルを含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
TABLESPACE_NAME

	
表領域の名前


	
CONTENTS

	
表領域の内容: PERMANENTまたはTEMPORARY


	
STATUS

	
表領域のステータス: ONLINE、OFFLINEまたはREAD ONLY。


	
EXTENT_MANAGEMENT

	
エクステント管理追跡: DICTIONARYまたはLOCAL。


	
ALLOCATION_TYPE

	
この表領域に対して有効なエクステント割当てのタイプ


	
LOGGING

	
デフォルトのロギング属性


	
TABLESPACE_SIZE

	
表領域の現在のサイズ(バイト)


	
INITIAL_EXT_SIZE

	
デフォルトの初期エクステント・サイズ


	
NEXT_EXTENT

	
順序中の次のエクステント


	
INCREMENT_BY

	
エクステント・サイズのデフォルトの増加の割合


	
MAX_EXTENTS

	
エクステントのデフォルトの最大数


	
TABLESPACE_USED_SIZE

	
表領域に含まれるデータ量(バイト)


	
SEGMENT_SPACE_MANAGEMENT

	
表領域内の空きセグメントと使用済セグメントが空きリスト(MANUAL)とビットマップ(AUTO)のどちらを使用して管理されているかを示します。


	
BLOCK_SIZE

	
表領域ブロック・サイズ。


	
MIN_EXTENTS

	
エクステントのデフォルトの最小数。


	
MIN_EXTLEN

	
この表領域の最小エクステント・サイズ。


	
BIGFILE

	
表領域がbigfile表領域(YES)であるかsmallfile表領域(NO)であるかを示します。












5.3.2 MGMT$DB_DATAFILES

MGMT$DB_DATAFILESビューには、データ・ファイルの構成設定が表示されます。データ・ファイル設定は、sys.dba_data_files、v$datafile、sys.dba_free_space、sys.dba_tablespaces、sys.dba_ temp_files、v$tempfileなどのソースから収集されます。


表5-18 MGMT$DB_DATAFILES

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
データ・ファイルを含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
FILE_NAME

	
データ・ファイルの名前


	
TABLESPACE_NAME

	
データ・ファイルを含む表領域の名前


	
STATUS

	
データ・ファイルのステータス: ACTIVEまたはNOT ACTIVE


	
FILE_SIZE

	
データファイルのサイズ


	
AUTOEXTENSIBLE

	
自動拡張可能かどうかのインジケータ


	
INCREMENT_BY

	
自動拡張増分


	
MAX_FILE_SIZE

	
ファイルの最大サイズ(バイト)


	
OS_STORAGE_ENTITY

	
ファイルが存在するOSレベルの記憶域エンティティ。通常のファイルの場合は、ファイルが存在するファイル・システムの名前です。文字またはRAWファイルの場合は、RAWデバイスの名前です。


	
CREATE_BYTES

	
作成時のデータ・ファイルの初期サイズ(バイト)












5.3.3 MGMT$DB_CONTROLFILES

MGMT$DB_CONTROLFILESビューには、データベース制御ファイルの構成設定が表示されます。


表5-19 MGMT$DB_CONTROLFILES

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
データ・ファイルを含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
FILE_NAME

	
データベース制御ファイルの名前。


	
STATUS

	
制御ファイルのタイプ。

STANDBY: データベースがスタンバイ・モードであることを示します。

LOGICAL: データベースが(物理スタンバイではなく)ロジカル・スタンバイ・データベースであることを示します。

CLONE: クローン・データベースを示します。

BACKUP | CREATED: データベースはバックアップ制御ファイルまたは作成された制御ファイルを使用してリカバリされたことを示します。

CURRENT: 制御ファイルをこのタイプに変更すると、スタンバイ・データベースがアクティブになるかリカバリ後にデータベースをオープンします。


	
CREATION_DATE

	
制御ファイル作成日


	
SEQUENCE_NUM

	
制御ファイル・トランザクションによって増加する、制御ファイル順序番号


	
CHANGE_NUM

	
バックアップ制御ファイル内の前回の変更番号。制御ファイルがバックアップでない場合、値はNULLです。


	
MOD_DATE

	
バックアップ制御ファイル内の前回のタイムスタンプ。制御ファイルがバックアップでない場合はNULLです。


	
OS_STORAGE_ENTITY

	
ファイルが存在するOSレベルの記憶域エンティティ。通常のファイルの場合は、ファイルが存在するファイル・システムの名前です。文字またはRAWファイルの場合は、RAWデバイスの名前です。












5.3.4 MGMT$DB_DBNINSTANCEINFO

MGMT$DB_DBNINSTANCEINFOビューには、データベース・インスタンスに関する一般情報が表示されます。インスタンス情報は、v$database、v$version、v$instance、global_name、database_propertiesおよびv$nls_parametersから収集されます。


表5-20 MGMT$DB_DBNINSTANCEINFO

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲット・ホストの名前


	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されるデータベース・ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
DATABASE_NAME

	
データベース名


	
GLOBAL_NAME

	
データベースのグローバル名


	
BANNER

	
コンポーネント名およびバージョン番号


	
HOST

	
ホスト・システムの名前


	
INSTANCE_NAME

	
インスタンス名


	
STARTUP_TIME

	
インスタンスが起動された時刻


	
LOGINS

	
ALLOWEDまたはRESTRICTED


	
LOG_MODE

	
アーカイブ・ログ・モード(ARCHIVELOGまたはNOARCHIVELOG)


	
OPEN_MODE

	
オープン・モード情報


	
DEFAULT_TEMP_TABLESPACE

	
デフォルトの一時表領域名


	
CHARACTERSET

	
NLS_CHARACTERSETのNLSパラメータ値


	
NATIONAL_CHARACTERSET

	
NLS_NCHAR_CHARACTERSETのNLSパラメータ値









使用上の注意

この情報は、dbconfigメトリックを介して収集されます。ただし、このメトリックはスタンバイ・データベースには実行されないため、この表はスタンバイ・ターゲットについては移入されません。






5.3.5 MGMT$DB_FEATUREUSAGE

MGMT$DB_FEATUREUSAGEビューには、データベース機能の使用状況に関する情報が表示されます。


表5-21 MGMT$DB_FEATUREUSAGE

	列	説明
	
HOST

	
データベース機能の使用状況情報が収集されるホスト・ターゲットの名前


	
DATABASE_NAME

	
データベース機能の使用状況情報が収集されるデータベースの名前


	
INSTANCE_NAME

	
データベース機能の使用状況情報が収集されるインスタンスの名前


	
TARGET_TYPE

	
Oracle_databaseまたはrac_database


	
DBID

	
データベース・インスタンスを識別する一意の番号


	
NAME

	
機能名


	
CURRENTLY_USED

	
機能が現在使用中の場合はTRUE、機能が使用中でない場合はFALSE


	
DETECTED_USAGES

	
機能がデータベースによって使用された回数


	
FIRST_USAGE_DATE

	
機能が最初に使用された日付


	
LAST_USAGE_DATE

	
機能が最後に使用された日付


	
VERSION

	
データベースのバージョン番号


	
LAST_SAMPLE_DATE

	
データベースが機能の使用状況について最後に評価された日付


	
LAST_SAMPLE_PERIOD

	
LAST_ SAMPLE_DATEの日付とそれより前のデータベース機能使用状況評価の間の間隔(デフォルトでは7日間)


	
SAMPLE_INTERVAL

	
LAST_SAMPLE_DATEの日付と次のデータベース機能使用状況評価の間の秒数


	
TOTAL_SAMPLES

	
収集されたデータベース機能使用状況評価サンプルの合計数


	
AUX_COUNT

	
Oracle内部のみで使用。


	
DESCRIPTION

	
機能の説明









使用上の注意

このビューを使用して、すべてのOracleデータベースのデータベース機能使用状況の企業全体のビューを得ることができます。






5.3.6 MGMT$DB_INIT_PARAMS

MGMT$DB_INIT_PARAMSビューには、データベースの初期化パラメータ設定が表示されます。初期化パラメータ設定はv$parameterから収集されます。


表5-22 MGMT$DB_INIT_PARAMS

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されるデータベース・ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
NAME

	
初期化パラメータの名前


	
ISDEFAULT

	
パラメータ値がデフォルトかどうかを示します。


	
VALUE

	
パラメータ値


	
DATATYPE

	
NUMBER、DATEまたはTEXTなど、値の文字列をマッピングできるデータ型









使用上の注意

この情報は、dbconfigメトリックを介して収集されます。ただし、このメトリックはスタンバイ・データベースには実行されないため、この表はスタンバイ・ターゲットについては移入されません。






5.3.7 MGMT$DB_LICENSE

MGMT$DB_LICENSEビューには、データベース・ライセンス構成設定が表示されます。データベース・ライセンス構成設定はv$licenseから収集されます。


表5-23 MGMT$DB_LICENSE

	列	説明
	
HOST_NAME

	
データベースが稼働しているホストの名前


	
TARGET_NAME

	
表領域を含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
SESSIONS_MAX

	
データベースに対して許可される最大セッション数


	
SESSIONS_WARNING

	
データベースに対して警告を生成するセッション数


	
SESSIONS_CURRENT

	
データベースの現在のセッション数


	
SESSIONS_HIGHWATER

	
データベースのセッションの最高水位標


	
USERS_MAX

	
データベースのユーザーの最大数









使用上の注意

このビューを使用して、すべてのデータベース・ターゲットのデータベース・ライセンス構成設定を取得できます。






5.3.8 MGMT$DB_REDOLOGS

MGMT$DB_REDOLOGSビューには、データベースのREDOログ構成設定が表示されます。REDOログ構成設定は、v$logおよびv$logfile表から収集されます。


表5-24 MGMT$DB_REDOLOGS

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されるデータベース・ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
GROUP_NUM

	
REDOログ・グループ識別子番号


	
STATUS

	
ログのステータス:

UNUSED: オンラインREDOログには一度も書き込まれていません。この状態は、追加された直後またはRESETLOGS直後の、現在のREDOログでないときのREDOログの状態です。

CURRENT: これは現在のREDOログです。この状態は、REDOログがアクティブであることを意味します。REDOログは開いていることも閉じていることもあります。

ACTIVE: ログはアクティブですが、現行のログではありません。クラッシュ・リカバリで必要です。ブロック・リカバリでも使用できます。アーカイブすることも、アーカイブしないことも可能です。

CLEARING: ログは、ALTER DATABASE CLEAR LOGFILE文の後に空のログとして再作成されています。ログが消去された後、ステータスはUNUSEDに変わります。

CLEARING_CURRENT: 現在のログは終了したスレッドについて消去されています。新規ログ・ヘッダーの書込みでのI/Oエラーなどの障害がスイッチで発生した場合、ログはこのステータスのままになります。

INACTIVE: インスタンス・リカバリでログは必要ありません。メディア・リカバリでも使用できます。アーカイブすることも、アーカイブしないことも可能です。


	
MEMBERS

	
ログ・グループのメンバー数。


	
FILE_NAME

	
REDOログ・ファイル(メンバー)名。


	
ARCHIVED

	
アーカイブのステータス(YESまたはNOのいずれか)


	
LOGSIZE

	
バイト単位でのログ・ファイルのサイズ。


	
SEQUENCE_NUM

	
ログ順序番号


	
FIRST_CHANGE_SCN

	
ログ内の最小のSCN


	
OS_STORAGE_ENTITY

	
ファイルが存在するOSレベルの記憶域エンティティ。通常のファイルの場合は、ファイルが存在するファイル・システムの名前です。文字またはRAWファイルの場合は、RAWデバイスの名前です。


	
THREAD_NUM

	
ログ・スレッド番号









使用上の注意

すべてのデータベース・ターゲットのREDOログ・グループまたはファイル構成設定を取得します。






5.3.9 MGMT$DB_ROLLBACK_SEGS

MGMT$DB_ROLLBACK_SEGSビューには、データベースのロールバック・セグメント構成設定が表示されます。ロールバック・セグメント構成設定は、sys.dba_rollback_segsおよびv$rollstat表から収集されます。


表5-25 MGMT$DB_ROLLBACK_SEGS

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
データ・ファイルを含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ROLLNAME

	
ロールバック・セグメントの名前。


	
STATUS

	
ロールバック・セグメントのステータス。


	
TABLESPACE_NAME

	
ロールバック・セグメントが設定されている表領域の名前


	
EXTENTS

	
ロールバック・セグメント内のエクステント数


	
ROLLSIZE

	
ロールバック・セグメントのサイズ(バイト単位)。この値は、ALL/DBA/USER_ SEGMENTSビューのBYTES列の値とは1つのデータベース・ブロック内のバイト数だけ異なります。


	
INITIAL_SIZE

	
初期エクステントのバイト単位のサイズ


	
NEXT_SIZE

	
セカンダリ・エクステントのバイト単位のサイズ


	
MAXIMUM_EXTENTS

	
エクステントの最大数


	
MINIMUM_EXTENTS

	
エクステントの最小数


	
PCT_INCREASE

	
エクステント・サイズの増加の割合


	
OPTSIZE

	
ロールバック・セグメントの最適サイズ。


	
AVEACTIVE

	
一定時間について平均されたアクティブ・エクステントの現在のサイズ


	
WRAPS

	
ロールバック・セグメントがラップされる回数


	
SHRINKS

	
ロールバック・セグメントのサイズが縮小した回数


	
AVESHRINK

	
平均縮小サイズ


	
HWMSIZE

	
ロールバック・セグメントのサイズの最高水位標









使用上の注意

すべてのデータベース・ターゲットのロールバック・セグメント構成設定を取得します。






5.3.10 MGMT$DB_SGA

MGMT$DB_SGAビューには、システム・グローバル領域(SGA)構成設定が表示されます。SGA設定は、v$sgaおよびv$sgastat tables表から収集されます。


表5-26 MGMT$DB_SGA

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
データファイルを含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
SGANAME

	
SGAコンポーネント名


	
SGASIZE

	
KBまたはMB単位のSGAコンポーネント・サイズ









使用上の注意

すべてのデータベース・ターゲットのシステム・グローバル領域構成設定を取得します。






5.3.11 MGMT$DB_TABLESPACES_ALL

MGMT$DB_TABLESPACES_ALLビューには、表領域の構成設定が表示されます。表領域設定は、sys.dba_tablespaces、dba_free_space、dba_data_files、dba_temp_filesおよびv$temp_extent_pool表から収集されます。


表5-27 MGMT$DB_TABLESPACES_ALL

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
TABLESPACE_NAME

	
表領域の名前


	
CONTENTS

	
表領域の内容: PERMANENTまたはTEMPORARY


	
STATUS

	
表領域のステータス: ONLINE、OFFLINEまたはREAD ONLY。


	
EXTENT_MANAGEMENT

	
エクステント管理追跡: DICTIONARYまたはLOCAL。


	
ALLOCATION_TYPE

	
この表領域に対して有効なエクステント割当てのタイプ


	
LOGGING

	
デフォルトのロギング属性


	
TABLESPACE_SIZE

	
表領域の現在のサイズ(バイト)


	
INITIAL_EXT_SIZE

	
デフォルトの初期エクステント・サイズ


	
INCREMENT_BY

	
エクステント・サイズのデフォルトの増加の割合


	
MAX_EXTENTS

	
エクステントのデフォルトの最大数









使用上の注意

すべてのデータベース・ターゲットの表領域構成設定を取得します。






5.3.12 MGMT$DB_OPTIONS

MGMT$DB_OPTIONSビューには、オプションが現在LOADEDかつACTIVEであるか、またはオプションが存在しないか、NOT LOADEDあるいはINACTIVEであるかが表示されます。オプション設定は、sys.dba_usersおよびdba_registry表のユーザー名およびステータスをチェックすることで収集されます。


表5-28 MGMT$DB_OPTIONS

	列	説明
	
HOST_NAME

	
メトリックが収集されるターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
データ・ファイルを含むデータベースの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ(Oracle_ databaseなど)


	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットの一意ID


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
NAME

	
データベース・オプションの名前


	
SELECTED

	
オプションが現在LOADEDかつACTIVE(TRUE)であるか、またはオプションが存在しないか、NOT LOADEDあるいはINACTIVEであるか(FALSE)














5.4 エンタープライズ構成管理ビュー

この項では、各エンタープライズ構成管理ビューおよびその列について説明します。この章には次の項目があります。

	
MGMT$ECM_CMP_JOBS


	
MGMT$ECM_CMP_JOB_LAST_RESULTS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS_DTLS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_ALL


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_DIFFS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CI_DIFFS


	
MGMT$ECM_CMP_VISIBLE_CONFIGS


	
MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS


	
MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS






5.4.1 MGMT$ECM_CMP_JOBS

MGMT$ECM_CMP_JOBSを使用すると、第1ターゲットと第2ターゲットの組合せのすべての比較ジョブを表示できます。比較のために異なるテンプレートまたは保存モードが指定されている場合、ターゲットのセットに対して1つ以上の結果が返される場合があります。すべてのジョブが返されます(成功、失敗、実行中、スケジュール済など)。


表5-29 MGMT$ECM_CMP_JOBS

	列	説明
	
JOB_NAME

	
最新の成功した結果のあるジョブの名前。


	
JOB_DESC

	
ジョブの説明。


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者。


	
SCHEDULED_TIME

	
ジョブがスケジュールされた時刻。


	
COMPARE_TIME

	
比較を開始した時刻。


	
JOB_STATUS

	
ジョブ全体のステータス。


	
STEP_STATUS

	
この特定のターゲット比較のステータス。


	
TARGET_TYPE

	
この比較に指定されたターゲットのターゲット・タイプ。


	
DISPLAY_TYPE

	
ターゲット・タイプの表示名(英語)。


	
ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどのルート・ターゲット・タイプの管理エンティティ(ME)クラス


	
FIRST_TARGET

	
この比較に指定された第1ターゲットの名前。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
SECOND_TARGET

	
この比較に指定された第2ターゲットの名前。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第2構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
TEMPLATE_NAME

	
この比較で使用されるテンプレートの名前。テンプレートが使用されていない場合、この列はNULLを返します。


	
SAVE_MODE

	
この比較に使用される保存モード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
All: すべてのコンテンツを保存します


	
Diffs Only: 差分のみを保存します





	
COMPARISON_ID

	
比較のID。


	
COMP_RESULT_ID

	
この比較結果のID。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
この特定のルート・ターゲット比較結果のID(メンバー・ターゲット結果IDとは対照的)。


	
JOB_ID

	
ジョブのID。


	
JOB_EXECUTION_ID

	
ジョブ実行のID。


	
DIFF_COUNT

	
ターゲットおよびすべてのメンバー・ターゲットに関連付けられたすべての差分の合計数。












5.4.2 MGMT$ECM_CMP_JOB_LAST_RESULTS

MGMT$ECM_CMP_JOB_LAST_RESULTSを使用すると、第1ターゲットと第2ターゲットの組合せの最新の有効な比較ジョブ結果を表示できます。比較のために異なるテンプレートまたは保存モードが指定されている場合、ターゲットのセットに対して1つ以上の結果が返される場合があります。成功したジョブの結果のみが返されます。


表5-30 MGMT$ECM_CMP_JOB_LAST_RESULTS

	列	説明
	
JOB_NAME

	
最新の成功した結果のあるジョブの名前。


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者。


	
JOB_SCHEDULED_DATE

	
ジョブがスケジュールされた時刻。


	
COMPARE_TIME

	
比較を開始した時刻。


	
JOB_STATUS

	
ジョブ全体のステータス。このビューでは、ステータスは常にSUCCEEDEDになります。


	
TARGET_TYPE

	
この比較に指定されたターゲットのターゲット・タイプ。


	
DISPLAY_TYPE

	
ターゲット・タイプのデフォルトの表示名(英語)。


	
ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどのターゲット・タイプのMEクラス


	
FIRST_TARGET

	
この比較に指定された第1ターゲットの名前。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
SECOND_TARGET

	
この比較に指定された第2ターゲットの名前。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第2構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
TEMPLATE_NAME

	
この比較で使用されるテンプレートの名前。テンプレートが使用されていない場合、この列はNULLを返します。


	
SAVE_MODE

	
この比較に使用される保存モード。

使用可能な値は次のとおりです。

	
All: すべてのコンテンツを保存します


	
Diffs Only: 差分のみを保存します





	
COMPARISON_ID

	
比較のID。


	
COMP_RESULT_ID

	
この比較結果のID。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
この特定のルート・ターゲット比較結果のID(メンバー・ターゲット結果IDとは対照的)。


	
JOB_ID

	
ジョブのID。


	
JOB_EXECUTION_ID

	
ジョブ実行のID。


	
DIFF_COUNT

	
ターゲットおよびすべてのメンバー・ターゲットに関連付けられたすべての差分の合計数。


	
HAS_DIFFS

	
CCS以外の構成アイテムに差分があるかどうかを示します。


	
HAS_CCS_ATTR_DIFFS

	
CCSファイルに属性の差分があるかどうかを示します。


	
HAS_CCS_PARSED_DIFFS

	
CCSファイルが解析されたか、および解析された行が異なるかどうかを示します。












5.4.3 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS

MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DSビューを使用すると、すべての比較されたCCSデータソース情報を表示できます。


表5-31 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS

	列	説明
	
COMP_RESULT_ID

	
比較結果IDは、ルート・ターゲット比較を表します。


	
ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
ルート比較結果IDは、ターゲット比較に対する単一のターゲットを表します。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します(ルートまたはメンバー・ターゲット)。これは、ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_IDと同じになります。


	
METADATA_ID

	
スナップショット・メタデータID。


	
COMP_DELTA_SNAP_ID

	
スナップショットの比較ID。


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ。


	
DISPLAY_SNAPSHOT

	
デフォルトのスナップショットの表示名(英語)。


	
CONFIG_ITEM

	
CCSデータソース情報の構成アイテム。


	
CCS_DS_ATTR_DIFF_TYPE

	
ファイルの差分タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
FIRST_ONLY: 第1ターゲットのみにファイルがあることを示します。


	
SECOND_ONLY: 第2ターゲットのみにファイルがあることを示します。


	
DIFFERENT: 2つのターゲット間でファイルが異なることを示します。


	
SAME: 両方のターゲットでファイルが同じであることを示します。





	
COMP_DELTA_ENTRY_SNAP_ID

	
このデータソース・エントリに関連付けられたスナップショットID。


	
COMP_DELTA_ENTRY_ID

	
データソースの比較デルタ・エントリID。


	
CCS_DS

	
CCSデータソース名。


	
ROOT_TARGET_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプ。


	
ROOT_DISPLAY_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプのデフォルトの表示名(英語)。


	
ROOT_ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどのルート・ターゲット・タイプのMEクラス。


	
TARGET_TYPE

	
比較されたターゲットのターゲット・タイプ。これは、ルート・ターゲット・タイプと同じになる可能性があります。


	
DISPLAY_TYPE

	
比較されたターゲット・タイプのデフォルトの表示名(英語)。


	
ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどの比較されたターゲット・タイプのMEクラス。


	
ROOT_FIRST_TARGET

	
第1比較ターゲットのルート・ターゲット。


	
FIRST_TARGET

	
比較の第1ターゲット。これは、ルート第1ターゲットと同じになる可能性があります。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
ROOT_SECOND_TARGET

	
第1比較ターゲットのルート・ターゲット。


	
SECOND_TARGET

	
比較の第1ターゲット。これは、ルート第1ターゲットと同じになる可能性があります。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。















5.4.4 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS_DTLS

MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS_DTLSビューを使用すると、すべての比較CCSデータソースの詳細情報を表示できます。


表5-32 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS_DTLS

	列	説明
	
COMP_RESULT_ID

	
比較結果IDは、ルート・ターゲット比較を表します。


	
ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
ルート比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します(ルートまたはメンバー・ターゲットのいずれか)。これは、ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_IDと同じになります。


	
METADATA_ID

	
スナップショット・メタデータID。


	
COMP_DELTA_SNAP_ID

	
スナップショットの比較ID。


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ。


	
DISPLAY_SNAPSHOT

	
デフォルトのスナップショットの表示名(英語)。


	
CONFIG_ITEM

	
CCS解析済データ情報の構成アイテム。


	
CCS_DS_ATTR_DIFF_TYPE

	
解析済データの比較デルタ・エントリID。


	
ATTR_DIFF_TYPE

	
UIから、ツリー形式で解析済データが表示されます。この場合、区切りリスト内にツリー・ノードが表示されます。


	
COMP_DELTA_ENTRY_ID

	
2つのターゲット間で異なる値を含む属性。


	
CCS_DS

	
この値の順でソートして、ツリー・ノードの順でソートされたファイルの内容を確認します。


	
HAS_PARSED_DATA

	
CCSデータソースに解析済データがあるかを示します。


	
HAS_PARSED_DIFFS

	
CCSデータソースの解析済データに差分があるかどうかを示します。


	
ROOT_TARGET_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプ。


	
ROOT_DISPLAY_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプのデフォルトの表示名(英語)。


	
ROOT_ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどのルート・ターゲット・タイプのMEクラス。


	
TARGET_TYPE

	
比較されたターゲットのターゲット・タイプ。これは、ルート・ターゲット・タイプと同じになる可能性があります。


	
DISPLAY_TYPE

	
比較されたターゲット・タイプのデフォルトの表示名(英語)。


	
ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどの比較されたターゲット・タイプのMEクラス。


	
ATTR_COL_ORDER

	
データソース属性の名前。


	
DISPLAY_ATTR_COL_NAME

	
属性名のデフォルトの表示名(英語)。


	
COLUMN_TYPE

	
属性列タイプ。


	
ROOT_FIRST_TARGET

	
第1比較ターゲットのルート・ターゲット


	
FIRST_TARGET

	
比較の第1ターゲット。これは、ルート第1ターゲットと同じになる可能性があります。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
FIRST_ATTR_VALUE

	
第1ターゲットの属性の値。


	
ROOT_SECOND_TARGET

	
第2比較ターゲットのルート・ターゲット。


	
SECOND_TARGET

	
比較の第2ターゲット。これは、ルート第2ターゲットと同じになります。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第2構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
SECOND_ATTR_VALUE

	
第2ターゲットの属性の値。












5.4.5 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_ALL

MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_ALLビューを使用すると、比較から使用可能なすべての比較されたCCS解析済データを表示できます。


表5-33 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_ALL

	列	説明
	
CCS_DS_ATTR_DIFF_TYPE

	
ファイル属性の差分のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
FIRST_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
SECOND_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
DIFFERENT: ファイル属性(サイズなど)が異なることを示します。


	
SAME: ファイル属性(サイズなど)が同じであるか無視されますが、ファイルの内容は異なっている場合があります。





	
PARSED_DIFF_TYPE

	
CCS解析済データの差分のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
FIRST_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
SECOND_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
DIFFERENT: ファイル属性(サイズなど)が異なることを示します。


	
SAME: ファイル属性(サイズなど)が同じであるか無視されますが、ファイルの内容は異なっている場合があります。





	
COMP_RESULT_ID

	
比較結果IDは、ルート・ターゲット比較を表します。


	
ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
ルート比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します(ルートまたはメンバー・ターゲットのいずれか)。これは、ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_IDと同じになります。


	
METADATA_ID

	
スナップショット・メタデータID。


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ。


	
DISPLAY_SNAPSHOT

	
スナップショットの表示名(英語)。


	
CCS_DS

	
CCSデータソース。


	
CONFIG_ITEM

	
CCS解析済データ情報の構成アイテム。


	
COMP_DELTA_ENTRY_ID

	
解析済データの比較デルタ・エントリID。


	
PATH

	
UIから、ツリー形式で解析済データが表示されます。この場合、区切りリスト内にツリー・ノードが表示されます。


	
ATTR_COL_NAME

	
2つのターゲット間で異なる値を含む属性。


	
PATH_ORDER

	
この値の順でソートして、ツリー・ノードの順でソートされたファイルの内容を確認します。


	
ATTR_COL_ORDER

	
ファイルに表示される順序で属性ノードを表示するには、この値でソートします。


	
ROOT_TARGET_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプ。


	
ROOT_DISPLAY_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプの表示名(英語)。


	
ROOT_ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどのルート・ターゲット・タイプのMEクラス。


	
TARGET_TYPE

	
比較されたターゲットのターゲット・タイプ。これは、ルート・ターゲット・タイプと同じになる可能性があります。


	
DISPLAY_TYPE

	
比較されたターゲット・タイプの表示名(英語)。


	
ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどの比較されたターゲット・タイプのMEクラス。


	
ROOT_FIRST_TARGET

	
第1比較ターゲットのルート・ターゲット


	
FIRST_TARGET

	
比較の第1ターゲット。これは、ルート第1ターゲットと同じになる可能性があります。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
FIRST_ATTR_VALUE

	
第1ターゲットの属性の値。


	
ROOT_SECOND_TARGET

	
第2比較ターゲットのルート・ターゲット。


	
SECOND_TARGET

	
比較の第2ターゲット。これは、ルート第2ターゲットと同じになります。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第2構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
SECOND_ATTR_VALUE

	
第2ターゲットの属性の値。












5.4.6 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_DIFFS

MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_DIFFSビューを使用すると、すべての比較CCS解析済データの差分を表示できます。

次に該当する場合のみ、行が返されます。

	
データソース・ファイルが比較されたターゲットの両方に存在している必要がある場合


	
データソースが解析済データを持つ必要がある場合


	
解析済データの行が比較された双方のターゲットで異なる必要がある場合





表5-34 MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_DIFFS

	列	説明
	
CCS_DS_ATTR_DIFF_TYPE

	
ファイル属性の差分のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
FIRST_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
SECOND_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
DIFFERENT: ファイル属性(サイズなど)が異なることを示します。


	
SAME: ファイル属性(サイズなど)が同じであるか無視されますが、ファイルの内容は異なっている場合があります。





	
PARSED_DIFF_TYPE

	
CCS解析済データの差分のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
FIRST_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
SECOND_ONLY: ファイルが1つのターゲットのみに存在していることを示します。


	
DIFFERENT: ファイル属性(サイズなど)が異なることを示します。


	
SAME: ファイル属性(サイズなど)が同じであるか無視されますが、ファイルの内容は異なっている場合があります。





	
COMP_RESULT_ID

	
比較結果IDは、ルート・ターゲット比較を表します。


	
ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
ルート比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
比較構成結果IDは、ターゲット比較に対するターゲットを表します(ルートまたはメンバー・ターゲットのいずれか)。これは、ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_IDと同じになります。


	
METADATA_ID

	
スナップショット・メタデータID。


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプ。


	
DISPLAY_SNAPSHOT

	
スナップショットの表示名(英語)。


	
CCS_DS

	
CCSデータソース。


	
CONFIG_ITEM

	
CCS解析済データ情報の構成アイテム。


	
COMP_DELTA_ENTRY_ID

	
解析済データの比較デルタ・エントリID。


	
PATH

	
UIから、ツリー形式で解析済データが表示されます。この場合、区切りリスト内にツリー・ノードが表示されます。


	
ATTR_COL_NAME

	
2つのターゲット間で異なる値を含む属性。


	
PATH_ORDER

	
この値の順でソートして、ツリー・ノードの順でソートされたファイルの内容を確認します。


	
ATTR_COL_ORDER

	
ファイルに表示される順序で属性ノードを表示するには、この値でソートします。


	
ROOT_TARGET_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプ。


	
ROOT_DISPLAY_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプのデフォルトの英語の表示名。


	
ROOT_ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどのルート・ターゲット・タイプのMEクラス。


	
TARGET_TYPE

	
比較されたターゲットのターゲット・タイプ。これは、ルート・ターゲット・タイプと同じになる可能性があります。


	
DISPLAY_TYPE

	
比較されたターゲット・タイプのデフォルトの英語の表示名。


	
ME_CLASS

	
システム、グループ、ターゲットなどの比較されたターゲット・タイプのMEクラス。


	
ROOT_FIRST_TARGET

	
第1比較ターゲットのルート・ターゲット


	
FIRST_TARGET

	
比較の第1ターゲット。これは、ルート第1ターゲットと同じになる可能性があります。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
FIRST_ATTR_VALUE

	
第1ターゲットの属性の値。


	
ROOT_SECOND_TARGET

	
第2比較ターゲットのルート・ターゲット。


	
SECOND_TARGET

	
比較の第2ターゲット。これは、ルート第2ターゲットと同じになります。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第2構成のタイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Saved: 保存された構成が比較されたことを示します。


	
Latest: ターゲットが比較されたことを示します。





	
SECOND_ATTR_VALUE

	
第2ターゲットの属性の値。












5.4.7 MGMT$ECM_CMP_RPT_CI_DIFFS

MGMT$ECM_CMP_RPT_CI_DIFFSビューを使用すると、構成アイテムごとにすべての比較差分を表示できます。


表5-35 MGMT$ECM_CMP_RPT_CI_DIFFS

	列	説明
	
ROOT_TARGET_TYPE

	
この比較に指定されたターゲットのルート・ターゲット・タイプ。


	
ROOT_DISPLAY_TYPE

	
ルート・ターゲット・タイプのデフォルトの英語の表示名。


	
ROOT_ME_CLASS

	
SYSTEM、GROUP、TARGETなどのルート・ターゲット・タイプのMEクラス


	
TARGET_TYPE

	
比較されたターゲットのターゲット・タイプ(ルート・ターゲットまたはメンバー・ターゲットになります)。


	
DISPLAY_TYPE

	
比較されたターゲット・タイプのデフォルトの英語の表示名。


	
ME_CLASS

	
比較されたターゲットのMEクラス。


	
ROOT_FIRST_TARGET

	
この比較に指定された第1ターゲットのルート・ターゲット名。


	
FIRST_TARGET

	
この比較に指定された第1ターゲットの比較されたターゲット名(これはルート・ターゲットまたはメンバー・ターゲットになります)。


	
FIRST_CONFIG_TYPE

	
第1ターゲットの構成タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Latest: ターゲットが比較のために選択されたことを示します。


	
Saved: 保存された構成が比較のために選択されたことを示します。





	
ROOT_SECOND_TARGET

	
この比較に指定された第2ターゲットのルート・ターゲット名


	
SECOND_TARGET

	
この比較に指定された第2ターゲットのターゲット名。


	
SECOND_CONFIG_TYPE

	
第2ターゲットの構成タイプ。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Latest: ターゲットが比較のために選択されたことを示します。


	
Saved: 保存された構成が比較のために選択されたことを示します。





	
SNAPSHOT_TYPE

	
異なるリストを含むスナップショット・タイプ。


	
DISPLAY_SNAPSHOT

	
スナップショット・タイプの英語の表示名


	
CONFIG_ITEM

	
スナップショット構成アイテム


	
DISPLAY_CONFIG_ITEM

	
構成アイテムの英語の表示名


	
CI_IS_CCS

	
アイテムがCCS構成アイテムかどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: CCS構成アイテム


	
0: CCS構成アイテムではない





	
TOTAL_CI_DIFFS

	
このターゲットおよび構成アイテムに関連付けられたすべての差分の合計数。


	
NOTIFY_DIFFS_COUNT

	
通知フラグとの差分数。


	
JOB_EXECUTION_ID

	
比較ジョブの今回の実行のID。


	
COMPARISON_ID

	
比較定義のID。


	
COMP_RESULT_ID

	
ルート・ターゲット比較、ジョブ実行および比較差分のID接続


	
ROOT_COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
ルート・ターゲットの比較構成結果ID。


	
COMP_CONFIG_RESULT_ID

	
比較されたターゲットの比較構成結果ID。












5.4.8 MGMT$ECM_CMP_VISIBLE_CONFIGS

MGMT$ECM_CMP_VISIBLE_CONFIGSビューから、比較に使用される表示可能な構成エンティティへアクセスできます。


表5-36 MGMT$ECM_CMP_VISIBLE_CONFIGS

	列	説明
	
CONFIG_ENTITY_ID

	
比較されたターゲットまたは保存された構成のID。


	
TARGET_TYPE

	
この構成エンティティIDに関連付けられたターゲットのターゲット・タイプ。


	
DISPLAY_TYPE

	
この構成エンティティIDに関連付けられたターゲットのターゲット・タイプの外部表示名。


	
CONFIG_TYPE

	
比較に選択された構成タイプを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Latest: ターゲットが比較のために選択されたことを示します。


	
Saved: 保存された構成が比較のために選択されたことを示します。





	
TARGET_GUID

	
比較されたターゲットの一意の識別子。


	
TARGET_NAME

	
比較されたターゲットの名前。


	
ME_CLASS

	
比較されたターゲットのMEクラス。


	
SAVED_CONTAINER_GUID

	
比較された保存スナップショットの保存コンテナ・スナップショットGUID。

注意: ターゲットが比較された場合、このフィールドはNULLを返します。












5.4.9 MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS

MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTSビューに、すべてのECMの現在の構成スナップショットがリストされますが、現在ログインしているEnterprise Managerユーザーに基づいてアクセスが制限されます。


表5-37 MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットを識別します。ECMスナップショットIDを使用して他のECMビューと結合できます。これはこのビューのキー列です。


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプを指定します。


	
START_TIMESTAMP

	
収集結果のタイムスタンプ(ターゲットのタイムゾーン)を指定します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ。


	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
ターゲットの表示名。


	
DISPLAY_TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプの表示名


	
ELAPSED_TIME

	
使用されない


	
DESCRIPTION

	
ユーザーによって指定されたスナップショットの説明。


	
MESSAGE

	
未使用。


	
STATUS

	
未使用。


	
SAVED_TIMESTAMP

	
スナップショットが保存されたときのタイムスタンプ(Oracle Databaseのタイム・ゾーン)を指定します。


	
VERSION

	
スナップショット・メタデータのバージョンを指定します。


	
HOST_NAME

	
ターゲットのホストの名前を指定します。


	
LAST_UPLOAD_TIMESTAMP

	
このスナップショットに対して収集処理が実行された最終時刻(管理リポジトリのタイム・ゾーン)を指定します。












5.4.10 MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS

MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTSビューに、現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのエンタープライズ構成管理(ECM)スナップショット(現在および保存されたスナップショットの両方)がリストされます。


表5-38 MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットを識別します。スナップショットIDを使用して他のECMビューと結合できます。これはこのビューのキー列です。


	
SNAPSHOT_TYPE

	
スナップショットのタイプを指定します。


	
START_TIMESTAMP

	
収集結果のタイムスタンプ(ターゲットのタイムゾーン)を指定します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意の識別子


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ。


	
DISPLAY_TARGET_NAME

	
ターゲットの表示名。


	
DISPLAY_TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプの表示名


	
ELAPSED_TIME

	
使用されない


	
DESCRIPTION

	
ユーザーによって指定されたスナップショットの説明が表示されます。


	
IS_CURRENT

	
現在のデータか保存されたデータかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Y: 現在のデータ


	
N: 保存されたデータ





	
MESSAGE

	
未使用。


	
STATUS

	
未使用。


	
CREATOR

	
保存されたスナップショットのみ有効。スナップショットを保存したEnterprise Managerユーザーを識別します。


	
SAVED_TIMESTAMP

	
スナップショットが保存されたときのタイムスタンプ(Oracle Databaseのタイム・ゾーン)を指定します。


	
VERSION

	
スナップショット・メタデータのバージョンを指定します。


	
LAST_UPLOAD_TIMESTAMP

	
このスナップショットに対して収集処理が実行された最終時刻(管理リポジトリのタイム・ゾーン)を指定します。




















6 イベント・ビュー

この章では、各イベント・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$INCIDENT_CATEGORY


	
MGMT$INCIDENT_TARGET


	
MGMT$INCIDENT_ANNOTATION


	
MGMT$EVENTS_LATEST


	
MGMT$EVENTS


	
MGMT$EVENT_ANNOTATION


	
MGMT$PROBLEMS


	
MGMT$PROBLEM_ANNOTATION




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。


6.1 MGMT$INCIDENTS

MGMT$INCIDENTSビューは、サマリー・メッセージを含むインシデントの属性のビューです。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-1 MGMT$INCIDENTS

	列	説明
	
INCIDENT_ID

	
インシデントの一意のRAW ID


	
INCIDENT_NUM

	
エンドユーザーが表示可能なインシデントのID


	
SUMMARY_MSG

	
インシデントのサマリー・メッセージ


	
SEVERITY

	
インシデントの重大度


	
IS_ESCALATED

	
問題をエスカレーションするかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: はい


	
0: いいえ





	
ESCALATION_LEVEL

	
インシデントがエスカレーションされる場合、この値はエスカレーション・レベルを指定します。この値は、レベル1からレベル5までです。


	
PRIORITY

	
インシデントの優先度。

使用可能な値は次のとおりです。

	
なし


	
緊急


	
非常に高


	
高


	
中


	
低





	
RESOLUTION_STATE

	
問題の解決状態。


	
OWNER

	
問題の所有者。所有者がない場合、この値は"-"です。


	
IS_ACKNOWLEDGED

	
インシデントが認識されているかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: はい


	
0: いいえ





	
IS_SUPPRESSED

	
インシデントが抑止されているかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: はい


	
0: いいえ





	
LAST_ANNOTATION_SEQ

	
この問題について入力された最後の注釈の順序ID


	
CREATION_DATE

	
インシデントが作成された日付


	
LAST_UPDATED_DATE

	
このインシデントが最後に更新された日付


	
EVENT_COUNT

	
このインシデントに関連付けられているイベントの数


	
OPEN_STATUS

	
インシデントのステータスを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決のインシデント


	
0: クローズしたインシデント





	
CLOSED_DATE

	
インシデントがクローズされた日付(クローズしている場合)


	
SRC_COUNT

	
このインシデント内のイベントが属している一意のターゲットまたはソース・オブジェクトの組合せの数


	
TARGET_GUID

	
インシデントに関連付けられているターゲットの一意のID。この値は、インシデント内のすべてのイベントが同じターゲットまたはソース・オブジェクトの組合せに属している場合にのみ設定されます。イベントが複数のソースに属している場合はnullに設定されます。


	
SOURCE_OBJ_TYPE

	
インシデント内のすべてのイベントが属しているソース・オブジェクトまたはエンティティ・タイプ(すべてが同じターゲットまたはソース・オブジェクトの組合せに属している場合)。イベントが複数のソースに属している場合はnullに設定されます。


	
ADR_RELATED

	
インシデントがOracle診断インシデントかどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: いいえ


	
1: はい





	
TICKET_ID

	
このインシデントに関連付けられているチケット(nullも可能)


	
TICKET_STATUS

	
このインシデントに関連付けられているチケットのステータス(nullも可能)


	
SR_ID

	
この問題に関連付けられているサービス・リクエストのID(ある場合)


	
PROBLEM_ID

	
関連する問題の一意のRAW ID(ある場合)


	
PROBLEM_NUM

	
エンドユーザーが表示可能な関連する問題のID(ある場合)












6.2 MGMT$INCIDENT_CATEGORY

MGMT$INCIDENT_CATEGORYビューは、インシデントとカテゴリとの間のマッピングに関するインシデント・ビューです。インシデントには、複数のカテゴリを関連付けることができます。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-2 MGMT$INCIDENT_CATEGORY

	列	説明
	
INCIDENT_ID

	
インシデントの一意のRAW ID


	
CATEGORY_NAME

	
カテゴリの名前


	
OPEN_STATUS

	
インシデントのステータスを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決のインシデント


	
0: クローズしたインシデント





	
CLOSED_DATE

	
インシデントがクローズされた日付












6.3 MGMT$INCIDENT_TARGET

MGMT$INCIDENT_TARGETビューは、インシデントとターゲットとの間のマッピングに関するインシデント・ビューです。インシデントは複数のイベントから構成でき、これらのイベントは異なるターゲットのものでもかまいません。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-3 MGMT$INCIDENT_TARGET

	列	説明
	
INCIDENT_ID

	
インシデントの一意のRAW ID


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID(nullも可能)


	
OPEN_STATUS

	
インシデントのステータスを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決のインシデント


	
0: クローズしたインシデント





	
CLOSED_DATE

	
インシデントがクローズされた日付












6.4 MGMT$INCIDENT_ANNOTATION

MGMT$INCIDENT_ANNOTATIONビューは、インシデントと注釈との間のマッピングに関するビューです。各インシデントは複数の注釈を持つことができます。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-4 MGMT$INCIDENT_ANNOTATION

	列	説明
	
INCIDENT_ID

	
インシデントの一意のRAW ID


	
ANNOTATION_SEQ

	
注釈が追加された順序ID


	
ANNOTATION_MSG

	
注釈メッセージ


	
ANNOTATION_DATE

	
注釈が作成されたタイムスタンプ


	
ANNOTATION_TYPE

	
注釈のタイプ。つまり、ユーザー生成かシステム生成かです。

使用可能な値は次のとおりです。

	
USER


	
SYSTEM





	
ANNOTATION_USER

	
注釈を追加したユーザー。注釈がシステム生成の場合、この値は"-"に設定されます。


	
OPEN_STATUS

	
インシデントのステータスを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決のインシデント


	
0: クローズしたインシデント





	
CLOSED_DATE

	
インシデントがクローズされた日付












6.5 MGMT$EVENTS_LATEST

MGMT$EVENTS_LATESTビューには、特定のイベント・順序のすべてのイベントの最新の状態の詳細が表示されます。順序は、同一ソースおよび同一問題に関するレポートに関連する一連のRAWイベントです。たとえば、ホストの場合、CPU使用率が警告からクリティカルになった後で警告に戻ると、これらの3つのイベントを相関させて、警告を最新の状態とする3つのRAWイベントを含む1つの順序とします。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-5 MGMT$EVENTS_LATEST

	列	説明
	
EVENT_SEQ_ID

	
イベント・順序の一意のRAW ID


	
EVENT_ID

	
順序内の最新のイベントの一意のRAW ID


	
EVENT_CLASS

	
このイベントが属しているイベント・クラス


	
SEVERITY

	
イベントの重大度


	
LAST_ANNOTATION_SEQ

	
この順序について入力された最後の注釈の順序ID


	
MSG

	
イベント・メッセージ


	
EVENT_NAME

	
イベントの性質を表す内部イベント名


	
INCIDENT_ID

	
このイベントが属しているインシデントID(ある場合)


	
INCIDENT_NUM

	
エンドユーザーが読み取り可能なインシデントの番号またはID


	
TARGET_GUID

	
順序のイベントが属しているターゲットのGUID。順序がターゲットに関連していない場合、この値はNULLに設定されます。


	
SOURCE_OBJ_TYPE

	
順序のイベントが属しているソース・オブジェクトまたはエンティティ・タイプ。デフォルト値はNULLです。


	
SOURCE_OBJ_ID

	
順序のイベントが属しているソース・オブジェクトまたはエンティティGUID。デフォルト値はNULLです。


	
OPEN_STATUS

	
イベント・順序のステータス。最後のイベントの重大度が非消去の場合、イベント・順序は未解決とみなされます。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決


	
0: クローズ済





	
CLOSED_DATE

	
イベントがクローズ済とマークされた日付。つまり、イベント・順序が消去された日付。


	
CREATION_DATE

	
イベント・順序が作成された日付


	
LAST_UPDATED_DATE

	
このイベント・順序が最後に更新された日付












6.6 MGMT$EVENTS

MGMT$EVENTSビューには、特定のイベント・順序のすべてのRAWイベントの詳細が表示されます。順序は、同一ソースおよび同一問題に関するレポートに関連する一連のRAWイベントです。たとえば、ホストの場合、CPU使用率が警告からクリティカルになった後で警告に戻ると、これらの3つのイベントを相関させて、警告を最新の状態とする3つのRAWイベントを含む1つの順序とします。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-6 MGMT$EVENTS

	列	説明
	
EVENT_SEQ_ID

	
イベント・順序の一意のRAW ID


	
EVENT_ID

	
イベントの一意のRAW ID


	
SIGNATURE_ID

	
すべてのRAWイベントの順序への関連付けに使用されるRAWイベントの一意の署名のID


	
EVENT_CLASS

	
このイベントが属しているイベント・クラス


	
SEVERITY

	
RAWイベントの重大度


	
LAST_ANNOTATION_SEQ

	
この順序について入力された最後の注釈の順序ID


	
MSG

	
イベント・メッセージ


	
EVENT_NAME

	
イベントの性質を表す内部イベント名


	
INCIDENT_ID

	
このイベントが属しているインシデントID(該当する場合)


	
INCIDENT_NUM

	
エンドユーザーが読み取り可能なインシデントの番号またはID


	
TARGET_GUID

	
イベントが属しているターゲットのGUID。順序がターゲットに関連していない場合、この値はNULLに設定されます。


	
SOURCE_OBJ_TYPE

	
イベントが属しているソース・オブジェクトまたはエンティティ・タイプ。デフォルト値はNULLです。


	
SOURCE_OBJ_ID

	
イベントが属しているソース・オブジェクトまたはエンティティのGUID。デフォルト値はNULLです。


	
OPEN_STATUS

	
イベント・順序のステータス。最後のイベントの重大度が非消去の場合、イベント・順序は未解決とみなされます。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決


	
0: クローズ済





	
CLOSED_DATE

	
イベントがクローズ済とマークされた日付。つまり、イベント・順序が消去された日付。


	
REPORTED_DATE

	
イベントが報告された日付












6.7 MGMT$EVENT_ANNOTATION

MGMT$EVENT_ANNOTATIONビューは、イベントと注釈との間のマッピングに関するビューです。各イベントは複数の注釈を持つことができます。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。




	
注意:

注釈は順序に関連付けられ、各RAWイベントには関連付けられません。








表6-7 MGMT$EVENT_ANNOTATION

	列	説明
	
EVENT_SEQ_ID

	
イベント・順序の一意のRAW ID


	
EVENT_INSTANCE_ID

	
イベント・インスタンスの一意のRAW ID


	
ANNOTATION_SEQ_NUM

	
注釈が追加された順序ID


	
ANNOTATION_DATE

	
注釈が作成されたタイムスタンプ


	
ANNOTATION_TYPE

	
注釈のタイプ。つまり、ユーザー生成かシステム生成かです。

使用可能な値は次のとおりです。

	
USER


	
SYSTEM





	
ANNOTATION_USER

	
注釈を追加したユーザー


	
ANNOTATION_MSG

	
注釈メッセージ


	
OPEN_STATUS

	
イベント・順序のステータス。最後のイベントの重大度が非消去の場合、イベント・順序は未解決とみなされます。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決


	
0: クローズ済





	
CLOSED_DATE

	
イベントがクローズ済とマークされた日付。つまり、イベント・順序が消去された日付。












6.8 MGMT$PROBLEMS

MGMT$PROBLEMSビューは、サマリー・メッセージを含む問題の属性のビューです。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-8 MGMT$PROBLEMS

	列	説明
	
PROBLEM_ID

	
問題の一意のRAW ID


	
PROBLEM_NUM

	
エンドユーザーが表示可能な問題のID


	
SUMMARY_MSG

	
問題のサマリー・メッセージ


	
SEVERITY

	
問題の重大度


	
IS_ESCALATED

	
問題をエスカレーションするかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: はい


	
0: いいえ





	
ESCALATION_LEVEL

	
問題がエスカレーションされる場合、この値はエスカレーション・レベルを指定します。この値は、レベル1からレベル5までです。


	
PRIORITY

	
インシデントの優先度。

使用可能な値は次のとおりです。

	
なし


	
緊急


	
非常に高


	
高


	
中


	
低





	
RESOLUTION_STATE

	
問題の解決状態


	
OWNER

	
問題の所有者。所有者がない場合、この値は"-"です。


	
IS_ACKNOWLEDGED

	
問題が認識されているかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: はい


	
0: いいえ





	
IS_SUPPRESSED

	
問題が抑止されているかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: はい


	
0: いいえ





	
LAST_ANNOTATION_SEQ

	
この問題について入力された最後の注釈の順序ID


	
CREATION_DATE

	
問題が作成された日付


	
LAST_UPDATED_DATE

	
この問題が最後に更新された日付


	
INC_COUNT

	
この問題に関連付けられているインシデントの数


	
OPEN_STATUS

	
問題のステータスを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決


	
0: クローズ済





	
CLOSED_DATE

	
問題がクローズされた日付(クローズしている場合)


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID(nullも可能)。この値は、問題のすべてのインシデントが同じターゲットまたはソース・オブジェクトの組合せに属している場合にのみ設定されます。

インシデントが複数のソースに属している場合はnullに設定されます。

注意: このリリースでは、問題は1つのターゲットにのみ関連付けが可能です。


	
PROBLEM_KEY

	
この問題の一意の署名


	
SR_ID

	
この問題に関連付けられているサービス・リクエストのID(ある場合)


	
BUG_ID

	
この問題に関連付けられているバグのID(ある場合)












6.9 MGMT$PROBLEM_ANNOTATION

MGMT$PROBLEM_ANNOTATIONビューは、問題と注釈との間のマッピングに関するビューです。各問題は複数の注釈を持つことができます。このビューに対する問合せでパーティションを最初に利用するOPEN_STATUSおよびCLOSED_DATEを使用した適切なフィールドに対してフィルタ処理を使用していることを確認してください。


表6-9 MGMT$PROBLEM_ANNOTATION

	列	説明
	
PROBLEM_ID

	
問題の一意のRAW ID


	
ANNOTATION_SEQ

	
注釈が追加された順序ID


	
ANNOTATION_MSG

	
注釈メッセージ


	
ANNOTATION_DATE

	
注釈が作成されたタイムスタンプ


	
ANNOTATION_TYPE

	
注釈のタイプ。ユーザー生成またはシステム生成です。有効な値は、USERまたはSYSTEMです。


	
ANNOTATION_USER

	
注釈を追加したユーザー


	
OPEN_STATUS

	
問題のステータスを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: 未解決


	
0: クローズ済





	
CLOSED_DATE

	
問題がクローズされた日付


















7 ハードウェア・ビュー

この章では、各ハードウェア・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
ハードウェア・ビュー


	
サービス・タグ・ビュー




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



7.1 ハードウェア・ビュー

この章では、各ハードウェア・ビューとその列について説明します。


7.1.1 MGMT$HW_CPU_DETAILS

MGMT$HW_CPU_DETAILSビューは、ハードウェアCPU詳細のサマリーを返します。


表7-1 MGMT$HW_CPU_DETAILS

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
VENDOR_NAME

	
ハードウェア・ベンダーの名前


	
FREQUENCY_IN_MHZ

	
周波数(MHz)


	
ECACHE_IN_MB

	
キャッシュのサイズ(MB)


	
IMPL

	
実装の詳細


	
REVISION

	
リビジョン詳細


	
MASK

	
マスク詳細


	
INSTANCE_COUNT

	
これは、CPUデバイスの数です。


	
NUM_CORES

	
物理CPUごとのコア数


	
IS_HYPERTHREAD_ENABLED

	
この物理CPUに対してハイパースレッディングが有効かどうかを定義(0または1に設定)します。


	
SIBLINGS

	
この物理CPUに対する論理プロセッサの合計数


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
最終収集の日時












7.1.2 MGMT$HW_NIC

MGMT$HW_NICビューは、ハードウェア・ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)情報のサマリーを返します。


表7-2 MGMT$HW_NIC

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
HOST_NAME

	
ホストの名前


	
NAME

	
NIC名


	
INET_ADDRESS

	
NICアドレス


	
MAX_TRANSFER_UNIT

	
NIC最大転送単位


	
BROADCAST_ADDRESS

	
NICブロードキャスト・アドレス


	
FLAGS

	
NICフラグ


	
MASK

	
NICマスク


	
MAC_ADDRESS

	
NIC MACアドレス


	
MAC_ADDRESS_STD

	
STD NIC MACアドレス


	
DHCP_ENABLED

	
DHCPが有効かどうかを定義(YまたはNに設定)します。


	
HOST_ALIASES

	
NICホスト別名


	
INET6_ADDRESSES

	
ホストのIpv6アドレス


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
最終収集の日時


	
IS_PHYSICAL

	
NICが物理的かどうかを定義(0または1に設定)します。












7.1.3 MGMT$HW_NIC_BONDS

MGMT$HW_NIC_BONDSビューは、ハードウェア・ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)ボンド情報のサマリーを返します。


表7-3 MGMT$HW_NIC_BONDS

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
BOND_NAME

	
ボンドの名前


	
PRIMARY_SLAVE

	
ボンドのプライマリ・スレーブ


	
SECONDARY_SLAVES

	
ボンドのセカンダリ・スレーブ


	
BOND_MODE

	
ボンドのモード(平均化など)


	
OPTIONS

	
ボンドの作成時に使用されたオプション


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
最終収集の日時












7.1.4 MGMT$HW_IO_DEVICES

MGMT$HW_IO_DEVICESビューは、IOデバイスの詳細のサマリーを返します。


表7-4 MGMT$HW_IO_DEVICES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
VENDOR_NAME

	
ベンダー名


	
NAME

	
IOデバイスの名前


	
FREQ_IN_MHZ

	
周波数(MHz)


	
BUS

	
バス・タイプ


	
REVISION

	
IOデバイスのバージョン


	
INSTANCE_COUNT

	
これは、ベンダー名や名前などが同じIOデバイスの数です。


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
最終収集の日時











7.1.5 MGMT$EM_ECM_HOST_VIRTUAL

MGMT$EM_ECM_HOST_VIRTUALビューは、ホスト・ターゲットの仮想化プロパティを返します。




	
注意:

MGMT$EM_ECM_HOST_VIRTUALビューはリリース12.1.0.4以上のみで使用できます。








表7-5 MGMT$EM_ECM_HOST_VIRTUAL

	列	説明
	
HOST_NAME

	
ホスト・ターゲットの名前


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
ホスト・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
NAME

	
仮想化プロパティ名


	
VALUE

	
仮想化プロパティ値











7.1.6 MGMT$HW_HOSTS_FILE

MGMT$HW_HOSTS_FILEビューは、解析済の形式でホスト・ファイルの詳細(/etc/host)を返します。




	
注意:

MGMT$HW_HOSTS_FILEビューはリリース12.1.0.4以上のみで使用できます。








表7-6 MGMT$HW_HOSTS_FILE

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
IP_ADDRESS

	
IPアドレス


	
VALUE

	
完全修飾ドメイン名、別名など。


	
SNAPSHOT_GUID

	
ホスト・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
最終収集の日時














7.2 サービス・タグ・ビュー

この項では、各サービス・タグ・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。


7.2.1 MGMT$SERVICETAG_INSTANCES

MGMT$SERVICETAG_INSTANCESビューには、Oracle Solaris Clusterなどのサーバーにインストールされている製品の製品IDおよびインスタンスに関する情報が含まれます。


表7-7 MGMT$SERVICETAG_INSTANCES

	列	説明
	
PRODUCT_URN

	
サーバーにインストールされている製品の製品IDを示します。


	
INSTANCE_URN

	
そのサーバーにインストールされている製品のインスタンスを一意に識別します。











7.2.2 MGMT$SERVICETAG_REGISTRY

MGMT$SERVICETAG_REGISTRYビューは、サーバー上のサービス・タグ・レジストリのインスタンスと、それを作成したサービス・タグ・ソフトウェアのバージョンを一意に識別します。


表7-8 MGMT$SERVICETAG_REGISTRY

	列	説明
	
AGENT_ID

	
サーバー上のサービス・タグ・レジストリのインスタンスを一意に識別します。


	
AGENT_VERSION

	
サービス・タグ・ソフトウェアのバージョンを一意に識別します。


	
REGISTRY_VERSION

	
レジストリのバージョンを識別します。これは、Oracle Configuration Manager (OCM)でこのメトリックのデータの収集に使用されるレジストリです。




















8 インベントリ・ビュー

この章では、各インベントリ・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
インベントリ・ビュー


	
Oracleホーム・ディレクトリ・パッチ適用ビュー


	
Oracleホーム・ディレクトリ・ビュー




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



8.1 インベントリ・ビュー

この項では、各インベントリ・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$TARGET


	
MGMT$TARGET_TYPE


	
MGMT$TARGET_TYPE_DEF


	
MGMT$TARGET_ASSOCIATIONS


	
MGMT$TARGET_MEMBERS


	
MGMT$TARGET_FLAT_MEMBERS


	
MGMT$TARGET_TYPE_PROPERTIES


	
MGMT$TARGET_PROPERTIES






8.1.1 MGMT$TARGET

MGMT$TARGETビューには、管理リポジトリで認識されている管理対象ターゲットに関する情報が表示されます。これらのターゲットは、アクティブに監視されている場合と監視されていない場合があります。


表8-1 MGMT$TARGET

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ。ターゲットのタイプとして、データベース、ホスト、Webサーバー、アプリケーションまたはアプリケーション・サーバーがあります。管理エージェントで収集定義を定義する人がターゲット・タイプを定義します。ターゲット・タイプは、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットについて収集されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子。


	
TYPE_VERSION

	
メタデータ・セットのターゲット・タイプ・メタ・バージョン。メタデータ・バージョンは、パッチを適用したとき、またはEnterprise Manager Grid Controlの新規リリース時に更新されることがあります。


	
TYPE_QUALIFIER1-5

	
最大5つの修飾子を使用して、異なるシステム構成に基づいて異なるメトリック定義を区別できます。修飾子エントリの例として、オペレーティング・システム・バージョン、データベース・バージョンまたはOracle RAC構成があります。


	
EMD_URL

	
ターゲットを管理している管理エージェントのURLアドレス


	
TIMEZONE_REGION

	
ターゲットが動作するタイムゾーン・リージョン


	
DISPLAY_NAME

	
ターゲットのユーザーフレンドリな名前


	
HOST_NAME

	
ターゲットが実行されているホストの名前。コンポジット・ターゲットまたは1つのホスト上にある複数ターゲットの場合、この列はNULLになります。


	
LAST_METRIC_LOAD_TIME

	
このターゲットの情報が管理リポジトリに最後にロードされたときのタイムスタンプ。そのターゲットについてメトリックが管理リポジトリにロードされていない場合、この列はNULLになります。


	
TYPE_DISPLAY_NAME

	
ターゲット・タイプのユーザーフレンドリな名前









使用上の注意

	
管理リポジトリで認識されているターゲットのリストを表示します。


	
管理対象ターゲットのコンテキストで管理および監視情報を表示します。


	
顧客の最後のロード時刻でターゲットをソートして、管理リポジトリ内でターゲットの情報がどの程度最新であるかを理解します。ソートされた状態でこの情報にアクセスするには、顧客がビューで適切なORDER BY句を使用する必要があります。


	
問合せがターゲット名とターゲット・タイプを参照する場合、このビューへのアクセスでは索引を使用します。


	
顧客は管理エージェントが所有しているターゲットまたは特定のホストに存在するターゲットを識別するためにこのビューを使用しないという暗黙の前提があります。









8.1.2 MGMT$TARGET_TYPE

MGMT$TARGET_TYPEビューには、特定のターゲット名およびターゲット・タイプのメトリックの説明が表示されます。この情報は、管理リポジトリにロードされた管理対象ターゲットのメトリックに対して使用できます。メトリックはターゲット・タイプに固有です。


表8-2 MGMT$TARGET_TYPE

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
TYPE_VERSION

	
メタデータ・セットのターゲット・タイプ・メタ・バージョン。メタデータ・バージョンは、パッチを適用したとき、またはEnterprise Manager Grid Controlの新規リリース時に更新されることがあります。


	
TYPE_QUALIFIER1-5

	
最大5つの修飾子を使用して、異なるシステム構成に基づいて異なるメトリック定義を区別できます。修飾子エントリの例として、オペレーティング・システム・バージョン、データベース・バージョンまたはOracle RAC構成があります。


	
METRIC_NAME

	
定義されているメトリックの名前。


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されているメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は単一のスペースです。

たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
KEY_COLUMN

	
表メトリックの場合、キー列には主キーを表す表の列名が含まれます。この列の値は、表の行を一意に識別する必要があります。定義されているメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は単一のスペースです。

たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明するこの表が表メトリックとして定義された場合は、「列名」がキー列になります。


	
METRIC_TYPE

	
定義されるメトリックの内部数値タイプのデコード。この列には、次のいずれかの値が含まれます。

	
数値


	
文字列


	
表


	
RAW


	
外部


	
リポジトリ・メトリック





	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはユーザーが理解できるメトリック列の表示名が含まれます。


	
DESCRIPTION

	
定義されるメトリックの説明


	
DESCRIPTION_NLSID

	
メトリックの説明のNLSid。


	
UNIT

	
定義されるメトリックの単位


	
UNIT_NLSID

	
定義されるメトリックの単位のNLSid


	
SHORT_NAME

	
これは、稠密UIの概念に対するメトリック表示名の短縮バージョンです。


	
SHORT_NAME_NLSID

	
定義されるメトリックの短縮名のNLSid









使用上の注意

	
ターゲット・タイプに対して定義されたメトリックのセットをリストします。


	
ポータル、Webアプリケーションまたはカスタム4GLレポートの生成中に、直感的なメトリック名と、単位などの関連属性を一般的な方法で表示します。


	
問合せがメトリック名、メトリック列を参照する場合、このビューへのアクセスでは索引を使用します。返される情報の量を制限するには、問合せでターゲット名およびターゲット・タイプを修飾する必要もあります。









8.1.3 MGMT$TARGET_TYPE_DEF

MGMT$TARGET_TYPE_DEFビューには、ターゲット・タイプの定義情報が表示されます。


表8-3 MGMT$TARGET_TYPE_DEF

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TYPE_DISPLAY_NAME

	
ターゲット・タイプのユーザーフレンドリな名前


	
TARGET_TYPE_GUID

	
ターゲット・タイプの一意のグローバル識別子(GUID)


	
MAX_TYPE_META_VER

	
管理リポジトリに格納されているターゲット・タイプの最大バージョン












8.1.4 MGMT$TARGET_ASSOCIATIONS

MGMT$TARGET_ASSOCIATIONSビューには、ターゲット間の様々な関連付けが表示されます。このビューを使用して、特定のターゲットのすべてのタイプの関連付けを検索できます。


表8-4 MGMT$TARGET_ASSOCIATIONS

	列	説明
	
ASSOC_DEF_NAME

	
関連付け定義の名前


	
SOURCE_TARGET_NAME

	
関連付けが定義されているターゲットのターゲット名


	
SOURCE_TARGET_TYPE

	
アソシエーションが定義されているターゲットのターゲット・タイプ。ANYを使用して、任意のターゲット・タイプの使用を指定できます。


	
ASSOC_TARGET_NAME

	
ソース・ターゲットに関連付けられているターゲットのターゲット名


	
ASSOC_TARGET_TYPE

	
関連付けられているターゲットのターゲット・タイプ。ANYを使用して、任意のターゲット・タイプの使用を指定できます。


	
SCOPE_TARGET_NAME

	
その有効範囲で関連付けが有効なターゲット

これは、グローバル以外の関連付けにのみ適用されます。たとえば、あるデータベースは特定のサービスについてのみコンポジット・ターゲットの一部となります。


	
SCOPE_TARGET_TYPE

	
関連付けが有効なターゲット・タイプ。これは、グローバル以外の関連付けにのみ適用されます。


	
ASSOCIATION_TYPE

	
関連付けのタイプ









使用上の注意

	
特定のターゲットに対して定義された関連付けをリストするのに使用できます。


	
(source_target_name、source_target_type)または(assoc_target_name、assoc_target_type)が指定されている場合、このビューを使用した問合せでは索引が使用されます。









8.1.5 MGMT$TARGET_MEMBERS

MGMT$TARGET_MEMBERSビューには、ターゲットの直接メンバーのリストが表示されます。


表8-5 MGMT$TARGET_MEMBERS

	列	説明
	
AGGREGATE_TARGET_NAME

	
集計ターゲットのターゲット名


	
AGGREGATE_TARGET_TYPE

	
集計ターゲットのターゲット・タイプ


	
AGGREGATE_TARGET_GUID

	
集計ターゲットのターゲットGUID


	
MEMBER_TARGET_NAME

	
メンバー・ターゲットのターゲット名


	
MEMBER_TARGET_TYPE

	
メンバー・ターゲットのターゲット・タイプ


	
MEMBER_TARGET_GUID

	
メンバー・ターゲットのターゲットGUID









使用上の注意

	
集計ターゲットのメンバーを検索します。


	
特定のターゲットが直接のメンバーとなっている集計ターゲットを検索します。


	
(AGGREGATE_TARGET_NAME、AGGREGATE_TARGET_TYPE)または(MEMBER_TARGET_NAME、MEMBER_TARGET_TYPE)の値を指定する問合せでは、索引が使用されます。


	
AGGREGATE_TARGET_GUIDおよびMEMBER_TARGET_GUIDを使用した結合が効率的です。









8.1.6 MGMT$TARGET_FLAT_MEMBERS

MGMT$TARGET_FLAT_MEMBERSビューには、ターゲットのすべての直接および間接メンバーのリストが表示されます。


表8-6 MGMT$TARGET_FLAT_MEMBERS

	列	説明
	
AGGREGATE_TARGET_NAME

	
集計ターゲットのターゲット名


	
AGGREGATE_TARGET_TYPE

	
集計ターゲットのターゲット・タイプ


	
AGGREGATE_TARGET_GUID

	
集計ターゲットのターゲットGUID


	
MEMBER_TARGET_NAME

	
メンバー・ターゲットのターゲット名


	
MEMBER_TARGET_TYPE

	
メンバー・ターゲットのターゲット・タイプ


	
MEMBER_TARGET_GUID

	
メンバー・ターゲットのターゲットGUID









使用上の注意

	
集計ターゲットのメンバーを検索します。


	
特定のターゲットが直接または間接的にメンバーとなっている集計ターゲットを検索します。


	
(AGGREGATE_TARGET_NAME、AGGREGATE_TARGET_TYPE)または(MEMBER_TARGET_NAME、MEMBER_TARGET_TYPE)の値を指定する問合せでは、索引が使用されます。


	
このビューでは、AGGREGATE_TARGET_GUIDおよびMEMBER_TARGET_GUIDを使用した結合が最も効率的です。









8.1.7 MGMT$TARGET_TYPE_PROPERTIES

MGMT$TARGET_TYPE_PROPERTIESビューには、ターゲットが属するターゲット・タイプに基づいてターゲットに適用されるプロパティのデフォルト・リストが表示されます。


表8-7 MGMT$TARGET_TYPE_PROPERTIES

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプの名前


	
PROPERTY_NAME

	
プロパティの名前(is_aggregate、is_service、IsBaselineableなど)


	
PROPERTY_VALUE

	
プロパティの値









使用上の注意

ターゲットおよびデフォルト値に適用されるプロパティをリストします。






8.1.8 MGMT$TARGET_PROPERTIES

MGMT$TARGET_PROPERTIESビューには、詳細なターゲット・プロパティが表示されます。


表8-8 MGMT$TARGET_PROPERTIES

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
PROPERTY_NAME

	
定義されるターゲット・プロパティの名前


	
PROPERTY_VALUE

	
定義されるターゲット・プロパティの値


	
PROPERTY_TYPE

	
定義されるターゲット・プロパティのタイプ。可能な値は次のとおりです。

INSTANCE: プロパティがターゲット・インスタンスに適用される場合

DYNAMIC: プロパティが動的に計算される場合














8.2 Oracleホーム・ディレクトリ・パッチ適用ビュー

この項では、各Oracleホーム・ディレクトリ・パッチ適用ビューについて説明します。次の項が含まれます:

	
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM


	
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET


	
MGMT$HOMES_AFFECTED


	
MGMT$APPLIED_PATCHES


	
MGMT$APPLIED_PATCHSETS






8.2.1 MGMT$EM_HOMES_PLATFORM

MGMT$EM_HOMES_PLATFORMビューには、ホーム・ディレクトリに関するプラットフォーム情報が表示されます。ホーム・ディレクトリにARUプラットフォームIDがない場合、オペレーティング・システムのプラットフォームはホーム・ディレクトリのプラットフォームとみなされます。


表8-9 MGMT$EM_HOMES_PLATFORM

	列	説明
	
HOME_ID

	
ホーム・ディレクトリの一意のID


	
PLATFORM_ID

	
ホーム・ディレクトリにARUプラットフォームがある場合はそれが使用され、ない場合はホストのプラットフォームIDが使用されます。


	
PLATFORM

	
platform_idに対応するプラットフォーム。












8.2.2 MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET

MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSETビューには、ホーム・ディレクトリに適用できる個別パッチおよびパッチセットのリストが表示されます。


表8-10 MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET

	列	説明
	
PATCH_ID

	
パッチID


	
TYPE

	
パッチセットのパッチ


	
PRODUCT

	
パッチに関連する製品


	
PATCH_RELEASE

	
リリース・バージョン


	
PLATFORM

	
パッチを適用できるプラットフォーム


	
ADVISORY

	
アラート名


	
HOST_NAME

	
ホスト名


	
HOME_LOCATION

	
ホーム・ディレクトリの場所


	
PATCH_GUID

	
パッチまたはパッチセットの一意のID


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID












8.2.3 MGMT$HOMES_AFFECTED

MGMT$HOMES_AFFECTEDビューには、リリースされたクリティカル・パッチによって修正された不具合に対して脆弱なホーム・ディレクトリのリストが表示されます。ホーム・ディレクトリに適用されるアラートの数が計算されます。


表8-11 MGMT$HOMES_AFFECTED

	列	説明
	
HOST

	
ホスト名


	
HOME_DIRECTORY

	
ホーム・ディレクトリの場所


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
ALERTS

	
このホーム・ディレクトリに対するアラートの数












8.2.4 MGMT$APPLIED_PATCHES

MGMT$APPLIED_PATCHESビューには、ホーム・ディレクトリに適用されたパッチのリストがインストール時刻とともに表示されます。各パッチは複数の不具合を修正できます。不具合はカンマセパレータ列でリストされます。


表8-12 MGMT$APPLIED_PATCHES

	列	説明
	
PATCH

	
パッチ名


	
BUGS

	
このパッチで修正された不具合


	
INSTALLATION_TIME

	
インストールの時刻(ターゲットのタイムゾーン)


	
HOST

	
ホスト名


	
HOME_LOCATION

	
ホームの場所


	
HOME_NAME

	
ホームの名前


	
CONTAINER_GUID

	
ホームの名前


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID












8.2.5 MGMT$APPLIED_PATCHSETS

MGMT$APPLIED_PATCHSETSビューには、ホーム・ディレクトリに適用されたパッチセットのリストがインストール時刻とともに表示されます。


表8-13 MGMT$APPLIED_PATCHSETS

	列	説明
	
VERSION

	
このパッチセットが適用された場合にホームがアップグレードされるバージョン


	
NAME

	
パッチセットの外部名


	
TIMESTAMP

	
インストールの時刻(ターゲットのタイムゾーン)


	
HOST

	
ホスト名


	
HOME_LOCATION

	
ホームの場所


	
HOME_NAME

	
ホーム・ディレクトリの名前


	
CONTAINER_GUID

	
ホーム・ディレクトリの名前


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID














8.3 Oracleホーム・ディレクトリ・ビュー

この項では、各Oracleホーム・ディレクトリ・ビューとその列について説明します。次の項が含まれます:

	
MGMT$OH_HOME_INFO


	
MGMT$OH_DEP_HOMES


	
MGMT$OH_CRS_NODES


	
MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES


	
MGMT$OH_COMPONENT


	
MGMT$OH_COMP_INST_TYPE


	
MGMT$OH_COMP_DEP_RULE


	
MGMT$OH_PATCHSET


	
MGMT$OH_VERSIONED_PATCH


	
MGMT$OH_PATCH


	
MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT


	
MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG


	
MGMT$OH_PATCHED_FILE


	
MGMT$OH_FILE


	
MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCE


	
MGMT$OH_INV_SUMMARY


	
MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS






8.3.1 MGMT$OH_HOME_INFO

MGMT$OH_HOME_INFOビューには、Oracleホーム・ターゲットのプロパティが含まれます。


表8-14 MGMT$OH_HOME_INFO

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホーム・ディレクトリがインストールされているホストの名前


	
EMD_URL

	
このOracleホーム・ターゲットを監視しているエージェントのEMD_URL


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホーム・ディレクトリの完全パス


	
OUI_HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
OUI_HOME_GUID

	
OUI Oracleホーム・グローバル一意識別子。これは、すべてのOracle製品インストールで一意です。


	
HOME_TYPE

	
HOMEのタイプ('O' [OUI]または'W' [WebLogic])


	
HOME_POINTER

	
OUI中央インベントリ/コンポジット・ホーム/このホームを含むBEAホーム


	
IS_CLONABLE

	
このホームがクローニング可能か[0/1]


	
IS_CRS

	
Cluster Ready Services (CRS)ホームか[0/1]


	
ARU_ID

	
Oracleホーム・ディレクトリのARUプラットフォームID


	
OUI_PLATFORM_ID

	
ホストのOUIプラットフォームID


	
HOME_SIZE

	
Oracleホーム・ディレクトリのサイ(KB)


	
HOME_RW_STATUS

	
ホーム読取り/書込みステータス[NRNW/RO/WO/RW]


	
ORACLE_BASE

	
Oracleベース(OUIホームの場合のみ)


	
OH_OWNER_ID

	
Oracleホーム所有者ID


	
OH_OWNER

	
Oracleホーム所有者


	
OH_GROUP_ID

	
Oracleホーム・グループID


	
OH_GROUP

	
Oracleホーム・グループ


	
OH_OWNER_GROUPS_ID

	
Oracleホーム所有者が属するグループのIDのセミコロン区切りのリスト


	
OH_OWNER_GROUPS

	
Oracleホーム所有者が属するグループのセミコロン区切りのリスト












8.3.2 MGMT$OH_DEP_HOMES

MGMT$OH_DEP_HOMESビューには、Oracleホームが依存する他のホームに関する情報が含まれます。


表8-15 MGMT$OH_DEP_HOMES

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
DEP_HOME_LOCATION

	
依存先ホームのインストール場所












8.3.3 MGMT$OH_CRS_NODES

MGMT$OH_CRS_NODESビューには、CRS Oracleホームのメンバー・ノードに関する情報が含まれます。


表8-16 MGMT$OH_CRS_NODES

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
NODE

	
ノード・ホスト名












8.3.4 MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES

MGMT$OH_CLONE_PROPERTIESビューには、Oracleホームのクローニング・プロパティに関する情報が含まれます。


表8-17 MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
PROPERTY_NAME

	
クローニング・プロパティ名


	
PROPERTY_VALUE

	
プロパティ値












8.3.5 MGMT$OH_COMPONENT

MGMT$OH_COMPONENTビューには、Oracleホームにインストールされているコンポーネントに関する情報が含まれます。


表8-18 MGMT$OH_COMPONENT

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
COMPONENT_NAME

	
コンポーネント名


	
VERSION

	
コンポーネントの現在のバージョン


	
BASE_VERSION

	
コンポーネント・ベース・バージョン


	
INSTALL_TIME

	
コンポーネントのインストール時刻


	
IS_TOP_LEVEL

	
トップ・レベル・コンポーネントか[0/1]


	
EXTERNAL_NAME

	
コンポーネントの外部名


	
DESCRIPTION

	
コンポーネントの簡単な説明


	
LANGUAGES

	
このコンポーネント・インストールでサポートされる言語


	
INSTALLED_LOCATION

	
コンポーネントのインストール場所


	
INSTALLER_VERSION

	
インストーラのバージョン


	
MIN_DEINSTALLER_VERSION

	
このコンポーネントのアンインストールに必要なOUIの最小バージョン












8.3.6 MGMT$OH_COMP_INST_TYPE

MGMT$OH_COMP_INST_TYPEビューには、Oracleホーム・ディレクトリにインストールされているコンポーネントに関するインストール・タイプ情報が含まれます。


表8-19 MGMT$OH_COMP_INST_TYPE

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
COMPONENT_NAME

	
コンポーネント名


	
COMPONENT_VERSION

	
コンポーネント・ベース・バージョン


	
NAME_ID

	
インストール・タイプ名ID


	
INSTALL_TYPE_NAME

	
インストール・タイプ名


	
DESC_ID

	
インストール・タイプ説明ID












8.3.7 MGMT$OH_COMP_DEP_RULE

MGMT$OH_COMP_DEP_RULEビューには、Oracleホームにインストールされているコンポーネント間の依存関係に関する情報が含まれます。


表8-20 MGMT$OH_COMP_DEP_RULE

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
COMPONENT_NAME

	
コンポーネント名


	
COMPONENT_VERSION

	
コンポーネント・ベース・バージョン


	
DEPENDEE_NAME

	
依存先コンポーネント名


	
DEPENDEE_VERSION

	
依存先コンポーネント・バージョン


	
DEPENDEE_HOME_GUID

	
Oracleホーム依存先コンポーネント・グローバル一意識別子












8.3.8 MGMT$OH_PATCHSET

MGMT$OH_PATCHSETビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用されているパッチセットに関する情報が含まれます。


表8-21 MGMT$OH_PATCHSET

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
PATCHSET_NAME

	
パッチセット名


	
PATCHSET_VERSION

	
パッチセット・バージョン


	
INSTALL_TIME

	
パッチセットのインストール時刻


	
EXTERNAL_NAME

	
パッチセットの外部名


	
DESCRIPTION

	
パッチセットの簡単な説明


	
INV_LOCATION

	
パッチセット・インベントリの場所


	
INSTALLER_VERSION

	
インストーラのバージョン


	
MIN_DEINSTALLER_VERSION

	
このパッチセットのアンインストールに必要なOUIの最小バージョン












8.3.9 MGMT$OH_VERSIONED_PATCH

MGMT$OH_VERSIONED_PATCHビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用されているバージョニング済パッチに関する情報が含まれます。


表8-22 MGMT$OH_VERSIONED_PATCH

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
VPATCH_NAME

	
バージョニング済パッチ名(バージョニング済パッチを適用するコンポーネント名と同じです)


	
VPATCH_VERSION

	
バージョニング済パッチのバージョン


	
BASE_COMP_VERSION

	
バージョニング済パッチが適用されるベース・コンポーネント・バージョン


	
PATCHSET_NAME

	
このバージョニング済パッチが含まれるパッチセットの名前


	
PATCHSET_VERSION

	
このバージョニング済パッチが含まれるパッチセットのバージョン


	
INSTALL_TIME

	
バージョニング済パッチのインストール時刻


	
EXTERNAL_NAME

	
バージョニング済パッチの外部名


	
DESCRIPTION

	
バージョニング済パッチの簡単な説明


	
LANGUAGES

	
このバージョニング済パッチでサポートされる言語


	
INSTALLED_LOCATION

	
バージョニング済パッチのインストール場所


	
INSTALLER_VERSION

	
インストーラのバージョン


	
MIN_DEINSTALLER_VERSION

	
このバージョニング済パッチの削除に必要なOUIの最小バージョン












8.3.10 MGMT$OH_PATCH

MGMT$OH_PATCHビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用されているパッチに関する情報が含まれます。


表8-23 MGMT$OH_PATCH

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
PATCH_ID

	
パッチID(複数のパッチで同じ場合があります)


	
PATCH_UPI

	
一意のパッチ識別子(メタデータで使用可能でない場合はN/A)


	
PATCH_LANG

	
パッチ言語


	
BUGS_FIXED

	
パッチによって修正されたバグのカンマ区切りリスト


	
INSTALL_TIME

	
パッチのインストール時刻


	
IS_ROLLBACKABLE

	
パッチをロールバックできるか[0/1]


	
IS_PSU

	
PSUか[0/1]


	
IS_ONLINE_PATCH

	
オンライン・パッチか


	
PROFILE

	
パッチのインストールに使用されたプロファイル(WebLogicの場合のみ)


	
PATCH_TYPE

	
パッチ・タイプ


	
DESCRIPTION

	
パッチの簡単な説明


	
XML_INV_LOCATION

	
パッチXMLインベントリの場所


	
INSTALLER_VERSION

	
パッチのインストーラ・バージョン












8.3.11 MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT

MGMT$OH_PATCHED_COMPONENTビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用されたパッチによって影響を受けたコンポーネントに関する情報が含まれます。


表8-24 MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
PATCH_ID

	
パッチID(複数のパッチで同じ場合があります)


	
PATCH_UPI

	
一意のパッチ識別子(メタデータで使用可能でない場合はN/A)


	
PATCH_LANG

	
パッチ言語


	
COMPONENT_NAME

	
影響を受けたコンポーネント名


	
COMPONENT_VERSION

	
影響を受けたコンポーネントの現在のバージョン


	
COMPONENT_BASE_VERSION

	
影響を受けたコンポーネントのベース・バージョン


	
COMPONENT_EXTERNAL_NAME

	
影響を受けたコンポーネントの外部名


	
FROM_VERSION

	
PSUの適用前に影響を受けたコンポーネントのバージョン


	
TO_VERSION

	
PSUの適用後に影響を受けたコンポーネントのバージョン












8.3.12 MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG

MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUGビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用されているパッチによって修正されたバグに関する情報が含まれます。


表8-25 MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
PATCH_ID

	
パッチID(複数のパッチで同じ場合があります)


	
PATCH_UPI

	
一意のパッチ識別子(メタデータで使用可能でない場合はN/A)


	
PATCH_LANG

	
パッチ言語


	
BUG_NUMBER

	
パッチによって修正されたバグのバグ番号


	
BUG_DESC

	
パッチによって修正されたバグのバグ説明












8.3.13 MGMT$OH_PATCHED_FILE

MGMT$OH_PATCHED_FILEビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用されたパッチによって影響を受けたファイルに関する情報が含まれます。


表8-26 MGMT$OH_PATCHED_FILE

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
PATCH_ID

	
パッチID(複数のパッチで同じ場合があります)


	
PATCH_UPI

	
一意のパッチ識別子(メタデータで使用可能でない場合はN/A)


	
PATCH_LANG

	
パッチセットのインストール時刻


	
TIMESTAMP

	
パッチのタイムスタンプ


	
FILE_NAME

	
パッチが適用されたファイルの名前


	
COMP_NAME

	
このファイルが含まれるOUIコンポーネントの名前


	
COMP_VERSION

	
このファイルが含まれるOUIコンポーネントのInstaVersion












8.3.14 MGMT$OH_FILE

MGMT$OH_FILEビューには、Oracleホーム・ディレクトリに適用された1つ以上のパッチによって影響を受けたすべてのファイルに関する情報が含まれます。


表8-27 MGMT$OH_FILE

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_NAME

	
OUIホーム名


	
FILE_NAME

	
パッチが適用されたファイル名


	
LAST_PATCH_ID

	
ファイルに適用された最後のパッチのパッチID


	
LAST_PATCH_UPI

	
ファイルに適用された最後のパッチのUPI


	
LAST_PATCH_LANG

	
ファイルに適用された最後のパッチの言語


	
LAST_PATCH_TIMESTAMP

	
ファイルに適用された最後のパッチのタイムスタンプ












8.3.15 MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCE

MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCEビューには、パッチ推奨メトリック・ソースに関するデータが含まれます。


表8-28 MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCE

	列	説明
	
PATCH_GUID

	
パッチのGUID


	
PATCH

	
パッチ番号


	
ABSTRACT

	
パッチの概要情報


	
CLASSIFICATION

	
パッチの分類情報


	
PA_TGT_GUID

	
推奨パッチに該当するターゲットのGUID


	
PA_TGT_NAME

	
推奨パッチに該当するターゲットの名前


	
PA_TGT_TYPE

	
ターゲットのタイプID('host'、'oracle_database'など)


	
PA_TGT_TYPE_DISPLAY_NAME

	
ターゲット・タイプの表示名(ホスト、データベース・インスタンスなど)


	
HOST_NAME

	
このターゲットをホストするホスト・ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
このターゲットをホストするホスト・ターゲットのGUID。ポリシー違反のターゲットGUIDです。












8.3.16 MGMT$OH_INV_SUMMARY

MGMT$OH_INV_SUMMARYビューには、Oracle製品のサマリーと、対応するターゲット・タイプが含まれます。


表8-29 MGMT$OH_INV_SUMMARY

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
Oracleホーム・ターゲットの現在のスナップショットのECMスナップショットID


	
OH_TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
COMP_NAME

	
コンポーネント名


	
COMP_EXTERNAL_NAME

	
コンポーネント外部名


	
COMP_VERSION

	
コンポーネント・バージョン


	
IS_PATCHED

	
このOracleホームはパッチが適用されているか[0/1]


	
MAP_TARGET_TYPE

	
マップ・ターゲット・タイプ


	
MAP_PROPERTY_NAME

	
マップ・プロパティ名


	
MAP_PROPERTY_VALUE

	
マップ・プロパティ値












8.3.17 MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS

MGMT$OH_INSTALLED_TARGETSビューには、Oracleホーム・ディレクトリにインストールされているターゲットのサマリーが含まれます。


表8-30 MGMT$OH_PATCHSET

	列	説明
	
OH_TARGET_NAME

	
Oracleホーム・ターゲットの名前


	
OH_TARGET_GUID

	
Oracleホーム・ターゲット・グローバル一意識別子


	
HOST_NAME

	
Oracleホームがインストールされているホストの名前


	
HOME_LOCATION

	
Oracleホームの完全パス


	
HOME_TYPE

	
OUIホーム・タイプ


	
INST_TARGET_NAME

	
インストールされているターゲット名


	
INST_TARGET_TYPE

	
インストールされているターゲット・タイプ




















9 ジョブ・ビュー

ジョブは、頻繁に実行するタスクの自動化を定義するための作業の単位です。この章では、各ジョブ・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$CA_TARGETS


	
MGMT$CA_EXECUTIONS


	
MGMT$JOBS


	
MGMT$JOB_TARGETS


	
MGMT$JOB_EXECUTION_HISTORY


	
MGMT$JOB_STEP_HISTORY


	
MGMT$JOB_ANNOTATIONS


	
MGMT$JOB_NOTIFICATION_LOG




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



9.1 MGMT$CA_TARGETS

MGMT$CA_TARGETSビューには、修正処理(CA)に関する基本的な情報が含まれています。


表9-1 MGMT$CA_TARGETS

	列	説明
	
CA_NAME

	
CAの名前


	
CA_ID

	
CAの一意の名前


	
CA_OWNER

	
CAの所有者


	
CA_DESCRIPTION

	
CAの説明


	
JOB_TYPE

	
CAのジョブ・タイプ


	
TARGET_NAME

	
CAに関連付けられているターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
CAに関連付けられているターゲットのタイプ


	
TARGET_GUID

	
CAに関連付けられているターゲットの一意のID


	
IS_BROKEN

	
CAが破損しているかどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: CAは破損しています


	
0: CAは破損していません















9.2 MGMT$CA_EXECUTIONS

MGMT$CA_EXECUTIONSビューには、修正処理(CA)の実行のサマリーと各実行のステータス、ターゲットが含まれます。


表9-2 MGMT$CA_EXECUTIONS

	列	説明
	
CA_NAME

	
CAの名前


	
CA_OWNER

	
CAの所有者


	
CA_ID

	
CAの一意の名前


	
JOB_TYPE

	
CAのジョブ・タイプ


	
EXECUTION_ID

	
CAの実行ID


	
SCHEDULED_TIME

	
スケジュールされたCAの実行時間


	
START_TIME

	
CAの実行の開始時刻(協定世界時(UTC))


	
END_TIME

	
CAの実行の終了時刻(UTC)


	
TRIGGERING_SEVERITY

	
CAをトリガーした重大度


	
TARGET_NAME

	
CAが実行されるターゲットの名前

注意: この値は、CAが関連付けられているターゲットと異なる場合があります。


	
TARGET_TYPE

	
CAが実行されるターゲットのタイプ


	
TARGET_GUID

	
CAが実行されるターゲットの一意のID


	
TIMEZONE_REGION

	
実行に関連付けられているタイムゾーン・リージョン


	
STATUS

	
実行のステータスを表します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
スケジュール済: 実行がスケジュールされています。


	
実行中: すでに実行されたか、現在実行中のステップが実行にあります。


	
エラー: 内部エラーが発生し、実行が終了しました。


	
失敗: 実行の一部のステップが失敗しました。


	
成功: 実行は想定どおりに進みました。


	
ユーザーによる一時停止: ユーザーが実行を一時停止しました。


	
一時停止: エージェント使用不可: 管理エージェントにアクセスできないため、実行を続けられません。


	
停止中: 実行が明示的に停止されました。


	
ロック時に一時停止: 論理ロックが取得されるのを待っているため、実行を続けられません。


	
イベント時に一時停止: 内部イベント(管理エージェントの再起動など)を待っているか、タイムアウトが発生したため、実行を続けられません。


	
ブラックアウト時に一時停止: 実行対象のターゲットがブラックアウトのため、実行が処理されません。


	
一時停止保留中: ユーザーは実行の一時停止を始動しましたが、一部のステップが一時停止されないため、実行はまだ続けられています。


	
停止保留中 ユーザは実行の停止を始動しましたが、実行は、停止できない一部のステップを待っています。


	
非アクティブ: このステータスは、現在のリリースでは使用されません。


	
キュー: 実行がキューに対して発行され、この実行の完了前に完了する必要のある実行があります。


	
待機中: この実行は、現在のスケジュールされている実行、実行中の実行または一時停止されている実行と比較して次のスケジュールを追跡します。


	
スキップ: 実行は開始しておらず、対応するスケジュールはスキップされました。スキップの原因は、開始猶予期間を過ぎた、この実行がスケジュールされた時間を過ぎても以前のスケジュールが完了していなかった、OMSが停止していた、など様々です。これらの実行には、対応するステップがありません。


	
再割当て済: ジョブの所有者が変わり、新規所有者が所有権を反映するようジョブを更新していません。


	
資格証明が欠落しています: ユーザーによるターゲットの資格証明の指定を待って、実行がブロックされています。


	
操作必須: ユーザーによる操作を待って、実行がブロックされています。


	
ターゲットの中断で一時停止しました: 対応するターゲットが破損している(メトリック収集の問題がある)ため、実行が処理されません。





	
STATUS_INTERNAL

	
実行の内部ステータス。


	
STATUS_CODE

	
実行のステータス・コード。この列の意味は、ジョブ・タイプおよび実行に対して行われるステップに応じて異なります。このコードは、通常、ステータスをロールアップするステップの終了コードをマップします。


	
STATUS_BUCKET

	
実行が対応するステータス・バケット。

注意: この値は、リリースによって、あるいはパッチセットによって異なります。この値をフィルタ基準として使用しないことをお薦めします。


	
STATE_CYCLE

	
実行のステータスをライフサイクルで表したものが含まれます。

使用可能な値は次のとおりです。

	
SCHEDULED: 実行に、実行中のステップがありません。実行に対応するすべてのステップは、すぐに開始されるか、後で開始されるようスケジュールされます。


	
RUNNING: 実行に、実行されたか、実行中のステップが1つ以上ありますが、外部処理を待ってブロックされているステップはありません。


	
SUSPENDED: 実行がブロックされ、外部処理または外部イベントを待っています。たとえば、ユーザーが実行を一時停止した、実行のステップが他のシステムの応答(ブラックアウトのクリア、管理エージェントの再起動など)を待っている、などです。そのような実行は、タイムアウトまたは実行が待っているイベントが発生するまで処理されません。


	
FINISHED: 実行は、これ以上の実行が不可能な最終ステータスに達しました。これらの実行は、通常操作できません(再試行可能な失敗した実行は除きます。しかし、再試行操作では新規実行が作成され、現在の実行に影響しません)。















9.3 MGMT$JOBS

MGMT$JOBSビューには、ジョブのスケジュールなど、ジョブに関する情報が表示されます。


表9-3 MGMT$JOBS

	列	説明
	
JOB_NAME

	
ジョブの一意の名前


	
JOB_ID

	
ジョブの一意システム識別子


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者または作成者


	
JOB_DESCRIPTION

	
ジョブ機能を説明するオプションのテキスト


	
JOB_TYPE

	
ジョブ・タイプ。たとえば、マルチタスク、SQLスクリプト、OSコマンドなどです。


	
TARGET_TYPE

	
ジョブが発行されたターゲットのタイプ。単一ターゲット・ジョブにのみ適用されます。


	
IS_LIBRARY

	
ジョブがジョブ・ライブラリの一部であるかどうかを示します。


	
IS_RESTARTABLE

	
ジョブを再起動できるかどうかを示します。0は、ジョブを再起動できないことを示します。1は、ジョブを再起動できないことを示します。

デフォルトでは、元のジョブ所有者が削除され、ジョブが別の管理者に移譲された場合、ジョブは再起動できません。


	
START_TIME

	
スケジュールされた開始時刻。日次、曜日および日付スケジュールの場合、start_timeはジョブをいつ開始する必要があるかを示します。


	
END_TIME

	
すべての定期スケジュールについて、ジョブを実行する最終日(および時刻)です。日次、曜日および日付スケジュールの場合は、日付部分のみ使用されます。


	
TIMEZONE_TYPE

	
可能な値は次のとおりです。

	
1: リポジトリ(非推奨)


	
2: エージェント


	
3: 指定されたオフセット/リージョン(GMTからのオフセット)


	
4: 指定されたオフセット/リージョン(タイムゾーン・リージョン名)





	
TIMEZONE_REGION

	
指定されたタイムゾーン・リージョン


	
SCHEDULE_TYPE

	
可能な値は次のとおりです。

	
1: 1回


	
2: 間隔


	
3: 毎日


	
4: 毎週


	
5: 毎月


	
6: 毎年





	
INTERVAL

	
schedule_typeが間隔(2)の場合、これはジョブを繰り返す間隔(分)です。


	
EXECUTION_HOURS

	
ジョブが実行される時刻を指定します。時間は24時間形式(0から23まで)を使用して指定されます。


	
EXECUTION_MINUTES

	
ジョブが実行される時刻を指定します。分は0から59までの数字で指定されます。


	
MONTHS

	
月日ジョブ・スケジュールの場合は、スケジュールの月を示します。


	
DAYS

	
曜日/日付または曜日ジョブ・スケジュールの場合は、曜日/日付を示します。

曜日は1(日曜)から7(土曜)までの数値で指定されます。

日付は1から31までの数値で指定されます。












9.4 MGMT$JOB_TARGETS

MGMT$JOB_TARGETSビューには、ジョブが発行されたターゲットが表示されます。


表9-4 MGMT$JOB_TARGETS

	列	説明
	
JOB_NAME

	
ジョブの一意の名前


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者または作成者


	
JOB_ID

	
発行されたジョブの一意のID


	
JOB_TYPE

	
ジョブ・タイプ。たとえば、マルチタスク、SQLスクリプト、OSコマンドなどです。


	
TARGET_NAME

	
ジョブが発行されたターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ジョブが発行されたターゲットのタイプ。単一ターゲット・ジョブにのみ適用されます。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子












9.5 MGMT$JOB_EXECUTION_HISTORY

MGMT$JOB_EXECUTION_HISTORYビューには、ジョブ実行のサマリーが各実行のステータスおよびターゲットとともに表示されます。


表9-5 MGMT$JOB_EXECUTION_HISTORY

	列	説明
	
JOB_NAME

	
ジョブの一意の名前


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者


	
JOB_ID

	
ジョブの一意システム識別子


	
JOB_TYPE

	
ジョブ・タイプ。たとえば、マルチタスク、SQLスクリプト、OSコマンドなどです。


	
EXECUTION_ID

	
一意の実行識別子


	
SCHEDULED_TIME

	
ジョブ実行のスケジュールされた時間(TIMEZONE_REGIONで指定されたタイムゾーンを使用)


	
START_TIME

	
ジョブが実行された実際の時刻(UTC)


	
END_TIME

	
ジョブの実行が終了した実際の時刻(UTC)


	
TARGET_NAME

	
ジョブが発行されたターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ジョブが発行されたターゲットのタイプ。単一ターゲット・ジョブにのみ適用されます。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
TIMEZONE_REGION

	
ジョブ実行に指定されているタイムゾーン・リージョン


	
STATUS

	
ジョブ実行の現在のステータス

有効な値は次のとおりです。

	
スケジュール済: ジョブ実行がスケジュールされています。


	
実行中: すでに実行されたか、現在実行中のステップがジョブ実行にあります。


	
エラー: ジョブ実行で内部エラーが発生し、予期せず終了しました。


	
失敗: ジョブ実行の一部のステップが失敗しました


	
成功: ジョブ実行が想定どおりに完了しました。


	
ユーザーによる一時停止: ユーザーがジョブ実行を一時停止しました。


	
一時停止: エージェント使用不可: 管理エージェントにアクセスできないため、ジョブ実行を続けられません。


	
停止中: ジョブ実行が停止されました。


	
ロック時に一時停止: 論理ロックが取得されるのを待っているため、ジョブ実行を処理でません。


	
イベント時に一時停止: 内部イベント(管理エージェントの再起動など)を待っているか、タイムアウトが発生したため、ジョブ実行を処理できません。


	
ブラックアウト時に一時停止: 実行対象のターゲットがブラックアウトのため、ジョブ実行を処理できません。


	
一時停止保留中: ユーザーは実行の一時停止を始動しましたが、一部のステップが一時停止されないため、ジョブ実行はまだ続けられています。


	
停止保留中 ユーザは実行の停止を始動しましたが、ジョブ実行は、停止できない一部のステップを待っています。


	
非アクティブ: このステータスは、現在のリリースでは使用されません。


	
キュー: ジョブ実行がキューに対して発行され、このジョブ実行を処理する前に完了される必要のある他のジョブがあります。


	
待機中: このジョブ実行は、現在のスケジュールされているジョブ実行、実行中のジョブ実行または一時停止されているジョブ実行と比較して次のスケジュールを追跡します。


	
スキップ: ジョブ実行は開始しておらず、対応するスケジュールはスキップされています。


	
再割当て済: ジョブの所有者が変わり、新規所有者が所有権を反映するようジョブを更新していません。


	
資格証明が欠落しています: ジョブ実行がブロックされ、ユーザーによるターゲットの資格証明の指定を待っています。


	
操作必須: ユーザーによる操作を待って、ジョブ実行がブロックされています。


	
ターゲットの中断で一時停止しました: 対応するターゲットが破損しているため、ジョブ実行が処理されません。





	
STATUS_INTERNAL

	
ジョブ実行の内部整数ステータス


	
STATUS_CODE

	
ジョブ実行のステータス・コード。この整数は、通常、ステータスをロールアップするステップの終了コードをマップします。


	
STATUS_BUCKET

	
実行が対応するステータス・バケット

注意: この値は、パッチセットによって変わります。この値をフィルタ基準として使用しないことをお薦めします。


	
STATE_CYCLE

	
実行のステータスをライフサイクルで表したものが含まれます。

有効な値は次のとおりです。

	
SCHEDULED: 実行に、実行中のステップはまだありません。


	
RUNNING: 実行に、実行されたか、実行中のステップが1つ以上あります。ブロックされているステップはありません。


	
SUSPENDED: 実行に、外部処理または外部イベントを待ってブロックされているステップがあります。


	
FINISHED: 実行は、これ以上の実行が不可能な段階に達しました。





	
SOURCE_EXECUTION_ID

	
再試行されてこの実行(EXECUTION_ID)の基となった実行。再試行されていない実行の場合、SOURCE_EXECUTION_IDはEXECUTION_IDと同じです。


	
RETRIED

	
この実行が再試行の場合、この値は1に設定されます。そうでない場合、0に設定されます。












9.6 MGMT$JOB_STEP_HISTORY

MGMT$JOB_STEP_HISTORYビューには、ジョブ実行のステップレベルの詳細が表示されます。


表9-6 MGMT$JOB_STEP_HISTORY

	列	説明
	
JOB_NAME

	
ジョブの一意の名前


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者または作成者


	
JOB_ID

	
ジョブの一意システム識別子


	
EXECUTION_ID

	
一意の実行識別子


	
STEP_NAME

	
ジョブ・ステップの名前


	
START_TIME

	
ジョブ・ステップの開始時刻(UTC)


	
END_TIME

	
ジョブ・ステップの終了時刻(UTC)


	
STATUS

	
ジョブ実行の現在のステータス


	
TARGET_NAME

	
ジョブが発行されたターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ジョブが発行されたターゲットのタイプ。単一ターゲット・ジョブにのみ適用されます。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
OUTPUT

	
生成されたジョブ出力


	
STATUS_INTERNAL

	
ジョブ・ステップの内部整数ステータス


	
STATUS_CODE

	
ジョブ実行のステータス・コード。この整数は、通常、ステータスをロールアップするステップの終了コードをマップします。


	
STEP_ID

	
ジョブ・ステップのステップID


	
STEP_TYPE

	
ジョブ・ステップのステップ・タイプ












9.7 MGMT$JOB_ANNOTATIONS

MGMT$JOB_ANNOTATIONSビューには、ジョブ・ステータスの変更に関する注釈のサマリーが表示されます。


表9-7 MGMT$JOB_ANNOTATIONS

	列	説明
	
JOB_NAME

	
ジョブの一意の名前


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者または作成者


	
JOB_STATUS

	
ジョブのステータス。有効な値は次のとおりです。

	
1: スケジュール済


	
2: 実行中


	
3: 中断


	
4: 失敗


	
5: 完了


	
6: 一時停止中


	
7: エージェント停止


	
8: 停止中


	
9: 一時停止中/ロック


	
11: 一時停止中/ブラックアウト


	
13: 一時停止保留中


	
15: キュー


	
16: 失敗


	
17: 待機中


	
18: スキップ





	
OCCURRENCE_TIMESTAMP

	
状態変化が発生した時刻


	
ANNOTATION_MESSAGE

	
注釈テキスト


	
ANNOTATION_TIMESTAMP

	
注釈が作成された時刻


	
ANNOTATED_BY

	
注釈を作成したEnterprise Manager管理者












9.8 MGMT$JOB_NOTIFICATION_LOG

MGMT$JOB_NOTIFICATION_LOGビューには、ジョブ・ステータスの変更の通知配信の詳細が表示されます。


表9-8 MGMT$JOB_NOTIFICATION_LOG

	列	説明
	
JOB_NAME

	
ジョブの一意の名前


	
JOB_OWNER

	
ジョブの所有者または作成者


	
JOB_STATUS

	
ジョブのステータス。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: スケジュール済


	
2: 実行中


	
3: 中断


	
4: 失敗


	
5: 完了


	
6: 一時停止中


	
7: エージェント停止


	
8: 停止中


	
9: 一時停止中/ロック


	
11: 一時停止中/ブラックアウト


	
13: 一時停止保留中


	
15: キュー


	
16: 失敗


	
17: 待機中


	
18: スキップ





	
OCCURRENCE_TIMESTAMP

	
状態変化が発生した時刻


	
DELIVERY_MESSAGE

	
通知配信の成功または失敗を示すメッセージ


	
DELIVERY_TIMESTAMP

	
ログ・メッセージが作成された時刻


















10 Linuxパッチ適用ビュー

この章では、各Linuxパッチ適用ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$HOSTPATCH_HOSTS


	
MGMT$HOSTPATCH_GROUPS


	
MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST


	
MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



10.1 MGMT$HOSTPATCH_HOSTS

MGMT$HOSTPATCH_HOSTSビューには、コンプライアンス・レポートの生成に必要な情報が表示されます。


表10-1 MGMT$HOSTPATCH_HOSTS

	列	説明
	
HOST_NAME

	
ホスト名


	
GROUP_NAME

	
ホストが属するグループ


	
OUT_OF_DATE_PACKAGES

	
より新しいバージョンが使用可能なパッケージ数


	
ROGUE_PACKAGES

	
ホストへのインストールがサポートされていないパッケージ












10.2 MGMT$HOSTPATCH_GROUPS

MGMT$HOSTPATCH_GROUPSビューには、グループ、管理者が設定した成熟度および適用時にホストの再起動が必要なパッケージに関する追加情報が表示されます。


表10-2 MGMT$HOSTPATCH_GROUPS

	列	説明
	
GROUP_NAME

	
グループの(一意の)名前


	
MATURITY_LEVEL

	
グループの成熟度。これは管理者によって設定されます。


	
NEED_REBOOT_PKGS

	
適用時にシステムの再起動が必要なパッケージのカンマ区切りリスト












10.3 MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST

MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HISTビューには、コンプライアンス履歴レポートの生成に必要な情報が表示されます。


表10-3 MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST

	列	説明
	
GROUP_NAME

	
グループの名前


	
TOTAL_HOSTS

	
グループ内のホスト数


	
COMPLIANT_HOSTS

	
グループ内のコンプライアンス・ホスト数


	
LAST_CHECKED_ON

	
このレコードが収集された日付












10.4 MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL

MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPLビューには、アドバイザ・レポートの生成に必要な情報が表示されます。


表10-4 MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL

	列	説明
	
HOST_NAME

	
ホスト名


	
PKG_NAME

	
パッケージ名


	
VERSION

	
パッケージのバージョン


	
IS_OUT_OF_DATE

	
最新でないかどうか


	
IS_ROGUE

	
ローグかどうか


















11 管理テンプレート・ビュー

この章では、各管理テンプレート・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$TEMPLATES


	
MGMT$TEMPLATE_POLICY_SETTINGS


	
MGMT$TEMPLATE_METRICCOLLECTION


	
MGMT$TEMPLATE_METRIC_SETTINGS




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



11.1 MGMT$TEMPLATES

MGMT$TEMPLATESビューには、管理リポジトリに格納されているすべての管理テンプレートの詳細が表示されます。


表11-1 MGMT$TEMPLATES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックおよびポリシーのセットを定義します。


	
TEMPLATE_NAME

	
テンプレートの名前


	
TEMPLATE_GUID

	
テンプレートの一意のグローバル識別子


	
DESCRIPTION

	
テンプレートの説明


	
OWNER

	
テンプレートを所有するEnterprise Manager管理者


	
IS_PUBLIC

	
テンプレートがすべてのEM管理者からアクセス可能かどうかを指定するフラグ


	
CREATED_DATE

	
テンプレートがリポジトリに作成された日付または時刻


	
LAST_UPDATED_DATE

	
テンプレートがリポジトリ内で最後に変更された日付または時刻。


	
LAST_UPDATED_BY

	
テンプレートを最後に更新したEnterprise Manager管理者












11.2 MGMT$TEMPLATE_POLICY_SETTINGS

MGMT$TEMPLATE_POLICY_SETTINGSビューには、管理テンプレートのポリシー設定が表示されます。


表11-2 MGMT$TEMPLATE_POLICY_SETTINGS

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックおよびポリシーのセットを定義します。


	
TEMPLATE_NAME

	
テンプレートの名前


	
TEMPLATE_GUID

	
テンプレートの一意のグローバル識別子


	
POLICY_NAME

	
テンプレートに関連付けられているポリシーの名前


	
POLICY_GUID

	
ポリシーの一意のグローバル識別子


	
CATEGORY

	
ポリシーのカテゴリの名前

すべてのカテゴリのリストは、「MGMT$METRIC_CATEGORIES」を参照してください。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。


	
KEY_OPERATOR

	
key_value列にSQLワイルドカードがあるかどうかを指定します。

単一キー列メトリックの場合、key_valueにワイルドカード文字があれば値は1で、なければ0です。

複数のキーがあるメトリックの場合、すべてのキー列の演算子のリストがここに格納されます。たとえば、3つのキー(k1、k2、k3)があり、K1とK2でワイルドカードを使用し、K3で完全一致を使用する場合は、この列に011が格納されます。


	
PARAMETER_NAME

	
パラメータの名前


	
PREVENT_OVERRIDE

	
このkey_valueを持つメトリック行にテンプレートの上書きフラグがあることを指定するフラグです。テンプレートの上書きフラグがオンになると、すべてのテンプレート・アプリケーションはしきい値/パラメータ値を更新しなくなります。


	
POLICY_THRESHOLD

	
ポリシー・パラメータに対して構成されたしきい値


	
ACTION_TYPE

	
構成される修正処理タイプ。可能な値は次のとおりです。

No-Action: 処理が構成されていない場合

Corrective-Action: リポジトリ側修正処理が構成されている場合

Agent-Fixit Job: エージェント側修正ジョブが構成されている場合


	
ACTION_JOB_TYPE

	
ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、修正処理のジョブ・タイプを指定します。


	
ACTION_JOB_NAME

	
ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、修正処理のジョブ名を指定します。


	
ACTION_JOB_OWNER

	
ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、修正処理のジョブ所有者を指定します。












11.3 MGMT$TEMPLATE_METRICCOLLECTION

MGMT$TEMPLATE_METRICCOLLECTIONSビューには、テンプレートに対して定義されているメトリック収集に関する情報が表示されます。


表11-3 MGMT$TEMPLATE_METRICCOLLECTION

	列	説明
	
TEMPLATE_NAME

	
テンプレートの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックおよびポリシーのセットを定義します。


	
TEMPLATE_GUID

	
テンプレートの一意のグローバル識別子


	
METRIC_NAME

	
テンプレート収集が構成されているメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
テンプレート収集が構成されているメトリック列の名前


	
METRIC_GUID

	
メトリック列の一意のグローバル識別子


	
COLLECTION_NAME

	
収集の名前


	
IS_REPOSITORY

	
これがリポジトリ側の収集かどうかを示します。リポジトリ側の収集には、メトリック値の計算を担当するPL/SQL評価プロシージャがあります。


	
FREQUENCY_CODE

	
メトリック収集頻度のタイプ。

可能な値は次のとおりです。

	
1: 1回


	
2: 間隔


	
3: 日次


	
4: 毎週


	
5: 毎月


	
6: 毎年


	
7: リクエストごと





	
COLLECTION_FREQUENCY

	
メトリック収集の頻度。表示される値は、頻度コードによって異なります。

	
1回の場合、開始日時はDD-MON-YY HH24:MI形式で格納されます。


	
間隔タイプの場合は、分単位の頻度が格納されます。


	
日次/毎週/毎月/毎年タイプの場合は、収集の時間と分がHH24:MI形式で格納されます。


	
リクエストごとタイプの場合は、On-Demandが格納されます。





	
UPLOAD_POLICY

	
メトリック・データがアップロード/格納される頻度。












11.4 MGMT$TEMPLATE_METRIC_SETTINGS

MGMT$TEMPLATE_METRIC_SETTINGSビューには、管理テンプレート設定が表示されます。


表11-4 MGMT$TEMPLATE_METRIC_SETTINGS

	列	説明
	
TEMPLATE_NAME

	
テンプレートの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックおよびポリシーのセットを定義します。


	
TEMPLATE_GUID

	
テンプレートの一意のグローバル識別子


	
METRIC_NAME

	
テンプレート収集が構成されているメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
テンプレート収集が構成されているメトリック列の名前


	
METRIC_GUID

	
メトリック列の一意のグローバル識別子


	
COLLECTION_NAME

	
収集の名前


	
CATEGORY

	
ポリシーのカテゴリの名前。

すべてのカテゴリのリストは、「MGMT$METRIC_CATEGORIES」を参照してください。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。


	
KEY_OPERATOR

	
key_value列にSQLワイルドカードがあるかどうかを指定します。

単一キー列メトリックの場合、key_valueにワイルドカード文字があれば値は1で、なければ0です。

複数のキーがあるメトリックの場合、すべてのキー列の演算子のリストがここに格納されます。たとえば、3つのキー(k1、k2、k3)があり、K1とK2でワイルドカードを使用し、K3で完全一致を使用する場合は、この列に011が格納されます。


	
PREVENT_OVERRIDE

	
このkey_valueを持つメトリック行にテンプレートの上書きフラグがあることを指定するフラグです。テンプレートの上書きフラグがオンになると、すべてのテンプレート・アプリケーションはしきい値/パラメータ値を更新しなくなります。


	
WARNING_OPERATOR

	
適用される警告しきい値条件を定義します。

	
0 - GT


	
1 - EQ


	
2 - LT


	
3 - LE


	
4 - GE


	
5 - CONTAINS


	
6 - NE


	
7 - MATCH: 正規表現





	
WARNING_THRESHOLD

	
警告しきい値の値


	
CRITICAL_OPERATOR

	
適用されるクリティカルしきい値条件を定義します。

	
0 - GT


	
1 - EQ


	
2 - LT


	
3 - LE


	
4 - GE


	
5 - CONTAINS


	
6 - NE


	
7 - MATCH: 正規表現





	
CRITICAL_THRESHOLD

	
クリティカルしきい値の値


	
OCCURRENCE_COUNT

	
違反を発生させるためにテストで起動する必要のある回数


	
WARNING_ACTION_TYPE

	
構成される警告修正処理タイプ。可能な値は次のとおりです。

	
No-Action: 処理が構成されていない場合


	
Corrective-Action: リポジトリ側修正処理が構成されている場合


	
Agent-Fixit Job: 管理エージェント側修正ジョブが構成されている場合





	
WARNING_ACTION_JOB_TYPE

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、警告修正処理のジョブ・タイプを指定します。


	
WARNING_ACTION_JOB_OWNER

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、警告修正処理のジョブ所有者を指定します。


	
WARNING_ACTION_JOB_NAME

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、警告修正処理のジョブ名を指定します。


	
CRITICAL_ACTION_TYPE

	
構成されるクリティカル修正処理タイプ。可能な値は次のとおりです。

	
No-Action: 処理が構成されていない場合


	
Corrective-Action: リポジトリ側修正処理が構成されている場合


	
Agent-Fixit Job: 管理エージェント側修正ジョブが構成されている場合





	
CRITICAL_ACTION_JOB_TYPE

	
CRITICAL_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、クリティカル修正処理のジョブ・タイプを指定します。


	
CRITICAL_ACTION_JOB_OWNER

	
CRITICAL_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、クリティカル修正処理のジョブ所有者を指定します。


	
CRITICAL_ACTION_JOB_NAME

	
CRITICAL_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、クリティカル修正処理のジョブ名を指定します。


















12 メトリック・ビュー

この章では、各メトリック・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$METRIC_CATEGORIES


	
MGMT$METRIC_COLLECTION


	
MGMT$METRIC_ERROR_CURRENT


	
MGMT$METRIC_ERROR_HISTORY




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



12.1 MGMT$METRIC_CATEGORIES

MGMT$METRIC_CATEGORIESビューには、メトリックが属するクラスおよびカテゴリのリストが表示されます。クラス(サービス、機能など)およびクラス内のカテゴリ(機能クラスのセキュリティや構成、サービス・クラスの使用状況やパフォーマンスなど)に基づいたメトリックの分類に使用されます。


表12-1 MGMT$METRIC_CATEGORIES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
分類されるメトリックのターゲット・タイプを定義します。


	
TYPE_VERSION

	
ターゲット・タイプのバージョンを定義します。


	
METRIC_NAME

	
メトリックの名前を定義します。


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は空白1個です。


	
METRIC_GUID

	
メトリックの一意のID


	
METRIC_CLASS_NAME

	
このメトリックが属するメトリック・クラスの名前


	
METRIC_CATEGORY_NAME

	
クラス内のメトリックのカテゴリの名前


	
METRIC_CATEGORY_NLSID

	
Enterprise Managerが名前を別の言語に変換するために使用する、カテゴリのNLS ID












12.2 MGMT$METRIC_COLLECTION

MGMT$METRIC_COLLECTIONビューには、メトリックしきい値の詳細、頻度、アップロード・ポリシーおよびターゲット当たりのしきい値が含まれています。


表12-2 MGMT$METRIC_COLLECTION

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されるターゲット


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
METRIC_NAME

	
メトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は空白1個です。


	
WARNING_OPERATOR

	
警告しきい値に対する演算子。これは、レポート環境で使用され、警告しきい値を適切に表すグラフに線を作成します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0 - GT


	
1 - EQ


	
2 - LT


	
3 - LE


	
4 - CONTAINS


	
5 - NE


	
6 - MATCH: 正規表現





	
CRITICAL_OPERATOR

	
クリティカルしきい値に対する演算子。これは、レポート環境で使用され、クリティカルしきい値を適切に表すグラフに線を作成します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0 - GT


	
1 - EQ


	
2 - LT


	
3 - LE


	
4 - CONTAINS


	
5 - NE


	
6 - MATCH: 正規表現





	
WARNING_THRESHOLD

	
警告重大度の値


	
CRITICAL_THRESHOLD

	
クリティカル重大度の値


	
OCCURENCE_COUNT

	
重大度レコードが生成されるまでの警告、クリティカルまたは消去の重大度の発生回数


	
WARNING_COUNT

	
メトリック値が警告しきい値を超えた連続回数


	
CRITICAL_COUNT

	
メトリック値がクリティカルしきい値を超えた連続回数












12.3 MGMT$METRIC_ERROR_CURRENT

MGMT$METRIC_ERROR_CURRENTビューは、メトリックに関係する現在のメトリック・エラーを関連付けます。


表12-3 MGMT$METRIC_ERROR_CURRENT

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリック収集エラーが発生したターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
メトリック収集エラーが発生したターゲットの一意のID


	
METRIC_NAME

	
メトリック収集エラーが発生した、基となるメトリック


	
METRIC_GUID

	
メトリックの一意のID。レポート作成時のメトリック情報とメトリック・データ情報との関連付けに使用できます。


	
METRIC_LABEL

	
エラーが発生したメトリックのユーザー表示名


	
COLL_NAME

	
エラーが発生したメトリックを収集している収集の名前。


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
収集エラーが発生した時刻


	
ERROR_TYPE

	
メトリックの収集時に発生したエラーのタイプを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
ERROR


	
WARNING





	
ERROR_MESSAGE

	
エラー・メッセージのテキスト












12.4 MGMT$METRIC_ERROR_HISTORY

MGMT$METRIC_ERROR_HISTORYビューには、メトリック収集エラーの履歴が表示されます。


表12-4 METRIC_ERROR_HISTORY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリック収集エラーが発生したターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
メトリック収集エラーが発生したターゲットのターゲットGUID


	
METRIC_NAME

	
エラーが発生したメトリックの名前。


	
METRIC_GUID

	
メトリックの一意のID。レポート作成時のメトリック情報とメトリック・データ情報との関連付けに使用できます。


	
METRIC_LABEL

	
エラーが発生したメトリックのユーザー表示名


	
COLL_NAME

	
エラーが発生したメトリックを収集している収集の名前。


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
収集エラーが発生した時刻


	
ERROR_TYPE

	
メトリックの収集時に発生したエラーのタイプを示します。

可能な値は次のとおりです。

	
ERROR


	
WARNING





	
ERROR_MESSAGE

	
エラー・メッセージのテキスト


















13 Middleware管理ビュー

この章では、Middleware管理ビューについて説明します。内容は次のとおりです。

	
アプリケーション・デプロイメント・ビュー


	
Glassfishビュー


	
Oracle WebLogic Serverビュー


	
Oracle WebLogicドメイン・ビュー


	
Oracle WebLogicクラスタ・ビュー




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



13.1 アプリケーション・デプロイメント・ビュー

この項では、各アプリケーション・デプロイメント・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$J2EE_APPLICATION


	
MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENT


	
MGMT$J2EEAPP_JRFWS


	
MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPER


	
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICY


	
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORT


	
MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENT


	
MGMT$J2EEAPP_WSCONFIG


	
MGMT$J2EEAPP_WSPORTCONFIG






13.1.1 MGMT$J2EE_APPLICATION

MGMT$J2EE_APPLICATIONビューには、アプリケーションの構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-1 MGMT$J2EE_APPLICATION

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
PATH

	
管理サーバー上のアプリケーション・ソース・ファイルの完全に解決された場所


	
LOADORDER

	
起動時にユニットがいつデプロイされたかを表す数値で、サーバー上の他のデプロイ可能ユニットに対する相対的な値。


	
TYPE

	
モジュールのタイプ。文字列値は、EAR、WARなど、JSR 88: Java EE Application Deploymentで定義されているものと合致する必要があります。












13.1.2 MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENT

MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENTビューには、Enterprise JavaBeans (EJB)モジュールに関する一般的な情報が表示されます。


表13-2 MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENT

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
EJBコンポーネントの名前


	
DEPLOYMENTORDER

	
項目をデプロイする際、サーバーで使用する優先度。優先度は、同じタイプの他のデプロイ可能な項目に対する相対的な値です。


	
KEEPGENERATED

	
KeepGeneratedが有効化されているかどうか、およびEJBソース・ファイルが保持されるかどうかを示します。値: true、false。












13.1.3 MGMT$J2EEAPP_JRFWS

MGMT$J2EEAPP_JRFWSビューには、Java Required Files (JRF) Webサービス構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-3 MGMT$J2EEAPP_JRFWS

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVICENAME

	
JRF Webサービスの名前


	
WEBMODULE

	
JRF Webサービスを含むWebモジュールの名前


	
JRFWEBSERVICEKEY

	
WebModuleName_WebServiceNameとして生成されるキー列。WebModuleNameは、JRF Webサービスを含むWebモジュールの名前で、WebServiceNameは、JRF Webサービスの名前


	
DATABINDING

	
Webサービス・ポートによって使用されるデータ・バインディング・テクノロジ


	
EXPOSEWSDL

	
サービスのWebサービス定義言語(WSDL)が公開されているかどうかを指定します。値: true、false。


	
METADATAEXCHANGE

	
WSDLアドバタイズに対するWS-MetadataExchangeの使用法値: true、false。


	
EXPOSETESTPAGE

	
サービスのテスト・ページが公開されているかどうかを指定します。値: true、false。












13.1.4 MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPER

MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPERビューには、JRF Webサービス操作構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-4 MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPER

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVICENAME

	
JRF Webサービスの名前


	
WEBMODULE

	
JRF Webサービスを含むWebモジュールの名前


	
PORTNAME

	
JRF Webサービス・ポートの名前


	
OPERATIONNAME

	
JRF Webサービス・ポート操作の名前


	
SOAPACTION

	
SOAPアクション


	
ONEWAY

	
操作が1方向かどうかを示します。値: true、false。


	
INPUTENCODING

	
操作の入力エンコーディング


	
OUTPUTENCODING

	
操作の出力エンコーディング












13.1.5 MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICY

MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICYビューには、JRF Webサービス・ポリシー構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-5 MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICY

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVICENAME

	
JRF Webサービスの名前


	
WEBMODULE

	
JRF Webサービスを含むWebモジュールの名前


	
PORTNAME

	
JRF Webサービス・ポートの名前


	
URI

	
ポリシー参照URI


	
CATEGORY

	
WS-Policy参照のカテゴリ。たとえば、セキュリティです。


	
ENABLED

	
ポリシー参照が有効かどうかを指定します。値: true、false。












13.1.6 MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORT

MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORTビューには、JRF Webサービス・ポート構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-6 MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORT

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVICENAME

	
JRF Webサービスの名前


	
WEBMODULE

	
JRF Webサービスを含むWebモジュールの名前


	
PORTNAME

	
JRF Webサービス・ポートの名前


	
AVAILABLE

	
ポートが使用可能かどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True


	
False





	
RESTSUPPORTED

	
ポートがRESTをサポートするかどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True


	
False





	
LOGGINGLEVEL

	
Webサービス・ポートのロギング・レベル


	
MAXREQUESTSIZE

	
ポートで受け入れ可能なメッセージの最大サイズ(バイト)


	
STYLE

	
SOAPバインディング・スタイル


	
SOAPVERSION

	
ポートでサポートされるSOAPプロトコルのバージョン


	
STATEFUL

	
ポートがステートフルかどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True


	
False





	
IMPLEMENTORTYPE

	
JAXWS、JAXRPCなどのこのポートの実装タイプ


	
TRANSPORTS

	
Webサービス・ポートを使用できるトランスポート


	
ENDPOINTADDRESSURI

	
EJB(2.1)を公開するWebサービス・ポートのHTTP URLのサブコンテキスト


	
POLICYSUBJECTNAME

	
ポリシー・サブジェクトの名前


	
POLICYSUBJECTRESOURCEPATTERN

	
ポリシー・サブジェクトのリソース・パターン


	
POLICYATTACHMENTSUPPORT

	
サポートされるポリシーのクラスを決定します。


	
POLICYSUBJECTTYPE

	
ポリシー・サブジェクトのタイプ


	
LEGACYCONFIG

	
ポートにレガシー管理構成があるかどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True


	
False





	
IMPLEMENTORCLASS

	
Webサービス・ポートを実装するユーザー指定のクラスの名前


	
WSDLURI

	
ポートWSDL定義のURI


	
SCHEMAVALIDATEINPUT

	
WSDLスキーマに対する入力のオプションの検証。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True


	
False





	
ASYNC

	
非同期が使用可能かどうかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True


	
False





	
ASYNCJNDIDESTRESPONSE

	
レスポンスを保存するためのJMSキュー名


	
ASYNCJNDIDEST

	
非同期リクエストを保存するためのJMSキュー名


	
ASYNCCONNFACTRESPONSE

	
レスポンスを保存するためのJMS接続ファクトリ名


	
ASYNCCONNFACT

	
非同期リクエストを保存するためのJMS接続ファクトリ名












13.1.7 MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENT

MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENTビューには、Webモジュールに関する一般的な情報が表示されます。


表13-7 MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENT

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
Webモジュールの名前


	
DEPLOYMENTORDER

	
デプロイの優先度。サーバーはこの値を使用して項目のデプロイ順を決定します。優先度は、同じタイプの他のデプロイ可能な項目に対する相対的な値です。


	
CONTEXTPATH

	
コンテキスト・パス


	
SESSIONTIMEOUTSECS

	
セッション・タイムアウト(秒)












13.1.8 MGMT$J2EEAPP_WSCONFIG

MGMT$J2EEAPP_WSCONFIGビューには、Webサービス構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-8 MGMT$J2EEAPP_WSCONFIG

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVICENAME

	
Webサービスの名前


	
NAMEINWSDL

	
Webサービスについて記述するWSDLのservice要素のname属性。@WebService JWSアノテーションのserviceName属性を使用して開発時に指定されます。


	
IMPLEMENTATIONTYPE

	
サービスの実装タイプ。指定可能な値は、JAX-WS 2.0、JAX-RPC 1.1です。


	
URI

	
このWebサービスのURI。値は、Webサービスを示すWSDLのエンドポイント・アドレスの最後の部分に該当します。












13.1.9 MGMT$J2EEAPP_WSPORTCONFIG

MGMT$J2EEAPP_WSPORTCONFIGビューには、Webサービス・ポート構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-9 MGMT$J2EEAPP_WSPORTCONFIG

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: j2ee_application


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVICENAME

	
Webサービスについて記述するWSDLのservice要素のname属性。@WebService JWSアノテーションのserviceName属性を使用して開発時に指定されます。


	
PORTNAME

	
Webサービス・ポートの名前


	
TRANSPORTPROTOCOL

	
HTTP、HTTPS、JMSなどの、このWebサービスの呼出しに使用されるトランスポート・プロトコル。














13.2 Glassfishビュー

この項では、各Glassfishビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$EMAS_GLASSFISH_DOMAIN


	
MGMT$EMAS_GLASSFISH_NODES


	
MGMT$EMAS_GLASSFISH_SERVER


	
MGMT$EMAS_GLASSFISH_SVR_PROP


	
MMGMT$EMAS_GLASSFISH_NW_LSTNR


	
MGMT$EMAS_GLASSFISH_DATASOURCE


	
MGMT$EMAS_GLASSFISH_DS_PROP






13.2.1 MGMT$EMAS_GLASSFISH_DOMAIN

MGMT$EMAS_GLASSFISH_DOMAINビューは、glassfishドメイン・ターゲットに関する一般情報を表示します。


表13-10 MGMT$EMAS_GLASSFISH_DOMAIN

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_domain


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
DOMAINNAME

	
ドメイン名


	
FULLVERSION

	
ドメインのバージョン


	
CONFIGDIR

	
ドメインの構成ディレクトリ


	
INSTALLDIR

	
ドメインのインストール・ディレクトリ


	
DEBUGPORT

	
ノードのデバッグ・ポート


	
SECUREADMINENABLED

	
セキュアな管理が有効または無効












13.2.2 MGMT$EMAS_GLASSFISH_NODES

MGMT$EMAS_GLASSFISH_NODESビューは、glassfishドメイン・ターゲットに構成されているノードに関する一般情報を表示します。


表13-11 MGMT$EMAS_GLASSFISH_NODES

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_domain


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NODENAME

	
ノード名です。


	
NODEDIR

	
ノードのディレクトリ


	
NODEHOST

	
ノードのホスト


	
TYPE

	
ノードのタイプ


	
INSTALLDIR

	
ノードのインストール・ディレクトリ












13.2.3 MGMT$EMAS_GLASSFISH_SERVER

MGMT$EMAS_GLASSFISH_SERVERビューは、glassfishサーバー・ターゲットに関する一般情報を表示します。


表13-12 MGMT$EMAS_GLASSFISH_SERVER

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SERVERNAME

	
サーバー名


	
HOST

	
サーバーのホスト


	
SERVERVERSION

	
サーバーのバージョン。


	
SERVICEURL

	
サーバーのServiceURL


	
LISTEPORT

	
サーバーのlistenport


	
JAVAVENDOR

	
Javaベンダーの名前


	
JAVAVERSION

	
Javaのバージョン












13.2.4 MGMT$EMAS_GLASSFISH_SVR_PROP

MGMT$EMAS_GLASSFISH_SVR_PROPビューは、glassfishサーバー・ターゲットのシステム・プロパティを表示します。


表13-13 MGMT$EMAS_GLASSFISH_SVR_PROP

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
システム・プロパティ名


	
TYPE

	
システム・プロパティ値












13.2.5 MMGMT$EMAS_GLASSFISH_NW_LSTNR

MGMT$EMAS_GLASSFISH_NW_LSTNRビューは、glassfishサーバー・ターゲットのネットワーク・リスナーを表示します。


表13-14 MGMT$EMAS_GLASSFISH_NW_LSTNR

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
ネットワーク・リスナーの名前


	
PROTOCOL

	
ネットワーク・リスナーのプロトコル


	
TRANSPORT

	
トランスポートの名前


	
ADDRESS

	
リスナーのアドレス


	
ENABLED

	
ネットワーク・リスナーの使用可能なフラグ


	
SECURITYENABLED

	
ネットワーク・リスナーのセキュリティの使用可能なフラグ


	
PORT

	
ネットワーク・リスナーのポート












13.2.6 MGMT$EMAS_GLASSFISH_DATASOURCE

MGMT$EMAS_GLASSFISH_DATASOURCEビューは、JDBCデータソースに関する情報を表示します。


表13-15 MGMT$EMAS_GLASSFISH_DATASOURCE

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
JDBCDATASOURCENAME

	
JDBCデータソースの名前


	
JNDINAME

	
データソースのJNDI名


	
POOLNAME

	
接続プールの名前


	
MINPOOLSIZE

	
初期および最小プール・サイズ


	
MAXPOOLSIZE

	
最大プール・サイズ


	
POOLRESIZEQUANTITY

	
プール・サイズ変更量


	
STATEMENTCACHESIZE

	
文キャッシュ・サイズ


	
IDLETIMEOUT

	
アイドル・タイムアウト












13.2.7 MGMT$EMAS_GLASSFISH_DS_PROP

MGMT$EMAS_GLASSFISH_DS_PROPビューは、glassfishサーバー・ターゲットのJDBCデータソースのプロパティを表示します。


表13-16 MGMT$EMAS_GLASSFISH_DATASOURCE

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)。


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: glassfish_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
CM_SNAPSHOT_TYPE

	
構成メトリックを収集したスナップショットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
JDBCDATASOURCENAME

	
JDBCデータソースの名前


	
NAME

	
プロパティ名


	
VALUE

	
プロパティ値














13.3 Oracle WebLogic Serverビュー

この項では、各Oracle WebLogic Serverビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$WEBLOGIC_APPLICATIONS


	
MGMT$WEBLOGIC_EJBCOMPONENT


	
MGMT$WEBLOGIC_FILESTORE


	
MGMT$WEBLOGIC_JDBCDATASOURCE


	
MGMT$WEBLOGIC_JDBCMULTIDS


	
MGMT$WEBLOGIC_JMSCONNFACTORY


	
MGMT$WEBLOGIC_JMSQUEUE


	
MGMT$WEBLOGIC_JMSSERVER


	
MGMT$WEBLOGIC_JMSTOPIC


	
MGMT$WEBLOGIC_JOLTCONNPOOL


	
MGMT$WEBLOGIC_JVMSYSPROPS


	
MGMT$WEBLOGIC_MACHINE


	
MGMT$WEBLOGIC_NETWORK_CHANNELS


	
MGMT$WEBLOGIC_NODEMANAGER


	
MGMT$WEBLOGIC_RACONFIG


	
MGMT$WEBLOGIC_RAOUTBOUNDCONFIG


	
MGMT$WEBLOGIC_RESOURCECONFIG


	
MGMT$WEBLOGIC_SERVER


	
MGMT$WEBLOGIC_STARTSHUTCLASSES


	
MGMT$WEBLOGIC_VIRTUALHOST


	
MGMT$WEBLOGIC_WEBAPPCOMPONENT


	
MGMT$WEBLOGIC_WORKMANAGER


	
MGMT$WEBLOGIC_WSCONFIG


	
MGMT$WEBLOGIC_WSPORTCONFIG






13.3.1 MGMT$WEBLOGIC_APPLICATIONS

MGMT$WEBLOGIC_APPLICATIONSビューには、アプリケーションの構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-17 MGMT$WEBLOGIC_APPLICATIONS

	列	説明
	
NAME

	
アプリケーション名


	
PATH

	
管理サーバー上のアプリケーション・ソース・ファイルの完全に解決された場所


	
LOADORDER

	
起動時にユニットがいつデプロイされたかを表す数値で、サーバー上の他のデプロイ可能ユニットに対する相対的な値


	
TWOPHASE

	
2フェーズ・デプロイメント・プロトコルを使用してアプリケーションがデプロイされたどうかを示すブール値


	
TYPE

	
モジュールのタイプ。文字列値は、EAR、WARなど、JSR 88: Java EE Application Deploymentで定義されているものと合致する必要があります。












13.3.2 MGMT$WEBLOGIC_EJBCOMPONENT

MGMT$WEBLOGIC_EJBCOMPONENTビューには、EJBモジュールに関する一般的な情報が表示されます。


表13-18 MGMT$WEBLOGIC_EJBCOMPONENT

	列	説明
	
NAME

	
EJBコンポーネントの名前


	
APPLICATION

	
コンポーネントを含むアプリケーションの名前


	
DEPLOYMENTORDER

	
項目をデプロイする際、サーバーで使用する優先度。優先度は、同じタイプの他のデプロイ可能な項目に対する相対的な値です。


	
KEEPGENERATED

	
KeepGeneratedが有効化されているかどうか、およびEJBソース・ファイルが保持されるかどうかを示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
True: KeepGeneratedが有効で、EJBソース・ファイルが格納されています。


	
False: KeepGeneratedが無効で、EJBソース・ファイルが格納されていません。















13.3.3 MGMT$WEBLOGIC_FILESTORE

MGMT$WEBLOGIC_FILESTOREビューの各行は、WebLogicサーバー用に構成されているファイル・ストアの構成データを表します。


表13-19 MGMT$WEBLOGIC_FILESTORE

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
ファイル・ストアの名前


	
DIRECTORY

	
ファイル・ストアがデータ・ファイルを保持するファイル・システム・ディレクトリのパス名


	
SYNCHRONOUSWRITEPOLICY

	
ファイル・ストアがデータをディスクに書き込む方法を決定するディスク書込みポリシー


	
MAXFILESIZE

	
ファイルの最大サイズ(バイト)












13.3.4 MGMT$WEBLOGIC_JDBCDATASOURCE

MGMT$WEBLOGIC_JDBCDATASOURCEビューには、JDBC接続のプールを介したデータベース接続を可能にするJava Database Connectivity (JDBC)データ・ソースに関する一般的な情報が表示されます。


表13-20 MGMT$WEBLOGIC_JDBCDATASOURCE

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
JDBCデータ・ソースの名前


	
JNDINAME

	
このデータソースのバインド先のJava Naming and Directory Interface (JNDI)パスデフォルトでは、JNDI名はデータ・ソースの名前です。


	
ROWPREFETCHENABLED

	
行プリフェッチが有効な場合、この値はTRUEに設定されます。そうでない場合、値はFALSEに設定されます。


	
ROWPREFETCHSIZE

	
行プリフェッチが有効な場合にクライアント用にプリフェッチする結果セットの行数


	
ENABLETWOPHASECOMMIT

	
2フェーズ・コミットが有効な場合、この値はTRUEに設定されます。そうでない場合、この値はFALSEに設定されます。


	
URL

	
接続先データベースのURL。URLの書式は、JDBCドライバによって異なります。


	
DRIVERNAME

	
データ・ソースの接続プールでの物理データベース接続の作成に使用するJDBCドライバ・クラスの完全パッケージ名。


	
CAPACITYINCREMENT

	
新規接続の接続プールへの追加時に作成される接続数。


	
INITIALCAPACITY

	
データ・ソースで接続プールの作成時に作成する物理接続数。


	
MAXCAPACITY

	
この接続プールが保有できる物理接続の最大数。


	
CONNECTIONRESERVETIMEOUT

	
接続プールからの接続を予約するコールがタイムアウトするまでの秒数。


	
INACTIVECONNECTIONTIMEOUT

	
Oracle WebLogic Serverによって接続が再び要求されて接続プールに戻されるまでに、予約接続が非アクティブな秒数。


	
STATEMENTCACHESIZE

	
接続キャッシュに格納されているプリコンパイル済でコール可能な文の数


	
HOST

	
データベース・ホスト


	
PORT

	
データベース・ポート


	
SID

	
データベース・システム識別子(SID)


	
SERVICENAME

	
データベース・サービス名


	
PROTOCOL

	
通信プロトコル


	
ENABLE_JAVA_NET_FASTPATH

	
Oracle JDBC JavaNet Fastpathを有効化して、データ・コピーと断片化を削減します。


	
OPT_UTF8_CONVERSION

	
Oracle JDBC UTF-8変換の最適化オプションを有効にします。


	
STATEMENTCACHETYPE

	
JDBC接続プール・パラメータの文キャッシュ・タイプ・パラメータ


	
PINNEDTOTHREAD

	
JDBC接続プール・パラメータのスレッド・パラメータにピニングされています。












13.3.5 MGMT$WEBLOGIC_JDBCMULTIDS

MGMT$WEBLOGIC_JDBCMULTIDSビューには、JDBCマルチ・データ・ソースに関する一般的な情報が表示されます。


表13-21 MGMT$WEBLOGIC_JDBCMULTIDS

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
JDBCマルチ・データ・ソース名


	
JNDINAME

	
このデータ・ソースのバインド先のJNDIパス


	
ALGORITHMTYPE

	
マルチ・データ・ソースの接続リクエスト処理を決定するアルゴリズム


	
DATASOURCELIST

	
マルチ・データ・ソースが接続リクエストを送信するデータ・ソースのリストリスト内のデータ・ソースの順序は、フェイルオーバーの順序を決定します。












13.3.6 MGMT$WEBLOGIC_JMSCONNFACTORY

MGMT$WEBLOGIC_JMSCONNFACTORYビューには、JMS接続ファクトリに関する一般的な情報が表示されます。


表13-22 MGMT$WEBLOGIC_JMSCONNFACTORY

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
Java Message Service (JMS)接続ファクトリの名前


	
MODULENAME

	
JMSモジュールの名前


	
JNDINAME

	
クラスタ化されたJNDIネームスペース内で接続ファクトリをルックアップするのに使用するグローバルJNDI名


	
TXNTIMEOUTINSECS

	
この接続ファクトリで作成された接続上のすべてのトランザクションのタイムアウト値(秒)


	
ACKNOWLEDGEPOLICY

	
CLIENT_ACKNOWLEDGEモードを使用し、トランザクションが未処理のセッションに対する承認ポリシー


	
MESSAGESMAXIMUM

	
非同期セッション向けに存在でき、メッセージ・リスナーにまだ渡されていないメッセージの最大数


	
SENDTIMEOUT

	
宛先に、送信されようとしているメッセージ用に利用できる領域が十分にない(割当てがない)場合に、送信側が待機する最長時間(ミリ秒)












13.3.7 MGMT$WEBLOGIC_JMSQUEUE

MGMT$WEBLOGIC_JMSQUEUEビューには、JMSキューに関する一般的な情報が表示されます。


表13-23 MGMT$WEBLOGIC_JMSQUEUE

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
JMSキューの名前


	
MODULENAME

	
JMSモジュールの名前


	
JNDINAME

	
クラスタ化されたJNDIネームスペース内でJMSキューをルックアップするのに使用するグローバルJNDI名


	
MAXIMUMMESSAGESIZE

	
この宛先でプロデューサから受信するメッセージの最大サイズ


	
BYTESMAXIMUM

	
この宛先でプロデューサから受信するメッセージの最大サイズ


	
MESSAGESMAXIMUM

	
この割当てを使用する宛先に格納できる合計メッセージ数


	
BYTESPAGINGENABLED

	
このJMSサーバーに対して有効なバイト・ページング


	
MESSAGESPAGINGENABLED

	
このJMSサーバーに対して有効なメッセージ・ページング


	
STOREENABLED

	
このJMSサーバーに対して有効なストア


	
TARGET

	
JMSキューのターゲットのJMSサーバー












13.3.8 MGMT$WEBLOGIC_JMSSERVER

MGMT$WEBLOGIC_JMSSERVERビューには、JMSサーバーに関する一般的な情報が表示されます。各行は、WebLogicサーバー用に構成されているJMSサーバーの構成データを表します。


表13-24 MGMT$WEBLOGIC_JMSSERVER

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
JMSサーバーの名前


	
BYTESMAXIMUM

	
このJMSサーバーに格納できる最大バイト数


	
MESSAGESMAXIMUM

	
このJMSサーバーに格納できる最大メッセージ数


	
MESSAGEBUFFERSIZE

	
このJMSサーバーが、メッセージ本文をディスクに書き込む前に格納するために使用可能なメモリー量(バイト)


	
MAXIMUMMESSAGESIZE

	
このJMSサーバー上の個々のメッセージに許可される最大バイト数


	
PERSISTENTSTORE

	
このJMSサーバーが永続メッセージを格納するファイルまたはデータベース


	
STOREENABLED

	
永続ストア対応ステータス












13.3.9 MGMT$WEBLOGIC_JMSTOPIC

MGMT$WEBLOGIC_JMSTOPICビューには、JMSトピックに関する一般的な情報が表示されます。


表13-25 MGMT$WEBLOGIC_JMSTOPIC

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
JMSトピックの名前


	
MODULENAME

	
JMSモジュールの名前


	
JNDINAME

	
クラスタ化されたJNDIネームスペース内でJMSトピックをルックアップするのに使用するグローバルJNDI名


	
MAXIMUMMESSAGESIZE

	
この宛先でプロデューサから受信するメッセージの最大サイズ


	
BYTESMAXIMUM

	
この割当てを使用する宛先に格納できる合計バイト数


	
MESSAGESMAXIMUM

	
この割当てを使用する宛先に格納できる合計メッセージ数


	
MULTICASTPORT

	
このトピックがマルチキャスト・コンシューマにメッセージを送信するために使用するIPポート


	
TARGET

	
JMSトピックのターゲットのJMSサーバー












13.3.10 MGMT$WEBLOGIC_JOLTCONNPOOL

MGMT$WEBLOGIC_JOLTCONNPOOLビューには、Jolt接続プールに関する一般的な情報が表示されます。


表13-26 MGMT$WEBLOGIC_JOLTCONNPOOL

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
Jolt接続プールの名前


	
PRIMARYADDRESSES

	
プライマリJoltサーバー・リスナー(JSL)のアドレス・リスト


	
FAILOVERADDRESSES

	
接続プールがプライマリ・アドレスへの接続を確立できない場合、またはプライマリ接続が失敗した場合に使用されるJoltサーバー・リスナー(JSL)アドレスのリスト


	
MINIMUMPOOLSIZE

	
WebLogic Serverが起動したときに、このJolt接続プールに追加する接続の最小数


	
MAXIMUMPOOLSIZE

	
このJolt接続プールから開始できる接続の最大数


	
RECVTIMEOUT

	
タイムアウトするまでクライアントがレスポンスの受信を待機する秒数












13.3.11 MGMT$WEBLOGIC_JVMSYSPROPS

MGMT$WEBLOGIC_JVMSYSPROPSビューの各行は、WebLogicサーバー用に構成されているJVMシステム・プロパティの構成データを表します。


表13-27 MGMT$WEBLOGIC_JVMSYSPROPS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
KEY

	
JVMシステム・プロパティ名


	
VALUE

	
オペレーティング・システム(OS)ユーザー、名前、バージョン、アーキテクチャ、JavaホームおよびJVMバージョンの値












13.3.12 MGMT$WEBLOGIC_MACHINE

MGMT$WEBLOGIC_MACHINEビューには、システムに関する一般的な情報が表示されます。


表13-28 MGMT$WEBLOGIC_MACHINE

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
MACHINENAME

	
システムの名前


	
MACHINETYPE

	
システムのタイプ


	
POSTBINDGID

	
このシステムで稼働するサーバーが、すべての権限起動アクションの実行後に動作する際のUNIXグループID (GID)。指定しない場合、サーバーは引き続き起動時のグループで動作します。(「バインド後のGID」を有効にする必要があります。)


	
POSTBINDGIDENABLED

	
このシステムで稼働するサーバーを、すべての権限起動アクションの実行後にUNIXグループID (GID)にバインドするかどうかを指定します。


	
POSTBINDUID

	
このシステムで稼働するサーバーが、すべての権限起動アクションの実行後に動作する際のUNIXユーザーID (UID)。指定しない場合、サーバーは引き続き起動時のアカウントで動作します。(「バインド後のUID」を有効にする必要があります。)


	
POSTBINDUIDENABLED

	
このシステムで稼働するサーバーを、すべての権限起動アクションの実行後にUNIXユーザーID (UID)にバインドするかどうかを指定します。












13.3.13 MGMT$WEBLOGIC_NETWORK_CHANNELS

MGMT$WEBLOGIC_NETWORK_CHANNELSビューには、ネットワーク・チャネルに関する一般的な情報が表示されます。


表13-29 MGMT$WEBLOGIC_NETWORK_CHANNELS

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
ネットワーク・チャネルの名前


	
LISTEN_ADDRESS

	
受信接続をリスニングするのに、このネットワーク・チャネルが使用するIPアドレスまたはDNS名


	
LISTEN_PORT

	
このネットワーク・チャネルが、通常の(非SSL)受信接続をリスニングするのに使用する、デフォルトのTCPポート


	
ENABLED

	
このチャネルを開始するかどうかを指定します。


	
SDP_ENABLED

	
ソケット・ダイレクト・プロトコル(SDP)がこのチャネルで有効かどうかを指定します。


	
OUTBOUND_ENABLED

	
新規のサーバー間接続で、接続の開始時にこのネットワーク・チャネルを考慮するかどうかを指定します。


	
CUSTOM_PROPERTIES

	
ネットワーク・チャネルのカスタム・プロパティ












13.3.14 MGMT$WEBLOGIC_NODEMANAGER

MGMT$WEBLOGIC_NODEMANAGERビューには、ノード・マネージャに関する一般的な情報が表示されます。


表13-30 MGMT$WEBLOGIC_NODEMANAGER

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
LISTENADDRESS

	
ノード・マネージャが接続リクエストをリスニングするホスト名またはIPアドレス


	
MACHINENAME

	
ノード・マネージャ・システムの名前


	
NMTYPE

	
ノード・マネージャ・タイプ


	
LISTENPORT

	
ノード・マネージャが接続リクエストをリスニングするポート番号


	
NODEMANAGERUSERNAME

	
ノード・マネージャのユーザー名


	
STARTSCRIPTENABLED

	
nodemanager.properties内のStartScriptEnabledプロパティの値


	
NODEMANAGERHOME

	
ノード・マネージャのホーム・ディレクトリ・パス












13.3.15 MGMT$WEBLOGIC_RACONFIG

MGMT$WEBLOGIC_RACONFIGビューには、リソース・アダプタに関する一般的な情報が表示されます。


表13-31 MGMT$WEBLOGIC_RACONFIG

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
リソース・アダプタの名前


	
VERSION

	
リソース・アダプタのバージョン


	
VENDORNAME

	
ベンダー名


	
EISTYPE

	
エンタープライズ情報システム(EIS)タイプ


	
RAVERSION

	
リソース・アダプタ・バージョン


	
ENABLEACCESS

	
アプリケーション外からのアクセスの有効化












13.3.16 MGMT$WEBLOGIC_RAOUTBOUNDCONFIG

MGMT$WEBLOGIC_RAOUTBOUNDCONFIGビューには、リソース・アダプタ・アウトバウンド構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-32 MGMT$WEBLOGIC_RAOUTBOUNDCONFIG

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
リソース・アダプタの名前


	
CONNFACTINTERFACE

	
接続ファクトリ・インタフェース


	
MANAGEDCONNFACTCLASS

	
管理対象接続ファクトリ・クラス


	
JNDINAME

	
JNDI名


	
TRANSACTIONSUPPORT

	
特定の接続ファクトリのトランザクション・サポートのレベルを指定します。これによって、リソース・アダプタのすべての接続ファクトリのデフォルト値となる、ra.xmlデプロイメント記述子で指定されているトランザクションサポート値をオーバーライドできます。


	
INITIALCAPACITY

	
WebLogic Serverでデプロイメント時に作成を試みるManagedConnectionsの初期数を指定します。


	
MAXCAPACITY

	
WebLogic Serverが許容するManagedConnectionの最大数を指定します。この制限を超えてManagedConnectionの割当をリクエストすると、呼出し側にResourceAllocationExceptionが返されます。


	
CAPACITYINCREMENT

	
追加のManagedConnectionの最大数を指定します。WebLogic Serverは、保持している接続プールのサイズを変更する際にこの数の接続を作成しようとします。


	
SHRINKENABLED

	
システム・リソースを制御する方法として、未使用のManagedConnectionsを破棄して接続プールから削除するかどうかを指定します。


	
SHRINKFREQ

	
未使用のManagedConnectionsを破棄する各試行間で接続プール管理が待機する時間(秒)を指定します。


	
HIGHNOWAITER

	
プールからの接続の予約を待機する間、同時にブロックできるスレッドの最大数を指定します。


	
HIGHNOUNAVAILABLE

	
接続のリフレッシュなどの目的で、アプリケーションでの使用を不可能にできるプール内のManagedConnectionsの最大数を指定しましす。


	
CONNCREATIONRETRYFREQ

	
接続プールでデータベースへの接続の確立を再試行する間隔(秒)


	
CONNRESERVETIMEOUT

	
接続プールからの接続を予約するコールがタイムアウトするまでの秒数


	
TESTFREQUENCY

	
WebLogic Serveで未使用のデータベース接続をテストする間隔(秒)


	
TESTCONNONCREATE

	
作成後、プール内の使用可能な接続のリストへの追加前にWebLogic Serverで接続をテストするかどうかを指定します。


	
TESTCONNONRELEASE

	
このJDBC接続プールに返す前にWebLogic Serverで接続をテストするかどうかを指定します。


	
TESTCONNONRESERVE

	
クライアントに渡す前にWebLogic Serverで接続をテストするかどうかを指定します。


	
PROFILEHARVESTFREQ

	
接続プールのプロファイルを取得する頻度を指定します。


	
IGNOREINUSECONNENABLED

	
この要素は、接続プールが停止される際、その時点で使用中の接続を無視できるかどうかの指定に使用されます。


	
MATCHCONNSUPPORTED

	
リソース・アダプタがManagedConnectionFactory.matchManagedConnections()メソッドをサポートするかどうかを示します。リソース・アダプタがこのメソッドをサポートしない(このメソッドに対して常にnullを戻す)場合、WebLogic Serverは接続リクエストのこのメソッド呼出しを無視します。












13.3.17 MGMT$WEBLOGIC_RESOURCECONFIG

MGMT$WEBLOGIC_RESOURCECONFIGビューには、リソース構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-33 MGMT$WEBLOGIC_RESOURCECONFIG

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
STARTHEAP

	
開始ヒープ値


	
MAXHEAP

	
最大ヒープ値












13.3.18 MGMT$WEBLOGIC_SERVER

MGMT$WEBLOGIC_SERVERビューには、Oracle WebLogic Serverの様々なポートに関する情報が表示されます。


表13-34 MGMT$WEBLOGIC_SERVER

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
LISTENPORT

	
このサーバーが、通常(非SSL)受信接続をリスニングするのに使用する、デフォルトのTCPポート


	
ADMINISTRATIONPORT

	
このWebLogic Serverドメインに共通のセキュアな管理ポート


	
NATIVEIOENABLED

	
サーバー用にネイティブの入力または出力を有効にするかどうかを指定します。


	
MAXOPENSOCKETCOUNT

	
特定の時点におけるサーバー内のオープン・ソケットの許容最大数


	
STUCKTHREADMAXTIME

	
このサーバーが、スレッドをスタック・スレッドであるとみなすまでに、スレッドが継続して処理を行っている必要のある秒数


	
STUCKTHREADTIMERINTERVAL

	
構成された最大期間の間、スレッドが継続的に動作してきたかどうかを確認するために、WebLogic Serverがスレッドを定期的にスキャンする間隔(秒)


	
ACCEPTBACKLOG

	
このサーバーの通常ポートおよびSSLポートに対して許可するバックログされた新しいTCP接続リクエストの数


	
LOGINTIMEOUT

	
このサーバーのデフォルト(非SSL)リスニング・ポートのログイン・タイムアウト。これは、確立する新規接続に許可された最大時間です。


	
MANAGEDSERVERINDENABLED

	
管理サーバーが使用できないときに、この管理対象サーバーを起動できるかどうかを指定します。


	
LOWMEMGCTHRESHOLD

	
このサーバーが低メモリー条件をログに記録し、サーバーの状態を警告に変更する、しきい値レベル(パーセント)


	
LOWMEMGRANULARITYLEVEL

	
このサーバーが低メモリー条件をログに記録し、サーバーの状態を警告に変更する、粒度レベル(パーセント)


	
LOWMEMORYSAMPLESIZE

	
LowMemoryTimeIntervalに指定された期間、このサーバーが空きメモリーの状況を確認する回数


	
LOWMEMTIMEINTERVAL

	
このサーバーが平均空きメモリーの値を判別する時間間隔(秒)


	
SSLLISTENPORT

	
このサーバーがSSL接続リクエストをリスニングするTCP/IPポート


	
SSLLOGINTIMEOUT

	
SSLログイン・タイムアウト


	
CLUSTERNAME

	
このサーバーが属するクラスタまたはWebLogic Serverインスタンスのグループ


	
CLUSTERWEIGHT

	
クラスタ内の他サーバーとの比較で、このサーバーにかかる負荷の割合


	
JAVAVMVENDOR

	
Java仮想マシン(VM)ベンダー


	
JAVAVERSION

	
このサーバーにインストールされているJavaバージョン


	
MACHINENAME

	
このサーバーがインストールされているシステムの名前


	
DOMAINHOME

	
WebLogicサーバー・ターゲットを含むWebLogicドメインのパス


	
MAXPOSTSIZE

	
最大転送サイズ


	
JSSE_ENABLED

	
Java Secure Socket Extension (JSSE)が有効


	
SCATTERED_READS_ENABLED

	
NIOソケット・チャネル経由のスキャタ読取りを有効にするかどうかを指定します。


	
GATHERED_WRITES_ENABLED

	
NIOソケット・チャネル経由のギャザー書込みを有効にするかどうかを指定します。


	
REPLICATION_PORTS

	
WebLogicサーバーがExalogicシステムで稼働している場合にレプリケーション・チャネルによって使用されるリスニング・ポート


	
BINARY_HOST

	
あるホストにインストールされているWebLogicバイナリが、他のホストで稼働しているWebLogicインスタンスでマウントを介して使用される場合にWebLogicがインストールされているホスト


	
BINARY_WEBLOGICHOME

	
バイナリ・ホストでWebLogicバイナリがインストールされているWebLogicホーム


	
LISTENADDRESS

	
構成されている非セキュアなポートでサーバーがリスニングしているリスニング・アドレス


	
SSLLISTENADDRESS

	
構成されているセキュアなポートでサーバーがリスニングしているリスニング・アドレス












13.3.19 MGMT$WEBLOGIC_STARTSHUTCLASSES

MGMT$WEBLOGIC_STARTSHUTCLASSESビューには、起動および停止クラスに関する一般的な情報が表示されます。


表13-35 MGMT$WEBLOGIC_STARTSHUTCLASSES

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
起動クラスまたは停止クラスの名前


	
TYPE

	
クラスのタイプ - 起動または停止


	
CLASSNAME

	
ロードし、実行するクラスの完全修飾名。クラスはサーバーのクラス・パスにある必要があります。


	
DEPLOYMENTORDER

	
デプロイの優先度。サーバーはこの値を使用して項目のデプロイ順を決定します。優先度は、同じタイプでデプロイ可能なアイテム間で決められます。


	
ARGUMENTS

	
サーバーでクラスを初期化するために使用する引数












13.3.20 MGMT$WEBLOGIC_VIRTUALHOST

MGMT$WEBLOGIC_VIRTUALHOSTビューには、仮想ホスト構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-36 MGMT$WEBLOGIC_VIRTUALHOST

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
仮想ホストの名前


	
DEPLOYMENTORDER

	
デプロイの優先度。サーバーはこの値を使用して項目のデプロイ順を決定します。優先度は、同じタイプでデプロイ可能なアイテム間で決められます。


	
FRONTENDHOST

	
リダイレクト対象のすべてのURLが送られるホストの名前。これを指定すると、WebLogic ServerはHOSTヘッダーの値ではなくこの値を使用するようになります。


	
FRONTENDHTTPPORT

	
リダイレクト対象のすべてのURLが送られるHTTPポートの名前。これを指定すると、WebLogic ServerはHOSTヘッダーの値ではなくこの値を使用するようになります。


	
FRONTENDHTTPSPORT

	
リダイレクト対象のすべてのURLが送られるセキュアHTTPポートの名前。これを指定すると、WebLogic ServerはHOSTヘッダーの値ではなくこの値を使用するようになります。


	
VIRTUALHOSTNAMES

	
この仮想ホストがかわりにリクエストを処理するホスト名の改行区切りのリスト


	
NETWORKACCESSPOINT

	
この仮想ホストがかわりにHTTPリクエストを処理する専用サーバーのチャネル名(NetworkAccessPoint)


	
LOGFILENAME

	
HTTPリクエストを格納するファイルの名前。パス名が絶対パス名でない場合、パスは、このサーバーが実行されているシステムのルート・ディレクトリからの相対パスとみなされます。


	
LOGGINGENABLED

	
このサーバーがHTTPリクエストをロギングするかどうかを示します。


	
MAXPOSTSIZE

	
このサーバーで許可される、サーブレット・リクエスト中のHTTP POSTデータの読取りに対する最大POSTサイズ。0より小さい値は、サイズが無制限であることを示します。












13.3.21 MGMT$WEBLOGIC_WEBAPPCOMPONENT

MGMT$WEBLOGIC_WEBAPPCOMPONENTビューには、Webモジュールに関する一般的な情報が表示されます。


表13-37 MGMT$WEBLOGIC_WEBAPPCOMPONENT

	列	説明
	
NAME

	
Webモジュールの名前


	
APPLICATION

	
コンポーネントを含むアプリケーションの名前


	
DEPLOYMENTORDER

	
項目をデプロイする際、サーバーで使用する優先度。優先度は、同じタイプの他のデプロイ可能な項目に対する相対的な値です。


	
CONTEXTPATH

	
Webモジュールのコンテキスト・パス


	
SESSIONTIMEOUTSECS

	
セッション・タイムアウト(秒)












13.3.22 MGMT$WEBLOGIC_WORKMANAGER

MGMT$WEBLOGIC_WORKMANAGERビューには、ワーク・マネージャ構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-38 MGMT$WEBLOGIC_WORKMANAGER

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_j2eeserver


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
NAME

	
ワーク・マネージャの名前


	
IGNORESTUCKTHREADS

	
このワーク・マネージャで「スタック」スレッドを無視するかどうかを指定します。


	
MINIMUMTHREADS

	
この制約を共有するリクエストを同時に実行する最小スレッド数


	
MAXIMUMTHREADS

	
この制約を共有するリクエストを同時に実行可能な最大スレッド数


	
REQUESTCLASSTYPE

	
リクエスト・クラスのタイプ


	
REQUESTCLASSNAME

	
リクエスト・クラス名


	
CAPACITYCONSTRAINT

	
エンキューされ得るリクエストの総数












13.3.23 MGMT$WEBLOGIC_WSCONFIG

MGMT$WEBLOGIC_WSCONFIGビューには、Webサービス構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-39 MGMT$WEBLOGIC_WSCONFIG

	列	説明
	
NAME

	
Webサービス構成の名前


	
SERVICENAME

	
Webサービスの名前。Webサービスについて記述するWSDLのservice要素のname属性に対応します。


	
APPNAME

	
アプリケーション名


	
IMPLEMENTATIONTYPE

	
サービスの実装タイプ

使用可能な値は次のとおりです。

	
JAX-WS 2.0


	
JAX-RPC 1.1





	
URI

	
このWebサービスのURI。値は、Webサービスを示すWSDLのエンドポイント・アドレスの最後の部分に該当します。












13.3.24 MGMT$WEBLOGIC_WSPORTCONFIG

MGMT$WEBLOGIC_WSPORTCONFIGビューには、Webサービス・ポート構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-40 MGMT$WEBLOGIC_WSPORTCONFIG

	列	説明
	
NAME

	
Webサービス・ポート構成の名前


	
SERVICENAME

	
Webサービスの名前。Webサービスについて記述するWSDLのservice要素のname属性に対応します。


	
APPNAME

	
アプリケーション名


	
TRANSPORTPROTOCOL

	
HTTP、HTTPS、JMSなどの、このWebサービスの呼出しに使用されるトランスポート・プロトコル。














13.4 Oracle WebLogicドメイン・ビュー

この項では、各Oracle WebLogicドメイン・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$WEBLOGIC_DOMAIN


	
MGMT$WEBLOGIC_OPSSSYSPROP


	
MGMT$WEBLOGIC_OAMCONFIG






13.4.1 MGMT$WEBLOGIC_DOMAIN

MGMT$WEBLOGIC_DOMAINビューには、WebLogicドメイン構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-41 MGMT$WEBLOGIC_DOMAIN

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_domain


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
ADMINISTRATIONPORTENABLED

	
WebLogic管理ポート


	
PRODUCTIONMODEENABLED

	
WebLogicサーバーの本番モード・ステータス


	
EXALOGIC_OPT_ENABLED

	
Exalogicの最適化が有効なステータス


	
NAME

	
WebLogicドメインの名前


	
DOMAINVERSION

	
WebLogicドメインのバージョン












13.4.2 MGMT$WEBLOGIC_OPSSSYSPROP

MGMT$WEBLOGIC_OPSSSYSPROPビューには、Oracle Platform Security Services (OPSS)システム・プロパティに関する一般的な情報が表示されます。


表13-42 MGMT$WEBLOGIC_OPSSSYSPROP

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_domain


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
COMBINER_LAZYEVAL

	
パーミッション・チェックのトリガー時にサブジェクトの保護ドメインの評価を有効または無効にします。デフォルト値: FALSE


	
COMBINER_OPTIMIZE

	
サブジェクトの保護ドメインのキャッシュを有効または無効にします。デフォルト値: FALSE


	
AUTHORIZATION

	
実行時およびデバッグのオーバーヘッドを軽減するJDK APIのAccessController.checkPermissionのコールの委任を有効または無効にします。デフォルト値: FALSE


	
HYBRID_MODE

	
混合モードを有効または無効にします。混合モードを使用すると、Sun java.security.PolicyからOPSS Java PolicyProviderへの移行が容易になります。デフォルト値: TRUE












13.4.3 MGMT$WEBLOGIC_OAMCONFIG

MGMT$WEBLOGIC_OAMCONFIGビューの各行は、WebLogicドメイン用に構成されているOracle Access Manager (OAM)の構成データを表します。


表13-43 MGMT$WEBLOGIC_OAMCONFIG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
PORT

	
OAMがデプロイされているポートの値を指定します。


	
HOSTNAME

	
OAMがデプロイされているホストの名前を指定します。














13.5 Oracle WebLogicクラスタ・ビュー

この項では、Oracle WebLogicクラスタ・ビューMGMT$WEBLOGIC_CLUSTERとその列について説明します。


13.5.1 MGMT$WEBLOGIC_CLUSTER

MGMT$WEBLOGIC_CLUSTERビューには、WebLogicクラスタ構成に関する一般的な情報が表示されます。


表13-44 MGMT$WEBLOGIC_CLUSTER

	列	説明
	
CM_TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
CM_TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ: weblogic_cluster


	
CM_TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲットの名前


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
メトリックが収集された日時


	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
スナップショットのGUID


	
SESS_LAZY_DESER_ENABLED

	
遅延セッション・デシリアライズが有効


	
CLUSTER_ADDRESS

	
クラスタ・アドレス


	
CLUSTER_BROADCAST_CHANNEL

	
クラスタのブロードキャスト・チャネル


	
DEFAULT_LOAD_ALGO

	
デフォルトのロード・アルゴリズム


	
CLUSTER_MESSAGING_MODE

	
クラスタ・メッセージング・モード


	
CLUSTER_TYPE

	
クラスタ・タイプ


	
REPLICATION_CHANNEL

	
レプリケーション・チャネル




















14 監視ビュー

この章では、各監視ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$ALERT_CURRENT


	
MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONS


	
MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGS


	
MGMT$AVAILABILITY_CURRENT


	
MGMT$AVAILABILITY_HISTORY


	
MGMT$ALERT_HISTORY


	
MGMT$AVAIL_ALERT_HISTORY


	
MGMT$METRIC_DETAILS


	
MGMT$METRIC_CURRENT


	
MGMT$METRIC_HOURLY


	
MGMT$METRIC_DAILY




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



14.1 MGMT$ALERT_CURRENT

MGMT$ALERT_CURRENTには、管理リポジトリに記録されている非消去状態のアラートに関する現在の情報が表示されます。特定のメトリックに対する非消去ステータスの最新のオープン・アラートのみこのビューに表示されます。


表14-1 MGMT$ALERT_CURRENT

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
VIOLATION_GUID

	
アラートの一意の識別子


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は、空白1個です。たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
アラート条件が管理エージェントにより検出された日時


	
ALERT_STATE

	
アラート条件の状態を識別するために管理エージェントから送信される内部アラート・コードの、ユーザーが判読可能な説明。メトリックしきい値がどちらかの方向に超過するたびに、または管理エージェントが再起動された場合に、アラート・レコードが管理エージェントからリポジトリに転送されます。この列の値には、次の文字列のいずれかが含まれます。

	
警告


	
クリティカル




メトリックのアラート条件が消去状態になると、このビューから確認できなくなります。


	
VIOLATION_TYPE

	
ユーザーが判読可能な違反のタイプの説明。可能な値は次のとおりです。

	
アラートがメトリックしきい値に基づいてトリガーされた場合はしきい値違反


	
アラートが可用性メトリックに対してトリガーされた場合は可用性


	
アラートがポリシー違反に基づいてトリガーされた場合はポリシー違反





	
MESSAGE

	
アラートの作成時に生成されるオプションのメッセージであり、アラート条件に関する追加情報を提供します。


	
MESSAGE_NLSID

	
アラート・メッセージのNLSID。


	
MESSAGE_PARAMS

	
アラート・メッセージを書式設定するために使用する、&で区切られたURLエンコードされたパラメータが含まれます。


	
ACTION_MESSAGE

	
このアラートについて提案される英語のアクション・メッセージ


	
ACTION_MESSAGE_NLSID

	
アクション・メッセージのNLS ID


	
ACTION_MESSAGE_PARAMS

	
アクション・メッセージを変換するためのURLエンコードされたパラメータが含まれます。


	
TYPE_DISPLAY_NAME

	
ターゲット・タイプの表示名。









使用上の注意

	
メトリック、メトリックのセットまたは管理対象ターゲットについて、非消去状態にある現在のアラートをリストします。非消去アラート、カウントまたは選択のみが必要な場合は、このビューを使用すると、MGMT$ALERT_DETAILSビューを使用する場合よりもパフォーマンスが向上します。


	
問合せがメンバー・ターゲット名、ターゲット・タイプ、メトリック名およびメトリック列、またはこれらの列のサブセット(前述に含まれている場合)を左から右に参照する場合、このビューへのアクセスでは索引が使用されます。









14.2 MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONS

MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONSビューには、メトリック収集に関する情報が表示されます。


表14-2 MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されているメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は単一のスペースです。

たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_GUID

	
メトリックの一意のグローバル識別子(GUID)。このIDを使用して、レポート作成時にメトリック情報をメトリック・データ情報に関連付けることができます。


	
COLLECTION_NAME

	
収集の名前


	
IS_ENABLED

	
収集が現在有効かどうかを示します。

	
0=無効


	
1=有効





	
IS_REPOSITORY

	
これがリポジトリ側の収集かどうかを示します。リポジトリ側の収集には、メトリック値の計算を担当するPL/SQL評価プロシージャがあります。


	
FREQUENCY_CODE

	
メトリック収集頻度のタイプ。可能な値は次のとおりです。

	
1: 1回


	
2: 間隔


	
3: 日次


	
4: 毎週


	
5: 毎月


	
6: 毎年


	
7: リクエストごと





	
COLLECTION_FREQUENCY

	
メトリック収集の頻度。表示される値は、頻度コードによって異なります。

	
1回の場合、開始日時はDD-MON-YY HH24:MI形式で格納されます。


	
間隔タイプの場合は、分単位の頻度が格納されます。


	
日次/毎週/毎月/毎年タイプの場合は、収集の時間と分がHH24:MI形式で格納されます。


	
リクエストごとタイプの場合は、On-Demandが格納されます。





	
UPLOAD_POLICY

	
メトリック・データがアップロードまたは格納される頻度









使用上の注意

特定のターゲットのメトリック収集をリストします。






14.3 MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGS

MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGSビューには、管理リポジトリ内のすべてのターゲットについて格納されている現在のメトリック設定に関する情報が表示されます。このビューでは、管理エージェント側と管理リポジトリ側の両方のメトリックに関する情報が提供されます。


表14-3 MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子(GUID)


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は、空白1個です。たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_GUID

	
メトリックの一意のグローバル識別子。このIDを使用して、レポート作成時にメトリック情報をメトリック・データ情報に関連付けることができます。


	
COLLECTION_NAME

	
収集の名前


	
CATEGORY

	
メトリックのカテゴリの名前。すべてのメトリック・カテゴリのリストは、「MGMT$METRIC_CATEGORIES」を参照してください。


	
KEY_VALUE

	
メトリック設定のキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。しきい値が表メトリックに対するものでない場合、またはメトリック列内のすべての行にしきい値が適用される場合、この列の値には空白が1つ含まれます。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはキーの5番目の部分です。


	
KEY_OPERATOR

	
key_value列にSQLワイルドカードが含まれるかどうかを指定します。単一キー列メトリックでは、key_valueにワイルドカード文字が含まれている場合、値は1です。そうではない場合、0です。複数キーのメトリックの場合、すべてのキー列の演算子のリストがここに格納されます。たとえば、3つのキー(k1、k2、k3)があり、K1とK2でワイルドカードを使用し、K3で完全一致を使用する場合は、この列に011が格納されます。


	
HAS_ACTIVE_BASELINE

	
このkey_valueを持つメトリック行にアクティブなベースラインがあり、しきい値またはパラメータ値に対するユーザー更新が無視されることを指定するフラグです。


	
PREVENT_OVERRIDE

	
このkey_valueを持つメトリック行にテンプレートの上書きフラグがあることを指定するフラグです。テンプレートの上書きフラグがオンになると、テンプレート・アプリケーションはしきい値またはパラメータ値を更新しなくなります。


	
WARNING_OPERATOR

	
適用される警告しきい値条件を定義します。

	
0 - GT


	
1 - EQ


	
2 - LT


	
3 - LE


	
4 - GE


	
5 - CONTAINS


	
6 - NE


	
7 - MATCH: 正規表現





	
WARNING_THRESHOLD

	
警告しきい値


	
CRITICAL_OPERATOR

	
適用されるクリティカルしきい値条件を定義します。

	
0 - GT


	
1 - EQ


	
2 - LT


	
3 - LE


	
4 - GE


	
5 - CONTAINS


	
6 - NE


	
7 - MATCH: 正規表現





	
CRITICAL_THRESHOLD

	
クリティカルしきい値


	
OCCURRENCE_COUNT

	
違反を発生させるためにテストで起動する必要のある回数


	
WARNING_ACTION_TYPE

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、警告修正処理のジョブ・タイプを指定します。


	
WARNING_ACTION_JOB_OWNER

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、警告修正処理のジョブ所有者を指定します。


	
WARNING_ACTION_JOB_NAME

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、警告修正処理のジョブ名を指定します。


	
CRITICAL_ACTION_TYPE

	
構成されるクリティカル修正処理タイプ。可能な値は次のとおりです。

	
No-Action: 処理が構成されていない場合


	
Corrective-Action: リポジトリ側修正処理が構成されている場合


	
Agent-Fixit Job: エージェント側修正ジョブが構成されている場合





	
CRITICAL_ACTION_JOB_TYPE

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、クリティカル修正処理のジョブ・タイプを指定します。


	
CRITICAL_ACTION_JOB_OWNER

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、クリティカル修正処理のジョブ所有者を指定します。


	
CRITICAL_ACTION_JOB_NAME

	
WARNING_ACTION_TYPEがCorrective-Actionの場合、クリティカル修正処理のジョブ名を指定します。









使用上の注意

	
特定のターゲットのすべてのメトリック設定をリストします。


	
特定のターゲットおよびメトリックのメトリック設定をリストします。


	
特定のターゲット・メトリックに割り当てられている修正処理をリストします。









14.4 MGMT$AVAILABILITY_CURRENT

MGMT$AVAILABILITY_CURRENTビューには、管理リポジトリに格納されている最新のターゲット可用性情報に関する情報が表示されます。


表14-4 MGMT$AVAILABILITY_CURRENT

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
START_TIMESTAMP

	
ターゲットの可用性ステータスの変更が最初に検出された時刻


	
AVAILABILITY_STATUS

	
現在のターゲット可用性ステータス。この列には次のいずれかの値が入ります。

	
停止中のターゲット


	
ターゲット起動


	
メトリック・エラー


	
エージェント停止


	
使用不可


	
ブラックアウト


	
保留中/不明





	
AVAILABILITY_STATUS_CODE

	
可用性ステータスに対応するステータス・コード。

	
0 - 停止中のターゲット


	
1 - 稼働中のターゲット


	
2 - メトリック・エラー


	
3 - エージェント停止


	
4 - 使用不可


	
5 - ブラックアウト


	
6 - 保留中/不明





	
TYPE_DISPLAY_NAME

	
UIに表示されるターゲット・タイプの名前。









使用上の注意

特定のターゲットの現在の可用性ステータスを取得します。






14.5 MGMT$AVAILABILITY_HISTORY

MGMT$AVAILABILITY_HISTORYビューには、一定時間にわたるターゲットの可用性ステータスの変化に関する詳細な履歴情報が表示されます。


表14-5 MGMT$AVAILABILITY_HISTORY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
START_TIMESTAMP

	
ターゲットの可用性ステータスの変更が最初に検出された時刻


	
END_TIMESTAMP

	
ターゲットの可用性ステータスの変更が最後に検出された時刻


	
AVAILABILITY_STATUS

	
ターゲット可用性ステータス。この列には、次のいずれかの値が含まれます。

	
停止中のターゲット


	
ターゲット起動


	
メトリック・エラー


	
エージェント停止


	
使用不可


	
ブラックアウト


	
保留中/不明












使用上の注意

問合せでメンバーTARGET_NAME、TARGET_TYPEおよびSTART_TIMESTAMPが参照されている場合、このビューへのアクセスでは索引が使用されます。






14.6 MGMT$ALERT_HISTORY

MGMT$ALERT_HISTORYビューには、管理リポジトリに記録されているアラートの履歴情報が表示されます。


表14-6 MGMT$ALERT_HISTORY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
VIOLATION_GUID

	
アラートの一意の識別子


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されているメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は単一のスペースです。

たとえば、この表が、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明す表メトリックとして定義された場合、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
アラート条件が管理エージェントにより検出された日時


	
ALERT_STATE

	
アラート条件の状態を識別するために管理エージェントから送信される内部アラート・コードの、ユーザーが判読可能な説明。メトリックしきい値がどちらかの方向に超過するたびに、または管理エージェントが再起動された場合に、アラート・レコードが管理エージェントからリポジトリに転送されます。この列の値には、次の文字列のいずれかが含まれます。

	
警告


	
クリティカル




メトリックのアラート条件が消去状態になると、このビューから確認できなくなります。


	
ALERT_DURATION

	
アラート条件が最初に検出されてから消去されるまでの時間数


	
MESSAGE

	
アラートの作成時に生成されるオプションのメッセージであり、アラート条件に関する追加情報を提供します。


	
MESSAGE_NLSID

	
アラート・メッセージのNLSID。


	
MESSAGE_PARAMS

	
アラート・メッセージを書式設定するために使用する、&で区切られたURLエンコードされたパラメータが含まれます。


	
ACTION_MESSAGE

	
このアラートについて提案される英語のアクション・メッセージ


	
ACTION_MESSAGE_NLSID

	
アクション・メッセージのNLS ID


	
ACTION_MESSAGE_PARAMS

	
アクション・メッセージを変換するためのURLエンコードされたパラメータが含まれます。


	
VIOLATION_TYPE

	
違反のタイプの直感的な説明。可能な値は次のとおりです。

	
しきい値違反: アラートがメトリックしきい値に基づいてトリガーされた場合


	
可用性: アラートが可用性メトリックに対してトリガーされた場合


	
ポリシー違反: アラートがポリシー違反に基づいてトリガーされた場合





	
TYPE_DISPLAY_NAME

	
ターゲット・タイプの表示名。












14.7 MGMT$AVAIL_ALERT_HISTORY

MGMT$AVAIL_ALERT_HISTORYビューには、管理リポジトリに記録されているレスポンス・アラートの履歴情報が表示されます。


表14-7 MGMT$AVAIL_ALERT_HISTORY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
VIOLATION_GUID

	
違反の一意の識別子。


	
VIOLATION_LEVEL

	
違反の優先度は次のとおりです。

	
15: クリア


	
20: 警告


	
25: アラート





	
CYCLE_GUID

	
重大度ライフ・サイクルでの最初の違反の違反GUID。


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は空白1個です。


	
METRIC_GUID

	
メトリック列の一意のグローバル識別子


	
METRIC_LABEL

	
メトリックのユーザー表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
COLLECTION_TIMESTAMP

	
アラート条件が管理エージェントにより検出された日時


	
ALERT_STATE

	
アラート条件の状態を識別するために管理エージェントから送信される内部アラート・コードの、ユーザーが判読可能な説明。メトリックしきい値がどちらかの方向に超過するたびに、または管理エージェントが再起動された場合に、アラート・レコードが管理エージェントからリポジトリに転送されます。この列の値には、次の文字列のいずれかが含まれます。

	
警告


	
クリティカル





	
ALERT_DURATION

	
アラート条件が最初に検出されてから消去されるまでの時間数


	
MESSAGE

	
アラートの作成時に生成されるオプションのメッセージであり、アラート条件に関する追加情報を提供します。


	
MESSAGE_NLSID

	
アラート・メッセージのNLSID。


	
MESSAGE_PARAMS

	
アラート・メッセージを書式設定するために使用する、&で区切られたURLエンコードされたパラメータが含まれます。


	
ACTION_MESSAGE

	
このアラートについて提案される英語のアクション・メッセージ


	
ACTION_MESSAGE_NLSID

	
アクション・メッセージのNLS ID


	
ACTION_MESSAGE_PARAMS

	
アクション・メッセージを変換するためのURLエンコードされたパラメータが含まれます。


	
VIOLATION_TYPE

	
違反のタイプの直感的な説明。可能な値は次のとおりです。

	
しきい値違反: アラートがメトリックしきい値に基づいてトリガーされた場合


	
可用性: アラートが可用性メトリックに対してトリガーされた場合


	
ポリシー違反: アラートがポリシー違反に基づいてトリガーされた場合





	
TYPE_DISPLAY_NAME

	
ターゲット・タイプの表示名。












14.8 MGMT$METRIC_DETAILS

MGMT$METRIC_DETAILSビューには、個々のメトリック・サンプルの7日間ローリング・ウィンドウが表示されます。これらは、管理リポジトリにロードされた最新のサンプルのメトリック値に、時間ごとの統計に集計されていない以前のサンプルを加えたものです。


表14-8 MGMT$METRIC_DETAILS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_TYPE

	
定義されるメトリックの内部数値タイプのデコード。この列には、次のいずれかの値が含まれます。

	
数値


	
文字列


	
表


	
RAW


	
外部





	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は、空白1個です。たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
アラート条件が管理エージェントにより検出された日時


	
VALUE

	
現在のメトリック値は数値または文字列型であるため、この列はメトリックの値を文字列として返します。ビューのユーザーが問合せを数値メトリック値に制限している場合は、TO_NUMBER SQLファンクションを使用して値を数値形式で返すことができます。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。









使用上の注意

	
一定時間にわたるメトリックの個々の値を表示します。


	
メトリックについて異常なサンプルが収集された期間を識別します。


	
2つ以上のメトリック間の相関係数を計算します。


	
アラートに関連付けられているメトリック値を提供します。


	
このビューを使用した問合せがターゲット名、ターゲット・タイプ、メトリック名、メトリック列およびキー値を使用する場合、またはcollection_timestampに基づいている場合、その問合せでは索引を使用します。









14.9 MGMT$METRIC_CURRENT

MGMT$METRIC_CURRENTビューには、管理リポジトリにロードされた最新のメトリック値に関する情報が表示されます。


表14-9 MGMT$METRIC_CURRENT

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_TYPE

	
定義されるメトリックの内部数値タイプのデコード。この列には、次のいずれかの値が含まれます。

	
数値


	
文字列


	
表


	
RAW


	
外部





	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は、空白1個です。たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
COLLECTION_ TIMESTAMP

	
アラート条件が管理エージェントにより検出された日時


	
VALUE

	
現在のメトリック値は数値または文字列型であるため、この列はメトリックの値を文字列として返します。ビューのユーザーが問合せを数値メトリック値に制限している場合は、TO_NUMBER SQLファンクションを使用して値を数値形式で返すことができます。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。









使用上の注意

	
管理リポジトリに格納されているメトリックの最新値を取得します。


	
ターゲットの最新のメトリックまたは特定の期間に対するメトリックを取得します。


	
このビューを使用した問合せがターゲット名、ターゲット・タイプ、メトリック名、メトリック列およびキー値を使用する場合、またはcollection_timestampに基づいている場合、その問合せでは索引を使用します。









14.10 MGMT$METRIC_HOURLY

MGMT$METRIC_HOURLYビューには、個々のメトリック・サンプルから時間単位の期間に集計されたメトリック統計情報が表示されます。たとえば、メトリックが15分ごとに収集される場合、1時間のロールアップは、4つの個々のサンプルを平均することで、4つのサンプルを単一の時間単位の値に集計します。統計の現在の時間は、このビューからは直接使用できません。このビューから提供される情報の適時性は、ビューに対する問合せがいつ実行されたか、また毎時ロールアップ表が最後にリフレッシュされたのはいつかに依存します。


表14-10 MGMT$METRIC_HOURLY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は、空白1個です。たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。


	
ROLLUP_TIMESTAMP

	
ロールアップ・タイムスタンプは、ロールアップ期間の開始を示します。1時間のロールアップでは、00分から59分までの時間境界に含まれるサンプルが結合されます。たとえば、12:00AMから12:59AMまでのサンプルは単一の集計レコードに結合され、ロールアップ・タイムスタンプはその日付の12:00AMになります。


	
SAMPLE_COUNT

	
集計されたメトリックのNULL以外のサンプル数


	
AVERAGE

	
ロールアップ期間に含まれていたサンプルのメトリック値の平均。


	
MINIMUM

	
ロールアップ期間に含まれていたサンプルのメトリックの最小値


	
MAXIMUM

	
ロールアップ期間に含まれていたサンプルのメトリックの最大値


	
STANDARD_DEVIATION

	
ロールアップ期間に含まれていたメトリック値の標準偏差









使用上の注意

	
このビューでは、1日間でのメトリックの値の変化を示す最善レベルの粒度が提供されます。


	
メトリックまたはメトリックのセットが最大化されるときの時間単位の期間を示します。


	
1時間の期間にわたってメトリックがどのように変化するかを理解してください。


	
特定の時間に問題があると識別された場合は、ターゲットについて収集されたメトリックの値を識別します。


	
このビューを使用した問合せがtarget_name、metric_nameを使用する場合、またはrollup_timestampに基づいている場合、その問合せでは索引を使用します。









14.11 MGMT$METRIC_DAILY

MGMT$METRIC_DAILYビューには、過去24時間の期間に収集されたサンプルから集計されたメトリック統計が表示されます。このビューから提供される情報の適時性は、ビューに対する問合せがいつ実行されたか、また毎時ロールアップ表が最後にリフレッシュされたのはいつかに依存します。


表14-11 MGMT$METRIC_DAILY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
メトリックが収集されたターゲットの名前。ターゲット名は、管理リポジトリ内の管理対象ターゲットを一意に識別します。通常、ターゲット名には、システムまたはデータベース管理者によって提供された管理対象エンティティの名前が含まれます。


	
TARGET_TYPE

	
ターゲット・タイプは、ターゲットに適用されるメトリックのセットを定義します。


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のグローバル識別子


	
METRIC_NAME

	
定義されるメトリックの名前


	
METRIC_COLUMN

	
表メトリックの場合、メトリック列には定義される表の列名が含まれます。定義されるメトリックが表メトリックでない場合、この列の値は、空白1個です。たとえば、MGMT$TARGET_TYPEビューを説明する表を表メトリックとして定義する場合は、「列名」、「データ型」および「説明」がメトリック列になります。


	
METRIC_LABEL

	
定義されるメトリックの直感的な表示名


	
COLUMN_LABEL

	
表メトリックの場合、列ラベルにはメトリック列の直感的な表示名が含まれます。


	
KEY_VALUE

	
アラートが記録されたキー値。コンポジット・キーの場合、これはキーの最初の部分です。


	
KEY_VALUE2

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの2番目の部分です。


	
KEY_VALUE3

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの3番目の部分です。


	
KEY_VALUE4

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの4番目の部分です。


	
KEY_VALUE5

	
コンポジット・キーの場合、これはアラートが記録されたキーの5番目の部分です。


	
ROLLUP_TIMESTAMP

	
ロールアップ・タイムスタンプは、ロールアップ期間の開始を示します。1時間のロールアップでは、00分から59分までの時間境界に含まれるサンプルが結合されます。たとえば、12:00AMから12:59AMまでのサンプルは単一の集計レコードに結合され、ロールアップ・タイムスタンプはその日付の12:00AMになります。


	
SAMPLE_COUNT

	
集計されたメトリックのNULL以外のサンプル数


	
AVERAGE

	
ロールアップ期間に含まれていたサンプルのメトリック値の平均。


	
MINIMUM

	
ロールアップ期間に含まれていたサンプルのメトリックの最小値


	
MAXIMUM

	
ロールアップ期間に含まれていたサンプルのメトリックの最大値


	
STANDARD_DEVIATION

	
ロールアップ期間に含まれていたメトリック値の標準偏差









使用上の注意

	
このビューでは、1週間または1か月間でのメトリックの値の変化を示す最善の粒度が提供されます。


	
メトリック値の傾向を理解してください。


	
このビューを使用した問合せがtarget_name、metric_nameを使用する場合、またはrollup_timestampに基づいている場合、その問合せでは索引を使用します。















15 オペレーティング・システム・ビュー

この章では、各オペレーティング・システム・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$OS_SUMMARY


	
MGMT$OS_COMPONENTS


	
MGMT$OS_HW_SUMMARY


	
MGMT$OS_PATCH_SUMMARY


	
MGMT$OS_FS_MOUNT


	
MGMT$OS_KERNEL_PARAMS


	
MGMT$OS_PATCHES


	
MGMT$OS_PROPERTIES


	
MGMT$OS_MODULES


	
MGMT$OS_LIMITS


	
MGMT$OS_INIT_SERVICES




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



15.1 MGMT$OS_SUMMARY

MGMT$OS_SUMMARYビューには、Oracleホーム・ディレクトリにインストールされているターゲットのサマリーが含まれます。


表15-1 MGMT$OS_SUMMARY

	列	説明
	
VENDOR_NAME

	
ベンダーの名前


	
BASE_VERSION

	
OSベース・バージョン


	
UPDATE_LEVEL

	
OS更新レベル


	
DISTRIBUTOR_VERSION

	
OSディストリビュータ・バージョン


	
MAX_SWAP_SPACE_IN_MB

	
スワップ領域の最大量


	
SNAPSHOT_GUID

	
オペレーティング・システム・スナップショットのグローバル一意識別子


	
ADDRESS_LENGTH_IN_BITS

	
ビット単位でのOSアドレス長


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
PLATFORM_ID

	
ホストのプラットフォームID


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
START_TIMESTAMP

	
ターゲットの可用性ステータスの変更が最初に検出された時刻。


	
RUN_LEVEL

	
オペレーティング・システムの実行レベル


	
DEFAULT_RUN_LEVEL

	
オペレーティング・システムのデフォルト実行レベル


	
PLATFORM_VERSION_ID

	
アプリケーション・システムのプラットフォーム・バージョンID番号


	
DBM_MEMBER

	
ホストがExadata構成の一部であるかどうかを示します。


	
EXALOGIC_MEMBER

	
ホストがExalogic構成の一部であるかどうかを示します。












15.2 MGMT$OS_COMPONENTS

MGMT$OS_COMPONENTSビューは、ホストOSコンポーネントのパフォーマンス情報を返します。


表15-2 MGMT$OS_COMPONENTS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
このターゲットの名前


	
COMPONENT_NAME

	
ソフトウェア・コンポーネントの名前。


	
TARGET_TYPE

	
このビューのターゲットのタイプ


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
START_TIMESTAMP

	
データが最初に収集された日時


	
INSTALLATION_DATE

	
コンポーネントのインストール日


	
VERSION

	
コンポーネントのバージョン


	
DESCRIPTION

	
コンポーネントの説明












15.3 MGMT$OS_HW_SUMMARY

MGMT$OS_HW_SUMMARYビューには、オペレーティング・システムとハードウェアの両方に関するサマリー情報が表示されます。


表15-3 MGMT$OS_HW_SUMMARY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
DOMAIN

	
ホストのドメイン


	
OS_NAME

	
オペレーティング・システム名


	
SYSTEM_CONFIGURATION

	
システム構成情報のサマリー


	
MACHINE_ARCHITECTURE

	
システム・アーキテクチャのサマリー


	
CLOCK_FREQUENCY_IN_MHZ

	
クロック周波数(MHz)


	
MEMORY_SIZE_IN_MB

	
メモリー・サイズ(MB)


	
LOCAL_DISK_SPACE_IN_GB

	
ローカル・ディスク領域(GB)


	
CPU_COUNT

	
CPUの数


	
HARDWARE_VENDOR_NAME

	
ハードウェア・ベンダーの名前


	
OS_VENDOR_NAME

	
システム・ベンダーの名前


	
OS_DISTRIBUTOR_VERSION

	
ディストリビューション・バージョン


	
SNAPSHOT_GUID

	
構成スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
PHYSICAL_CPU_COUNT

	
物理CPUの数


	
LOGICAL_CPU_COUNT

	
論理CPUの数


	
PLATFORM_ID

	
プラットフォームの識別番号


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
LAST_COLLECTION_TIMESTAMP

	
最終収集の日時


	
OS_RUN_LEVEL

	
オペレーティング・システムの実行レベル


	
OS_DEFAULT_RUN_LEVEL

	
オペレーティング・システムのデフォルト実行レベル


	
HOST_ID

	
ホストID番号


	
OS_PLATFORM_VERSION_ID

	
オペレーティング・システム・プラットフォームのバージョン番号


	
OS_DBM_MEMBER

	
ホストがExadata構成の一部であるかどうかを示します。


	
OS_EXALOGIC_MEMBER

	
ホストがExalogic構成の一部であるかどうかを示します。


	
VIRTUAL

	
特定のホストの識別子が仮想か物理か


	
SYSTEM_SERIAL_NUMBER

	
ホストのシステム・シリアル番号












15.4 MGMT$OS_PATCH_SUMMARY

MGMT$OS_PATCH_SUMMARYビューには、オペレーティング・システムに適用されたパッチのサマリーが含まれます。


表15-4 MGMT$OS_PATCH_SUMMARY

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
VENDOR_NAME

	
ベンダーの名前


	
BASE_VERSION

	
オペレーティング・システムのベース・バージョン


	
UPDATE_LEVEL

	
オペレーティング・システムの更新レベル


	
DISTRIBUTOR_VERSION

	
OSのディストリビュータ・バージョン


	
MAX_SWAP_SPACE_IN_MB

	
最大スワップ領域(MB)


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
NUM_PATCHES

	
見つかったOSパッチの数


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時


	
NAME

	
パッチの名前












15.5 MGMT$OS_FS_MOUNT

MGMT$OS_FS_MOUNTビューには、マウントされているファイル・システムのパフォーマンス情報が表示されます。


表15-5 MGMT$OS_FS_MOUNT

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
RESOURCE_NAME

	
マウントされたリソースの名前


	
TYPE

	
ファイル・システム・マウント


	
MOUNT_LOCATION

	
マウント場所


	
MOUNT_OPTIONS

	
マウント・オプション


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時












15.6 MGMT$OS_KERNEL_PARAMS

MGMT$OS_KERNEL_PARAMSビューは、オペレーティング・システム・カーネル・パラメータのサマリーを返します。


表15-6 MGMT$OS_KERNEL_PARAMS

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
このターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
VALUE

	
パラメータの値


	
NAME

	
パラメータの名前


	
SOURCE

	
パラメータのソース


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時


	
HOST

	
ホストの名前












15.7 MGMT$OS_PATCHES

MGMT$OS_PATCHESビューは、オペレーティング・システム・パッチのサマリーを返します。


表15-7 MGMT$OS_PATCHES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_GUID

	
構成ターゲットのグローバル一意識別子


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
VENDOR_NAME

	
ベンダーの名前


	
NAME

	
パッチの名前












15.8 MGMT$OS_PROPERTIES

MGMT$OS_PROPERTIESビューは、オペレーティング・システム・プロパティのサマリーを返します。


表15-8 MGMT$OS_PROPERTIES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
NAME

	
プロパティの名前


	
SOURCE

	
プロパティのソース


	
VALUE

	
プロパティの値


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時












15.9 MGMT$OS_MODULES

MGMT$OS_MODULESビューは、オペレーティング・システム・モジュール詳細のサマリーを返します。


表15-9 MGMT$OS_MODULES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
NAME

	
モジュール名


	
SIZE_IN_BYTES

	
モジュールのサイズ(バイト)


	
REFERRING_MODULES

	
参照モジュールのリスト


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時












15.10 MGMT$OS_LIMITS

MGMT$OS_LIMITSビューは、オペレーティング・システムの制限値のサマリーを返します。


表15-10 MGMT$OS_LIMITS

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_NAME

	
ターゲット名


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時












15.11 MGMT$OS_INIT_SERVICES

MGMT$OS_INIT_SERVICESビューは、オペレーティング・システムの初期サービス詳細のサマリーを返します。


表15-11 MGMT$OS_INIT_SERVICES

	列	説明
	
TARGET_TYPE

	
このメトリックのターゲットのタイプ


	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
APPLICATION_ID

	
サービスのアプリケーションID


	
RUN_STATE

	
サービスの実行状態


	
MAPPER_VERSION

	
サービスのマッパー・バージョン


	
SNAPSHOT_GUID

	
スナップショットのグローバル一意識別子


	
TARGET_GUID

	
ターゲットのグローバル一意識別子


	
START_TIMESTAMP

	
最終収集の日時


















16 セキュリティ・ビュー

この章では、各セキュリティ・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT


	
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT


	
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT


	
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT


	
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT


	
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT


	
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT


	
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT


	
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT


	
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT


	
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT


	
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT


	
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT


	
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT


	
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT


	
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT


	
MGMT$ESM_COLLECTION_LATEST


	
MGMT$ESM_FILE_SYSTEM_LATEST


	
MGMT$ESM_PORTS_LATEST


	
MGMT$ESM_SERVICE_LATEST


	
MGMT$ESM_STACK_LATEST




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



16.1 MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、GRANT ANY PRIVILEGE権限を持つユーザーおよびロールを含む表が表示されます。


表16-1 MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
この権限を付与されたユーザーまたはロール(つまり、GRANT ANY PRIVILEGE->DBA->SYS)


	
OBJECT_NAME

	
権限(GRANT ANY PRIVILEGE)が付与されがユーザーの名前












16.2 MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT

MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、任意のディクショナリへのアクセス権を持つユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-2 MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
この権限を付与されたユーザーまたはロール。たとえば、SELECT ANY DICTIONARY->SCHEMA_OWNER_ROLE->SYSです。


	
OBJECT_NAME

	
いずれかのANY DICTIONARY権限を付与されたユーザー。たとえば、SELECT ANY DICTIONARY、ANALYZE ANY DICTIONARYなどです。












16.3 MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT

MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、ANY権限が付与されたユーザーを含む表およびグラフが表示されます。


表16-3 MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT

	COLUMN	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
ANY権限を付与されたユーザーまたはロール。たとえば、BACKUP ANY TABLE->EXP_FULL_DATABASE->DATAPUMP_EXP_FULL_DATABASE->SYSです。


	
OBJECT_NAME

	
いずれかのANY権限を付与されたユーザー。たとえば、ALTER ANY MATERIALIZED VIEW、ALTER ANY INDEX、BACKUP ANY TABLEなどです。












16.4 MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT

MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、AUDIT SYSTEM権限を持つユーザーおよびロールを含む表が表示されます。


表16-4 MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
AUDIT SYSTEM権限を付与されたユーザーまたはロールたとえば、AUDIT SYSTEM->SYS、AUDIT SYSTEM->IMP_FULL_DATABASE->DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASE->DBA->SYSTEMなどです。


	
OBJECT_NAME

	
ALTER SYSTEM権限を付与されたユーザー












16.5 MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT

MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、BECOME USER権限を持つユーザーおよびロールを含む表が表示されます。


表16-5 MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
BECOME USER権限を付与されたユーザーまたはロールたとえば、BECOME USER->SYS、BECOME USER->DBA->SYSTEM、BECOME USER->IMP_FULL_DATABASE->DATAPUMP_IMP_FULL_DATABASE->DBA->BAMなどです。


	
OBJECT_NAME

	
BECOME USER権限を付与されたユーザー












16.6 MGMT$ESA_CATALOG_REPORT

MGMT$ESA_CATALOG_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、%CATALOG%などのロールを持つすべてのユーザーを含む表およびグラフが表示されます。


表16-6 MGMT$ESA_CATALOG_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
%CATALOG%などのロールを付与されたユーザーまたはロール。たとえば、RECOVERY_CATALOG_OWNER->SYS、EXECUTE_CATALOG_ROLE->TBLO_ROLE->CRMなどです。


	
OBJECT_NAME

	
いずれかのCATALOG権限を付与されたユーザー。たとえば、SELECT_CATALOG_ROLE、EXECUTE_CATALOG_ROLE、DELETE_CATALOG_ROLEなどです。












16.7 MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT

MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、CONNECTまたはRESOURCEロールを持つユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-7 MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
CONNECTまたはRESOURCEロールを付与されたユーザーまたはロール


	
OBJECT_NAME

	
直接付与されている場合はロール、または付与に使用されたロール












16.8 MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT

MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、CREATE権限を持つユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-8 MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
データベース内のオブジェクトを作成する権限を付与されたユーザーまたはロールたとえば、CREATE ANY CONTEXT->SYS、CREATE ANY INDEX->OLAP_DBA->OLAPSYSなどです。


	
OBJECT_NAME

	
いずれかのCREATE権限を付与されたユーザー












16.9 MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT

MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、オペレーティング・システム・ユーザー・グループDBAのメンバーを含む表が表示されます。


表16-9 MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
ユーザー・グループDBA内のオペレーティング・システム・ユーザー


	
OBJECT_NAME

	
DBAグループ












16.10 MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT

MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、DBAロールが付与されたユーザーおよびロールを含む表が表示されます。


表16-10 MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
DBAロールを付与されたユーザーまたはロール


	
OBJECT_NAME

	
DBAロールを付与されたユーザー












16.11 MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、直接付与された権限を含む表およびグラフが表示されます。


表16-11 MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
権限を直接(ロールを介さずに)付与されたユーザー


	
OBJECT_NAME

	
直接付与された権限。たとえば、ALTER SESSION、SELECT ANY DICTIONARYなどです。












16.12 MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、EXEMPT ACCESS POLICY権限を持つユーザーおよびロールを含む表が表示されます。


表16-12 MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
EXEMPT ACCESS POLICY権限を付与されたユーザーまたはロール


	
OBJECT_NAME

	
いずれかのEXEMPT ACCESS POLICY権限を付与されたユーザー。












16.13 MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT

MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、キー・オブジェクトへのアクセス権を持つユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-13 MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
USER

	
キー・オブジェクトへのアクセス権を持つユーザー


	
OBJECT_NAME

	
ユーザーがアクセス権を持つキー・オブジェクトたとえば、DBA_USERSビュー、SOURCE$表、USER$表などです。


	
PRIVILEGE

	
ユーザーに付与されたキー・オブジェクトに対する権限たとえば、SELECT、DELETEなどです。












16.14 MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT

MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、Oracleホームによるファイル所有権を含む表が表示されます。


表16-14 MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
所有者がORACLE HOME所有者でないファイル


	
OBJECT_NAME

	
ファイルの所有者












16.15 MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT

MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、Oracleホームによるファイル権限を含む表が表示されます。


表16-15 MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
セキュアでない権限を持つファイル


	
OBJECT_NAME

	
ファイルの権限












16.16 MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT

MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、ALTER SESSION、ALTER SYSTEM、CREATE PROCEDUREまたはCREATE LIBRARY権限を持つすべてのユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-16 MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
強力な権限を持つユーザー


	
OBJECT_NAME

	
ユーザーが保持している強力な権限












16.17 MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT

MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、PUBLICに付与された権限を含む表およびグラフが表示されます。


表16-17 MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
なんらかの権限がPUBLICに付与されたオブジェクト


	
OBJECT_NAME

	
PUBLICに付与されたオブジェクトに対する権限たとえば、SELECT、EXECUTEなどです。












16.18 MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT

MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、パブリック実行権限を持つシステム・パッケージを含む表が表示されます。


表16-18 MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
PUBLIC


	
OBJECT_NAME

	
PUBLICが実行権限を持つ、SYSが所有するパッケージ












16.19 MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT

MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、表領域およびその所有者を含む表が表示されます。


表16-19 MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
表領域


	
OBJECT_NAME

	
表領域の所有者












16.20 MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT

MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、トレースおよび監査ファイル権限を含む表が表示されます。


表16-20 MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
ファイル・パス


	
OBJECT_NAME

	
ファイルの目的たとえば、監査ファイル保存先、バックグラウンド・ダンプ保存先、コア・ダンプ保存先、ユーザー・ダンプ保存先などです。


	
PERMISSION

	
ファイルの権限












16.21 MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT

MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、WITH ADMINオプションでなんらかの権限を付与されたユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-21 MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
WITH ADMINオプションで権限を付与されたユーザーまたはロール


	
OBJECT_NAME

	
WITH ADMINオプションで付与された権限












16.22 MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT

MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORTビューには、データベース・セキュリティ・レポート内の、WITH GRANTオプションでなんらかの権限を付与されたユーザーおよびロールを含む表およびグラフが表示されます。


表16-22 MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
レポートにデータがあるターゲットのGUID


	
TARGET_NAME

	
レポートにデータがあるターゲットの名前


	
PRINCIPAL

	
WITH GRANTオプションで権限を付与されたユーザーまたはロール


	
OBJECT_NAME

	
WITH GRANTオプションで付与された権限












16.23 MGMT$ESM_COLLECTION_LATEST

MGMT$ESM_COLLECTION_LATESTビューには、データベース・ターゲットのセキュリティに関連するプロパティが含まれます。


表16-23 MGMT$ESM_COLLECTION_LATEST

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
データベース・ターゲットのGUID


	
PROPERTY

	
属性の名前。


	
VALUE

	
属性の値


	
VALUE2

	
属性の追加の値の取得に使用されます。












16.24 MGMT$ESM_FILE_SYSTEM_LATEST

MGMT$ESM_FILE_SYSTEM_LATESTビューには、Windowsホスト・ターゲットのファイル・システム・タイプが含まれます。


表16-24 MGMT$ESM_FILE_SYSTEM_LATEST

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
Windowsホスト・ターゲットのGUID


	
FILE_SYSTEM

	
ファイル・システムのタイプ












16.25 MGMT$ESM_PORTS_LATEST

MGMT$ESM_PORTS_LATESTビューには、ホスト・ターゲットに対して開いているポートが含まれます。


表16-25 MGMT$ESM_PORTS_LATEST

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
ホスト・ターゲットのGUID


	
PORT

	
開いているポート(リスニング・モード)の値












16.26 MGMT$ESM_SERVICE_LATEST

MGMT$ESM_SERVICE_LATESTビューには、ホスト・ターゲットで実行されている、セキュアでないサービスが含まれます。


表16-26 MGMT$ESM_SERVICE_LATEST

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
ホスト・ターゲットのGUID


	
SERVICE

	
サービスのポート値












16.27 MGMT$ESM_STACK_LATEST

MGMT$ESM_STACK_LATESTビューには、実行可能スタック・ステータス・ホスト・ターゲットが含まれます。


表16-27 MGMT$ESM_STACK_LATEST

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
ホスト・ターゲットのGUID


	
EXE_STACK

	
実行可能スタックのステータス


















17 記憶域レポート作成ビュー

この章では、各記憶域レポート作成ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$STORAGE_REPORT_DATA


	
MGMT$STORAGE_REPORT_KEYS


	
MGMT$STORAGE_REPORT_PATHS


	
MGMT$STORAGE_REPORT_ISSUES


	
MGMT$STORAGE_REPORT_DISK


	
MGMT$STORAGE_REPORT_VOLUME


	
MGMT$STORAGE_REPORT_LOCALFS


	
MGMT$STORAGE_REPORT_NFS




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



17.1 MGMT$STORAGE_REPORT_DATA

MGMT$STORAGE_REPORT_DATAビューには、インスツルメント処理されたすべての記憶域エンティティに共通の記憶域データ・メトリック属性が表示されます。


表17-1 MGMT$STORAGE_REPORT_DATA

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
KEY_VALUE

	
記憶域エンティティの一意のキー値。


	
GLOBAL_UNIQUE_ID

	
記憶域エンティティのグローバル一意永続識別子。共有記憶域エンティティのすべてのインスタンスには、同じglobal_unique_identifierがあります。


	
NAME

	
記憶域エンティティの名前


	
STORAGE_LAYER

	
記憶域エンティティの記憶域レイヤー

使用例:

- OS_DISK

- VOLUME_MANAGER

- LOCAL_FILESYSTEM

- NFS


	
ENTITY_TYPE

	
エンティティのタイプを示します。値はベンダーに固有です。

たとえば、Plex、Sub Disk、Diskgroup、Volume group、Metadeviceなどです。


	
RAWSIZEB

	
バイト単位での合計領域。


	
SIZEB

	
バイト単位でのサイズ。


	
USEDB

	
バイト単位での使用サイズ


	
FREEB

	
バイト単位での空きサイズ












17.2 MGMT$STORAGE_REPORT_KEYS

MGMT$STORAGE_REPORT_KEYSビューには、インスツルメント処理された記憶域エンティティ間の関係が表示されます。


表17-2 MGMT$STORAGE_REPORT_KEYS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
KEY_VALUE

	
記憶域エンティティの一意のKEY_VALUE


	
PARENT_KEY_VALUE

	
親記憶域エンティティのキー値












17.3 MGMT$STORAGE_REPORT_PATHS

MGMT$STORAGE_REPORT_PATHSビューには、インスツルメント処理されたすべての記憶域エンティティのOSパスが表示されます。


表17-3 MGMT$STORAGE_REPORT_PATHS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
KEY_VALUE

	
記憶域エンティティの一意のキー値


	
NAME

	
記憶域エンティティの名前


	
PATH

	
記憶域エンティティへのOSパス


	
FILE_TYPE

	
ファイルのタイプ。

例:

- _BLOCKSPECIAL

- _DIRECTORY

- _REGULAR


	
STORAGE_LAYER

	
記憶域エンティティの記憶域レイヤー

使用例:

- OS_DISK

- VOLUME_MANAGER

- LOCAL_FILESYSTEM

- NFS


	
ENTITY_TYPE

	
エンティティのタイプを示します。値はベンダー固有です。

たとえば、Plex、Sub Disk、Diskgroup、Volume group、Metadeviceなどです。












17.4 MGMT$STORAGE_REPORT_ISSUES

MGMT$STORAGE_REPORT_ISSUESビューには、インスツルメント処理された記憶域メトリックの分析時に発生した一貫性の問題が表示されます。


表17-4 MGMT$STORAGE_REPORT_ISSUES

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
TYPE

	
非一貫性のタイプ。次の値が使用されます。

- MAPPING_ISSUE

- MAPPING_WARNING


	
MESSAGE_COUNT

	
メッセージ数のカウント。












17.5 MGMT$STORAGE_REPORT_DISK

MGMT$STORAGE_REPORT_DISKビューには、すべての物理ディスク・デバイス記憶域エンティティの追加記憶域データ・メトリック属性が表示されます。


表17-5 MGMT$STORAGE_REPORT_DISK

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
ENTITY_TYPE

	
ディスクやディスク・パーティションなどのディスク・デバイスのタイプを示します。


	
USED_PATH

	
ディスクまたはパーティションのOSパス。ディスクまたはパーティションが割り当てられている場合、これは使用中のパスです。


	
FILE_TYPE

	
ファイルのタイプ。

例:- _BLOCKSPECIAL- _REGULAR


	
SIZEB

	
バイト単位でのサイズ。


	
USEDB

	
バイト単位での使用サイズ


	
FREEB

	
バイト単位での空きサイズ


	
VENDOR

	
SCSI照会で検出されたディスク・ベンダーの名前。


	
PRODUCT

	
SCSI照会で検出されたベンダーからの製品ファミリ。












17.6 MGMT$STORAGE_REPORT_VOLUME

MGMT$STORAGE_REPORT_VOLUMEビューには、すべてのボリューム・マネージャ記憶域エンティティの追加記憶域データ・メトリック属性が表示されます。


表17-6 MGMT$STORAGE_REPORT_VOLUME

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
VENDOR

	
ボリュームまたはソフトウェアRAIDマネージャのベンダー名


	
PRODUCT

	
ボリュームまたはソフトウェアRAIDマネージャのベンダー名


	
TYPE

	
ボリューム・エンティティのタイプを示します。ベンダー固有の場合があります。

たとえば、Veritas Volume Manager for Volumeの場合、Plex、VM Disk、Diskgroup、Sub Disk、Metadevice、Metadevice Partition、Array、Raiddevice、Submirror、Diskset、Slice、raid-disk、spare-disk、Hot spareなどです。


	
DISK_GROUP

	
ディスク・グループまたはボリューム・グループ名


	
NAME

	
ボリューム・マネージャ・ネームスペース内のエンティティの名前。


	
USED_PATH

	
デバイスへのOSパス。デバイスが割り当てられている場合、これは使用中のパスです。


	
FILE_TYPE

	
ファイルのタイプ。

例:- _BLOCKSPECIAL- _REGULAR


	
RAWSIZEB

	
バイト単位です。

2方向のミラー化が行われたVeritasボリュームの場合。各プレックスのサイズの合計です。


	
SIZEB

	
バイト単位でのサイズ。


	
USEDB

	
バイト単位での使用サイズ


	
FREEB

	
バイト単位での空きサイズ


	
CONFIGURATION

	
ボリュームの構成を記述する文字列。












17.7 MGMT$STORAGE_REPORT_LOCALFS

MGMT$STORAGE_REPORT_LOCALFSビューには、すべてのローカル・ファイルシステム記憶域エンティティの追加記憶域データ・メトリック属性が表示されます。


表17-7 MGMT$STORAGE_REPORT_LOCALFS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
FILESYSTEM_TYPE

	
ファイル・システムのタイプ


	
FILESYSTEM

	
オペレーティング・システム上のファイル・システム・パス


	
MOUNTPOINT

	
オペレーティング・システム上のマウント・ポイント・パス


	
SIZEB

	
数値


	
USEDB

	
バイト単位での使用サイズ


	
FREEB

	
バイト単位での空きサイズ












17.8 MGMT$STORAGE_REPORT_NFS

MGMT$STORAGE_REPORT_NFSビューには、すべてのネットワーク・ファイル・システムの追加記憶域データ・メトリック属性が表示されます。


表17-8 MGMT$STORAGE_REPORT_NFS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
Enterprise Managerでのターゲット名


	
TARGET_TYPE

	
Enterprise Managerでのターゲット・タイプ


	
FILESYSTEM

	
オペレーティング・システムで参照されるファイル・システム名。NFSファイル・システムの場合、ファイル・システム名の形式は、nfs_server:/filesystem_nameです。


	
MOUNTPOINT

	
オペレーティング・システム上のマウントポイント・パス


	
SIZEB

	
バイト単位でのサイズ。


	
USEDB

	
バイト単位での使用サイズ。


	
FREEB

	
バイト単位での空きサイズ


	
NFS_SERVER

	
NFSサーバーのサーバー名


	
NFS_SERVER_IP_ADDRESS

	
NFSサーバーのIPアドレス。


	
NFS_VENDOR

	
NFSサーバー・ベンダー。


	
MOUNT_PRIVILEGE

	
これは、ファイル・システムのマウント権限です。

使用可能な値は次のとおりです。

	
Read


	
Write





















18 ターゲット・ビュー

この章では、各ターゲット・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$AGENTS_MONITORING_TARGETS


	
MGMT$EM_ECM_MOS_PROPERTIES


	
MGMT$EM_ECM_TARGET_FRESHNESS


	
MGMT$MANAGEABLE_ENTITIES




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



18.1 MGMT$AGENTS_MONITORING_TARGETS

MGMT$AGENTS_MONITORING_TARGETSビューには、ターゲットに対して使用可能な管理エージェントが表示されます。


表18-1 MGMT$AGENTS_MONITORING_TARGETS

	列	説明
	
TARGET_NAME

	
ターゲットの名前


	
TARGET_TYPE

	
ターゲットのタイプ


	
TARGET_GUID

	
ターゲットの一意のID


	
AGENT_NAME

	
ターゲットを監視している管理エージェントの名前


	
AGENT_TYPE

	
管理エージェントのタイプ


	
AGENT_GUID

	
管理エージェントの一意のID


	
AGENT_IS_MASTER

	
管理エージェントがマスターかスレーブかを指定します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
1: マスター


	
0: スレーブ





	
EMD_URL

	
ターゲットを監視しているemdのURL


	
HOST_NAME

	
ターゲットまたは管理エージェントを含むホスト


	
MONITORING

	
ターゲットの監視方法を示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
MGMT_GLOBAL.G_MON_MODE_DEFAULT: 1つの管理エージェント、通常の監視モード


	
MGMT_GLOBAL.G_MON_MODE_AGENT_MEDIATED: 複数の管理エージェント、エージェントを介した監視















18.2 MGMT$EM_ECM_MOS_PROPERTIES

MGMT$EM_ECM_MOS_PROPERTIESビューには、My Oracle Supportおよびパッチ適用に役立つターゲットの情報が示されます。EM_ECM_MOS_PROPERTIES表から値を返します。


表18-2 MGMT$EM_ECM_MOS_PROPERTIES

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
ターゲットのGUID。


	
HOST_TARGET_GUID

	
このターゲットをホストするホストのGUID。ホスト・ターゲットの場合、値はNULLです。


	
ORACLE_HOME_TARGET_GUID

	
このターゲットがインストールされているOracleホーム・ターゲットのGUID


	
PLATFORM_ID

	
このターゲットをホストするホストのプラットフォームID


	
PLATFORM_VERSION_ID

	
このターゲットをホストするホストのプラットフォーム・バージョンID












18.3 MGMT$EM_ECM_TARGET_FRESHNESS

MGMT$EM_ECM_TARGET_FRESHNESSビューは、最新および最も古い構成スナップショット情報をターゲットごとに示します。収集のタイムスタンプと直近に収集された(最も新しい)ターゲットのスナップショットと最も以前に収集された(最も古い)ターゲットのスナップショットのスナップショットGUIDを返します。ターゲットがシステムの場合、値は、システムのすべてのメンバー・ターゲットのすべてのスナップショットで有効です。


表18-3 MGMT$EM_ECM_TARGET_FRESHNESS

	列	説明
	
TARGET_GUID

	
ターゲットのGUID。


	
NEWEST_SNAPSHOT_GUID

	
最新の収集のスナップショットGUID


	
NEWEST_SNAPSHOT_TIMESTAMP

	
最新の収集の日時


	
OLDEST_SNAPSHOT_GUID

	
最も古い収集のスナップショットGUID


	
OLDEST_SNAPSHOT_TIMESTAMP

	
最も古い収集の日時












18.4 MGMT$MANAGEABLE_ENTITIES

MGMT$MANAGEABLE_ENTITIESビューには、Enterprise Manager内のすべての管理可能なエンティティのリストが含まれます。


表18-4 MGMT$MANAGEABLE_ENTITIES

	列	説明
	
ENTITY_GUID

	
管理可能なエンティティに対応する一意のID

	
システム、サービス、グループなどの場合、このIDにはTARGET_GUIDが含まれます。


	
ターゲット・コンポーネントの場合、このIDにはCOMPONENT_GUIDが含まれます。





	
ENTITY_TYPE

	
管理可能なエンティティのタイプ。

	
システム、サービス、グループなどの場合、この列にはターゲット・タイプが含まれます。


	
ターゲット・コンポーネントの場合、この列にはコンポーネント・タイプが含まれます。





	
ENTITY_NAME

	
管理可能なエンティティの名前。

	
システム、サービス、グループなどの場合、この列にはエンティティ名が含まれます。


	
ターゲット・コンポーネントの場合、この列にはコンポーネント名が含まれます。





	
PARENT_ME_GUID

	
ターゲット・コンポーネントを含む親エンティティ。ターゲット・コンポーネント以外の場合、この列はENTITY_GUIDと同じです。


	
PARENT_ME_TYPE

	
親ターゲットのタイプ。(ターゲット・コンポーネントの場合のみ有効)


	
PARENT_ME_NAME

	
親ターゲットの名前。(ターゲット・コンポーネントの場合のみ有効)


	
MANAGE_STATUS

	
エンティティの管理ステータス。

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 無視されます。


	
1: まだ管理されていません。


	
2: 管理対象です。


	
3: 管理対象のターゲット・コンポーネントです。





	
PROMOTE_STATUS

	
ターゲットの昇格ステータス

	
0: 昇格できません(存在のみのエンティティ)


	
1: 昇格の対象


	
2: 昇格が進行中です


	
3: 昇格済





	
DYNAMIC_PROPERTY_STATUS

	
動的プロパティのステータス

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 動的プロパティが管理エージェントによってアップロードされていません。


	
1: 動的プロパティが管理エージェントによってアップロードされています。





	
TYPE_META_VER

	
メタデータ・バージョン番号


	
CATEGORY_PROP_N

	
最大5つのカテゴリ・プロパティを使用して、異なる構成に基づいて異なるメトリック定義を区別できます。

たとえば、OSバージョン、データベース・バージョン、Oracle RAC構成などです。


	
TIMEZONE_REGION

	
ターゲットが動作するタイムゾーン・リージョンの名前

注意: コンポーネントはターゲットと同じタイムゾーンにあります。


	
DISPLAY_NAME

	
管理可能なエンティティのユーザーフレンドリな名前


	
OWNER

	
ターゲットを所有するEnterprise Manager管理者


	
HOST_NAME

	
ターゲットを含むホスト


	
EMD_URL

	
ターゲットが収集されるEMDのURL


	
BROKEN_REASON

	
ターゲットが破損している理由を表すコード

使用可能な値は次のとおりです。

	
0: 破損していません


	
1: 必要なプロパティがありません


	
2: メタデータが見つかりません


	
4: 動的プロパティの算定エラー


	
8: 結果に動的プロパティがありません


	
16: ターゲット名が指定されていません


	
32: ターゲットを保存できません


	
64: ターゲット・テスト・メトリックでのエラー





	
BROKEN_STR

	
破損の理由に関連付けられている文字列


	
MONITORING_MODE

	
ターゲットの監視方法を示します。

使用可能な値は次のとおりです。

	
G_MON_MODE_DEFAULT(0): 1つの管理エージェント、通常の監視モード


	
G_MON_MODE_OMS_MEDIATED(1): 複数の管理エージェント、OMSを介した監視


	
G_MON_MODE_AGENT_MEDIATED(2): 複数の管理エージェント、エージェントを介した監視





	
IS_PROPAGATING

	
管理可能なエンティティが権限伝播するかどうかを指定します。


	
DISCOVERED_NAME

	
管理可能なエンティティの検出に使用された名前


	
ORG_ID

	
Oracle Configuration Manager (OCM) Harvseterによって使用される組織ID。このIDは、カスタマを一意に識別するために使用されます。

注意: 大規模な企業の場合、部門ごとに異なる複数の組織IDを持っている場合があります。


	
ORACLE_HOME

	
ターゲットのOracleホーム


	
ORACLE_CONFIG_HOME

	
この値は、1つのOracleホームを共有するが、構成状態は個別のディレクトリに保持するターゲットを示すために、OCMコレクタおよびCCRによって使用されます。


	
LOAD_TIMESTAMP

	
管理可能なエンティティのレコードが最初にロードされた日時(管理リポジトリのタイムゾーン)


















19 仮想化ビュー

この章では、各仮想化ターゲット・ビューとその列について説明します。次のセクションがあります。

	
MGMT$VT_VM_CONFIG


	
MGMT$VT_VM_SW_CFG


	
MGMT$VT_VM_VNIC


	
MGMT$VT_VM_VNIC_QOS


	
MGMT$VT_VM_EM_CFG


	
MGMT$VT_VM_VDISKS


	
MGMT$VT_VM_VDISK_QOS


	
MGMT$VT_EXA_CTRL_VSERVER_TAGS


	
MGMT$VT_VSP_CONFIG


	
MGMT$VT_VS_HW_CFG


	
MGMT$VT_VS_HYPERVISOR


	
MGMT$VT_VS_PROCESSORS


	
MGMT$VT_VS_SW_CFG


	
MGMT$VT_VS_ATTRIBUTES


	
MGMT$VT_VS_FS_MOUNTS


	
MGMT$VT_VS_NET_DEVICE


	
MGMT$VT_VS_FILESERVERS


	
MGMT$VT_VS_REPOS


	
MGMT$VT_VS_ABILITIES


	
MGMT$VT_ZONE_CONFIG




ビューを使用する方法の例は、第20章「例」を参照してください。



19.1 MGMT$VT_VM_CONFIG

MGMT$VT_VM_CONFIGは、Oracle VMゲスト構成を取得します。


表19-1 MGMT$VT_VM_CONFIG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
BOOT_TYPE

	
ブート・タイプ(CD-ROM/ディスク/ネットワーク)


	
CPU_COUNT

	
この仮想マシンのCPUの数


	
CPU_PRIORITY

	
スケジュール用の優先順位値。範囲1から100


	
DOMAIN_TYPE

	
仮想マシンのドメイン・タイプ(hvmまたはpvm)


	
HA_FLAG

	
高可用性フラグの現在の状態


	
MEM_REQD_MB

	
この仮想マシンの実行に必要なメモリー量


	
MOUSE_TYPE

	
この仮想マシンで使用するマウス・デバイスのタイプ


	
REBOOT_LIMIT

	
リブートの制限


	
ALLOC_MEM_MB

	
この仮想マシンに割当て済のメモリー(MB)


	
ALLOC_DISK_MB

	
この仮想マシンに割当て済のディスク領域(MB)












19.2 MGMT$VT_VM_SW_CFG

MGMT$VT_VM_SW_CFGは、Oracle VMゲスト・ターゲットのソフトウェア関連構成を取得します


表19-2 MGMT$VT_VM_SW_CFG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
OS_NAME

	
オペレーティング・システムの名前


	
KERNEL_VER

	
カーネル・バージョン


	
USE_VS_TOOLS

	
この仮想マシンにVSツールは使用されますか。


	
VS_TOOLS_OS

	
VSツールによって戻されるオペレーティング・システム


	
VS_TOOLS_VER

	
VSツールのバージョン


	
GUEST_UUID

	
OVM Manager内の仮想マシンのUUID


	
VS_UUID

	
仮想マシンが動作しているサーバーのUUID


	
VSP_UUID

	
仮想マシンが含まれているサーバー・プールのUUID


	
OVMM_UUID

	
仮想マシンが登録されているOVM ManagerのUUID。仮想マシンがサーバー・プールの一部でない場合のみデータを持ちます。


	
OVM_DISPLAY_NAME

	
OVM内の仮想マシンの現在の表示名。OEMのターゲット名と同じである必要はありません。












19.3 MGMT$VT_VM_VNIC

MGMT$VT_VM_VNICは、仮想マシンの仮想ネットワーク・インタフェース・カード情報を取得します。


表19-3 MGMT$VT_VM_VNIC

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
MAC_ADDRESS

	
MACアドレス


	
ETH_NET

	
VNICが接続されているイーサネット・ネットワーク


	
IP_ADDRESS

	
IPアドレス。各VNICは複数のIPアドレスを持つことができます


	
IP_ADDRESS_TYPE

	
アドレス・タイプ - static/dhcp












19.4 MGMT$VT_VM_VNIC_QOS

MGMT$VT_VM_VNIC_QOSは、VNICに関連付けられたサービスの品質を表示します。


表19-4 MGMT$VT_VM_VNIC_QOS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
MAC_ADDRESS

	
MACアドレス


	
QOS_NAME

	
サービス名の品質












19.5 MGMT$VT_VM_EM_CFG

MGMT$VT_VM_EM_CFGは、この仮想マシンのOEMで指定された構成を表示します


表19-5 MGMT$VT_VM_EM_CFG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
VM_TYPE

	
仮想マシンのタイプ。例: small/medium/largeこれらの値はOEMに定義されています












19.6 MGMT$VT_VM_VDISKS

MGMT$VT_VM_VDISKSは、仮想マシンの仮想ディスク情報を表示します。


表19-6 MGMT$VT_VM_VDISKS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
UUID

	
OVM Manager内の仮想ディスクのUUID


	
NAME

	
OVM Manager内の仮想ディスクの表示名


	
SIZE_MB

	
サイズ(MB)


	
TYPE

	
仮想ディスクのタイプ


	
SHAREABLE

	
仮想ディスクは共有可能ですか、そうではないですか。


	
REPO

	
仮想ディスクが由来しているリポジトリ


	
DISK_MODE

	
モード。例: read-onlyまたはread-write。












19.7 MGMT$VT_VM_VDISK_QOS

MGMT$VT_VM_VDISK_QOSは、サービス情報の仮想ディスクの品質を表示します。


表19-7 MGMT$VT_VM_VDISK_QOS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
UUID

	
OVM Manager内の仮想ディスクのUUID


	
QOS_NAME

	
仮想ディスクに関連付けられたサービスの品質












19.8 MGMT$VT_EXA_CTRL_VSERVER_TAGS

MGMT$VT_EXA_CTRL_VSERVER_TAGSは、Exalogic Control VServerタグを表示します。


表19-8 MGMT$VT_EXA_CTRL_VSERVER_TAGS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
ID

	
タグの識別子


	
TYPE

	
VServerのタイプ


	
DESCRIPTION

	
VServerの説明


	
SOFTWARE_NAME

	
VServer上のソフトウェア名


	
URL

	
ソフトウェアのURL


	
VERSION

	
バージョン












19.9 MGMT$VT_VSP_CONFIG

MGMT$VT_VSP_CONFIGビューは、サーバー・プールの構成を表示します。


表19-9 MGMT$VT_VSP_CONFIG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
MASTER_VIP

	
マスター仮想IPアドレス


	
IS_DRS_ENABLED

	
このサーバー・プールに対して分散リソース・スケジューラは有効ですか。


	
IS_DPM_ENABLED

	
このサーバー・プールに対して分散電源管理は有効ですか。


	
TOTAL_MEMORY_MB

	
サーバー・プール内のすべてのサーバーの合計メモリー(MB)


	
TOTAL_DISKSPACE_MB

	
サーバー・プール内のすべてのサーバーの合計記憶域(MB)


	
TOTAL_PHYSICAL_CPUS

	
サーバー・プール内のすべてのサーバーの物理CPUの合計数


	
TOTAL_VCPUS

	
サーバー・プール内のすべての仮想マシンに割り当てられたVCPUの合計数


	
TOTAL_NICS

	
サーバー・プール内のすべてのサーバーのネットワーク・インタフェース・カードの合計数


	
CLSTR_ENABLED

	
プール・クラスタは有効ですか。


	
VM_MIGRATE_SECURE

	
セキュアな仮想マシンの移行は有効ですか。


	
POOL_FILESYSTEM

	
サーバー・プール・ファイル・システム情報


	
VSP_UUID

	
OVM Manager内のサーバー・プールのUUID


	
ZONE_UUID

	
OVM Manager内の親ゾーンのUUID


	
OVMM_UUID

	
サーバー・プールを管理するOVM ManagerのUUIDサーバー・プールがゾーンの一部ではない場合にのみ収集されます。


	
OVM_DISPLAY_NAME

	
OVM Manager内のサーバー・プールの表示名。OEMのターゲット名と同じである必要はありません












19.10 MGMT$VT_VS_HW_CFG

MGMT$VT_VS_HW_CFGビューは、Oracle VM Serverハードウェア構成を表示します。


表19-10 MGMT$VT_VS_HW_CFG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
VENDOR

	
ベンダー


	
PROCESSOR_SPEED

	
CPU速度


	
PROCESSOR_TYPE

	
CPUのタイプ


	
NO_EXECUTE_FLAG

	
No Executeフラグは設定されていますか。


	
NUM_POP_PROC_SOCKS

	
入力されたソケット


	
NUM_PROC_SOCKS

	
NUMAノード当たりのソケット


	
NUM_THREADS_PER_CORE

	
コア当たりのスレッド


	
BIOS_RELEASE_DATE

	
BIOSリリース日


	
BIOS_VENDOR

	
BIOSベンダー


	
BIOS_VERSION

	
BIOSバージョン


	
MEMORY_MB

	
サーバー・メモリー(MB)


	
AVAILABLE_MEM_MB

	
サーバーで使用可能なメモリー(MB)


	
MEM_OVERHEAD_MB

	
制御ドメイン・メモリー(MB)


	
USABLE_MEM_MB

	
仮想マシンが使用できるメモリー(MB)


	
SWAP_SPACE_MB

	
サーバー上のスワップ領域(MB)


	
ADDR_LENGTH_BITS

	
アドレス長 - 例: 32ビットと64ビット


	
LOCAL_DISK_GB

	
ローカル・ディスク領域(GB)


	
ENABLED_PROCESSORS

	
有効なプロセッサの数


	
ENABLED_CORES

	
有効なコアの数


	
NUM_VCPUS

	
サーバーに割り当てられているVCPUの数


	
CD_CPU_COUNT

	
制御ドメインのCPUの数


	
NUM_CORES

	
コアの数


	
NUM_CORES_PER_SOCK

	
ソケット当たりのコアの数












19.11 MGMT$VT_VS_HYPERVISOR

MGMT$VT_VS_HYPERVISORビューは、ハイパーバイザ関連の情報を表示します。


表19-11 MGMT$VT_VS_HYPERVISOR

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
VERSION

	
バージョン


	
HVM_CAPABLE

	
ハイパーバイザはHVM対応ですか。


	
CAPABILITY

	
ハイパーバイザによってサポートされている機能


	
TYPE

	
タイプ - 例: LDOM、VBOX、XEN












19.12 MGMT$VT_VS_PROCESSORS

MGMT$VT_VS_PROCESSORSビューは、サーバー上のプロセッサに関する情報を表示します。


表19-12 MGMT$VT_VS_PROCESSORS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
PROC_ID

	
プロセッサID


	
CPU_FAMILY

	
プロセッサが属するCPUファミリ


	
CPU_MODEL

	
CPUモデル


	
FAMILY

	
ファミリ


	
FLAGS

	
CPUのフラグ


	
L1CACHE_KB

	
L1キャッシュのサイズ(KB)


	
L2CACHE_KB

	
L2キャッシュのサイズ(KB)


	
L3CACHE_KB

	
L3キャッシュのサイズ(KB)


	
MANUFACTURER

	
メーカーの名前


	
MODEL_NAME

	
モデル名


	
VENDOR_ID

	
ベンダーID












19.13 MGMT$VT_VS_SW_CFG

MGMT$VT_VS_SW_CFGビューは、次のものを表示します。


表19-13 MGMT$VT_VS_SW_CFG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
AGENT_PORT

	
OVSエージェント・ポート


	
AGENT_VERSION

	
OVSエージェント・バージョン


	
OVM_VERSION

	
OVMバージョン


	
CONSOLE_SHELL_FLAG

	
コンソール・シェル・フラグは設定されていますか。


	
DISABLE_USB_FLAG

	
USB無効フラグは設定されていますか。


	
HALT_ON_ERROR_FLAG

	
Halt on Errorフラグは設定されていますか。


	
KERNEL_RELEASE

	
カーネル・リリース


	
KERNEL_VERSION

	
カーネル・バージョン


	
ASSOC_CLUSTER

	
関連付けられたクラスタ


	
PROTECTED_FLAG

	
保護されたフラグは設定されていますか。


	
PYTHON_BIND_VER

	
Pythonのバインディング・バージョン


	
RPM_VER

	
RPMバージョン


	
VS_UUID

	
OVM Manager内のサーバーのUUID


	
VSP_UUID

	
OVM Manager内の親サーバー・プールのUUID


	
OVMM_UUID

	
サーバーが登録されているOVM ManagerのUUID。サーバーがプールの一部でない場合のみデータを含みます。


	
OVM_DISPLAY_NAME

	
OVM Manager内のサーバーの表示名。OEMターゲット名に対応している必要はありません。


	
CD_HOST_OS_NAME

	
制御ドメインのホストOS名


	
CD_HOST_OS_TYPE

	
制御ドメインのホストOSタイプ


	
CD_HOST_OS_MAJOR_VER

	
制御ドメインのホストOSメジャー・バージョン


	
CD_HOST_OS_MINOR_VER

	
制御ドメインのホストOSマイナー・バージョン












19.14 MGMT$VT_VS_ATTRIBUTES

MGMT$VT_VS_ATTRIBUTESビューは、その他のサーバー構成情報を表示します。


表19-14 MGMT$VT_VS_ATTRIBUTES

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
IS_MASTER

	
サーバーは親サーバー・プールでマスターとして動作していますか。


	
UPGRADE_REQUIRED

	
サーバーでアップグレードは必要ですか。












19.15 MGMT$VT_VS_FS_MOUNTS

MGMT$VT_VS_FS_MOUNTSビューは、サーバー上のファイル・システム・マウントを表示します。


表19-15 MGMT$VT_VS_FS_MOUNTS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
FILESERVER_UUID

	
ファイル・システムへのサービス提供元のファイル・サーバーのUUID


	
MOUNT_POINT

	
ファイル・システム・マウント・ポイント


	
REMOTE_PATH

	
ファイル・システムのリモート・パス


	
OPTIONS

	
マウント・オプション


	
PHYSICAL_SIZE

	
ファイル・システムの物理サイズ












19.16 MGMT$VT_VS_NET_DEVICE

MGMT$VT_VS_NET_DEVICEビューは、サーバー上のネットワーク・デバイスに関する情報を表示します。


表19-16 MGMT$VT_VS_NET_DEVICE

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
MAC_ADDRESS

	
MACアドレス


	
IP_ADDRESS

	
IPアドレス


	
INTERFACE_NAME

	
インタフェースの名前


	
MTU

	
最大送信ユニット


	
BANDWIDTH_MBPS

	
帯域幅(MB/S)


	
NETMASK

	
ネットマスク


	
ADDRESS_TYPE

	
アドレス・タイプ












19.17 MGMT$VT_VS_FILESERVERS

MGMT$VT_VS_FILESERVERSビューは、サーバーに関連付けられたファイル・サーバーに関する情報を表示します。


表19-17 MGMT$VT_VS_FILESERVERS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
FILESERVER_UUID

	
ファイル・サーバーのUUID


	
FILESERVER

	
ファイル・サーバーの名前


	
FSNAME

	
ファイル・システムの名前(例: nfs)


	
FSTYPE

	
タイプ(例: networkfs)












19.18 MGMT$VT_VS_REPOS

MGMT$VT_VS_REPOSビューは、サーバーには見える記憶域リポジトリを表示します。


表19-18 MGMT$VT_VS_REPOS

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
FILESERVER_UUID

	
ファイル・サーバーのUUID


	
MOUNT_POINT

	
ファイル・サーバーからの仮想サーバーのマウント・ポイント


	
REPOSITORY_UUID

	
リポジトリのUUID


	
REPOSITORY

	
リポジトリの名前












19.19 MGMT$VT_VS_ABILITIES

MGMT$VT_VS_ABILITIESビューは、次のものを表示します。


表19-19 MGMT$VT_VS_ABILITIES

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
ABILITY

	
機能の名前


	
ENABLED

	
前述の機能は有効ですか、または有効ではないですか。












19.20 MGMT$VT_ZONE_CONFIG

MGMT$VT_ZONE_CONFIGビューは、Oracle VMゾーン構成を表示します。


表19-20 MGMT$VT_ZONE_CONFIG

	列	説明
	
ECM_SNAPSHOT_ID

	
アップロードされる最新のECMに対応したECMスナップショットID


	
TARGET_GUID

	
ターゲット・インスタンスのGUID


	
TOTAL_MEMORY_MB

	
ゾーン内のサーバーの合計メモリー(MB)


	
TOTAL_DISKSPACE_MB

	
ゾーン内のサーバーの合計ディスク領域(MB)


	
TOTAL_PHYSICAL_CPUS

	
ゾーン内のサーバーの物理CPUの合計数


	
TOTAL_NICS

	
ゾーン内のサーバーのNICの合計数


	
ZONE_UUID

	
OVM Manager内のゾーンのUUID


	
OVMM_UUID

	
このゾーンが登録されているOVM ManagerのUUID


	
OVM_DISPLAY_NAME

	
OVM表示名


















20 例

この章では、管理リポジトリ・ビューの使用方法の例を示します。次のビューの例が含まれます:

	
ブラックアウト・ビュー


	
コンプライアンス・ビュー


	
エンタープライズ構成管理ビュー


	
ハードウェア・ビュー


	
インベントリ・ビュー


	
ジョブ・ビュー


	
管理テンプレート・ビュー


	
メトリック・ビュー


	
監視ビュー


	
オペレーティング・システム・ビュー






20.1 ブラックアウト・ビュー

	
ブラックアウト下のターゲットをすべて返すには、どのようにしますか。


	
今後スケジュールされているブラックアウトのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
過去30日間にブラックアウトしたターゲット数を表示するには、どのようにしますか。






20.1.1 ブラックアウト下のターゲットをすべて返すには、どのようにしますか

ブラックアウト下のすべてのターゲットを返すには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type, start_time, end_time
FROM   mgmt$blackout_history
WHERE  sysdate BETWEEN start_time AND NVL(end_time,sysdate+1/60*60*24);






20.1.2 今後スケジュールされているブラックアウトのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$BLACKOUTSファイルには、システム内の既知のすべてのブラックアウトの定義が含まれています。今後スケジュールされているブラックアウトのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT blackout_name, reason, created_by, schedule_type, scheduled_time
FROM   mgmt$blackouts
WHERE  status = 'Scheduled';






20.1.3 過去30日間にブラックアウトしたターゲット数を表示するには、どのようにしますか

MGMT$BLACKOUT_HISTORYファイルには、各ターゲットのすべての終了したブラックアウトの概要が含まれています。過去30日間にブラックアウトしたターゲット数を表示するには、次の問合せを入力します。

ORA-00936: 式がありません

SELECT target_type, COUNT(*) cnt
FROM   mgmt$blackout_history
WHERE  start_time > SYSDATE-30
GROUP BY target_type
 (*) = 1;








20.2 コンプライアンス・ビュー

	
すべてのコンプライアンス・ルールのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
監視コンプライアンス・ルールのみを表示するには、どのようにしますか。


	
特定の作成者のすべてのリポジトリ・コンプライアンス・ルールを表示するには、どのようにしますか。


	
すべてのコンプライアンス標準のリストを表示するには、どのようにしますか。


	
特定のユーザーが所有するすべてのコンプライアンス標準を表示するには、どのようにしますか。


	
すべてのコンプライアンス標準グループのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
すべての本番のコンプライアンス標準グループを表示するには、どのようにしますか。


	
標準を含まないコンプライアンス標準の結果を問い合せるには、どのようにしますか。


	
標準を含むコンプライアンス標準の結果を取得するには、どのようにしますか。


	
ターゲットに対するコンプライアンス標準のコンプライアンス標準ルールの結果を取得するには、どのようにしますか。


	
コンプライアンス標準グループの結果を取得するには、どのようにしますか。


	
コンプライアンス標準とターゲットの関連付け情報を取得するには、どのようにしますか。


	
コンプライアンス・ルールのアクティブな違反の違反IDを取得するには、どのようにしますか。


	
違反列情報を取得するには、どのようにしますか。


	
コンプライアンス・ルール違反コンテキスト定義関連メタデータにアクセスするには、どのようにしますか。


	
違反しているすべてのバンドルを検出するには、どのようにしますか。


	
違反しているすべてのバンドルのすべての監視(すべての状態)を検出するには、どのようにしますか。


	
特定の期間にすべてのターゲットで発生したすべてのアクションのリストを取得するには、どのようにしますか。


	
特定の期間に1つのターゲットで発生したすべてのアクションのリストを取得するには、どのようにしますか。


	
特定の期間に1つのターゲットで発生したすべてのファイル変更のリストを取得するには、どのようにしますか。


	
特定の期間に発生したすべての未認可のアクションのリストを取得するには、どのようにしますか。


	
sudoのすべての出現のリストを取得するには、どのようにしますか。






20.2.1 すべてのコンプライアンス・ルールのリストを表示するには、どのようにしますか

すべてのコンプライアンス・ルールのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * 
FROM mgmt$compliance_standard_rule;






20.2.2 監視コンプライアンス・ルールのみを表示するには、どのようにしますか

監視コンプライアンス・ルールのみを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * 
FROM mgmt$compliance_standard_rule WHERE RULE_TYPE='Monitoring';






20.2.3 特定の作成者のすべてのリポジトリ・コンプライアンス・ルールを表示するには、どのようにしますか

作成者がJohn Smithのすべてのリポジトリ・コンプライアンス・ルールを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * 
FROM mgmt$compliance_standard_rule 
WHERE RULE_TYPE='Repository' AND AUTHOR='John Smith';






20.2.4 すべてのコンプライアンス標準のリストを表示するには、どのようにしますか

次の問合せで、このビューの使用方法の例を示します。

すべてのコンプライアンス標準のリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * 
FROM mgmt$compliance_standard;






20.2.5 特定のユーザーが所有するすべてのコンプライアンス標準を表示するには、どのようにしますか

John Smithが所有するすべてのコンプライアンス標準を表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$compliance_standard WHERE OWNER='John Smith';






20.2.6 すべてのコンプライアンス標準グループのリストを表示するには、どのようにしますか

すべてのコンプライアンス標準グループのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$compliance_standard_group;






20.2.7 すべての本番のコンプライアンス標準グループを表示するには、どのようにしますか

すべての本番のコンプライアンス標準グループを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$compliance_standard_group WHERE LIFECYCLE_STATUS='Production';






20.2.8 標準を含まないコンプライアンス標準の結果を問い合せるには、どのようにしますか

標準を含まないコンプライアンス標準の結果を問い合せるには、次の問合せを入力します。ここで、?は、各属性の値を表します。


SELECT * FROM mgmt$cs_eval_summary WHERE cs_guid = ? AND target_guid = ?;





	
注意:

CS_GUIDを取得するには、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューに名前やターゲット・タイプなどのコンプライアンス標準属性を問い合せます。次に例を示します。

SELECT CS_NAME FROM mgmt$compliance_standard;














20.2.9 標準を含むコンプライアンス標準の結果を取得するには、どのようにしますか

次の問合せで、このビューの使用方法の例を示します。

標準を含むコンプライアンス標準の結果を取得するには、次の問合せを入力します。ここで、?は、各属性の値を表します。


SELECT * FROM mgmt$composite_cs_eval_summary WHERE root_cs_guid = ? AND root_target_guid = ?;


この問合せは、ルート・コンプライアンス標準またはルート・ターゲットについて想定される次のすべての結果の値を返します。

	
ROOT_GUID


	
RQS_GUID


	
CS_GUID


	
ROOT_TARGET_GUID









20.2.10 ターゲットに対するコンプライアンス標準のコンプライアンス標準ルールの結果を取得するには、どのようにしますか

ターゲットに対するコンプライアンス標準のコンプライアンス標準ルールの結果を取得するには、次の問合せを入力します。ここで、?は、ROOT_CS_GUIDおよびROOT_TARGET_GUIDの値を表します。


SELECT * FROM mgmt$cs_rule_eval_summary WHERE root_cs_guid = ? AND root_target_guid = ?;






20.2.11 コンプライアンス標準グループの結果を取得するには、どのようにしますか

コンプライアンス標準グループの結果を取得するには、次の問合せを入力します。ここで、?は、CS_GUIDの値です。


SELECT * FROM mgmt$cs_group_eval_summary WHERE cs_guid = ?;





	
注意:

CS_GUIDを取得するには、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューに名前やターゲット・タイプなどのコンプライアンス標準属性を問い合せます。次に例を示します。

SELECT CS_NAME FROM mgmt$compliance_standard;














20.2.12 コンプライアンス標準とターゲットの関連付け情報を取得するには、どのようにしますか

コンプライアンス標準とターゲットの関連付け情報を取得するには、次の問合せを入力します。ここで、?は、各属性の値を表します。


SELECT * FROM mgmt$cs_target_assoc WHERE cs_guid = ? AND target_guid = ?;





	
注意:

CS_GUIDを取得するには、MGMT$COMPLIANCE_STANDARDビューに名前やターゲット・タイプなどのコンプライアンス標準属性を問い合せます。次に例を示します。

SELECT CS_NAME FROM mgmt$compliance_standard;














20.2.13 コンプライアンス・ルールのアクティブな違反の違反IDを取得するには、どのようにしますか

違反GUIDを取得するには、次の問合せを入力します。ここで、?は、RULE_GUIDの値を表します。


SELECT * FROM mgmt$csr_current_violation WHERE rule_guid=?;





	
注意:

RULE_GUIDを取得するには、MGMT$CS_EVAL_SUMMARYビューに問い合せます。
詳細は、「ターゲットに対するコンプライアンス標準のコンプライアンス標準ルールの結果を取得するには、どのようにしますか。」を参照してください。














20.2.14 違反列情報を取得するには、どのようにしますか

違反に関して収集するようコンプライアンス・ルールに定義されている追加の列を取得するには、次の問合せを入力します。ここで、?は、VIOLATION_GUIDの値を表します。


SELECT * FROM mgmt$csr_violation_context WHERE violation_guid=?;





	
注意:

VIOLATION_GUIDを取得するには、MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATIONビューに問い合せます。次に例を示します。

SELECT * FROM mgmt$csr_current_violation WHERE rule_guid=?;


詳細は、「コンプライアンス・ルールのアクティブな違反の違反IDを取得するには、どのようにしますか。」を参照してください。














20.2.15 コンプライアンス・ルール違反コンテキスト定義関連メタデータにアクセスするには、どのようにしますか

コンプライアンス・ルール違反コンテキスト定義関連メタデータにアクセスするには、次の問合せを入力します。ここで、?は、RULE_GUIDの値を表します。


SELECT * FROM mgmt$em_rule_viol_ctxt_def WHERE rule_guid=?;





	
注意:

RULE_GUIDを取得するには、MGMT$CS_EVAL_SUMMARYビューに問い合せます。
詳細は、「ターゲットに対するコンプライアンス標準のコンプライアンス標準ルールの結果を取得するには、どのようにしますか。」を参照してください。














20.2.16 違反しているすべてのバンドルを検出するには、どのようにしますか

違反(バンドル内の1つ以上の監視が未認可)のすべてのバンドルを検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$ccc_all_obs_bundles WHERE bundle_in_violation = 'true';






20.2.17 違反しているすべてのバンドルのすべての監視(すべての状態)を検出するには、どのようにしますか

違反しているすべてのバンドルのすべての監視(すべての状態)を検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT * 
FROM mgmt$ccc_all_observations o, mgmt$ccc_all_obs_bundles b 
WHERE o.bundle_id=b.bundle_id AND b.bundle_in_violation='true';






20.2.18 特定の期間にすべてのターゲットで発生したすべてのアクションのリストを取得するには、どのようにしますか

特定の期間にすべてのターゲットで発生したすべてのアクションのリストを取得するには、hh:mmが時間(時分)である次の問合せを入力します。


SELECT * 
FROM mgmt$ccc_all_observations 
WHERE action_time BETWEEN hh:mm AND hh:mm;






20.2.19 特定の期間に1つのターゲットで発生したすべてのアクションのリストを取得するには、どのようにしますか

特定の期間に1つのターゲットで発生したすべてのアクションのリストを取得するには、hh:mmが時間(時分)であり、target_nameがターゲットの名前である次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$ccc_all_observations WHERE action_time BETWEEN hh:mm AND hh:mm and target = target_name;






20.2.20 特定の期間に1つのターゲットで発生したすべてのファイル変更のリストを取得するには、どのようにしますか

特定の期間に1つのターゲットで発生したすべてのファイル変更のリストを取得するには、hh:mmが時間(時分)であり、target_nameがターゲットの名前である次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$ccc_all_observations WHERE action_time BETWEEN hh:mm and hh:mm and target = target_name and entity_type = 'OS File';





	
注意:

'OS File'をCloud Controlコンソールの任意のエンティティ・タイプ('OS Process'、'OS User'など)に置き換えることができます。












20.2.21 特定の期間に発生したすべての未認可のアクションのリストを取得するには、どのようにしますか

特定の期間に発生したすべての未認可のアクションのリストを取得するには、hh:mmが時間(時分)であり、target_nameがターゲットの名前である次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$ccc_all_observations WHERE action_time BETWEEN hh:mm and hh:mm and target = target_name and audit_status='Unauthorized';






20.2.22 sudoのすべての出現のリストを取得するには、どのようにしますか

sudoのすべての出現のリストを取得するには、hh:mmが時間(時分)であり、target_nameがターゲットの名前である次の問合せを入力します。


SELECT * FROM mgmt$ccc_all_observations WHERE action_time BETWEEN hh:mm and hh:mm and target = target_name and action = 'osuser_sudo_suc';


使用可能なすべてのアクションは、EM_CCC_META_OBSTYPE表で確認できます。








20.3 エンタープライズ構成管理ビュー

	
現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのエンタープライズ構成管理スナップショット(現在および保存されたスナップショットの両方)のリストを表示するには、どのようにしますか。


	
現在のすべての構成スナップショットのリストを取得し、かつログイン・ユーザーに基づいてスナップショットへのアクセスを制限するには、どのようにしますか。


	
比較に含まれたターゲットを表示するには、どのようにしますか。


	
第1ターゲットと第2ターゲットの組合せの最新の比較ジョブ結果を表示するには、どのようにしますか。


	
第1ターゲットと第2ターゲットの組合せに対して実行されたすべての比較ジョブを表示するには、どのようにしますか。


	
比較における各構成アイテムごとの比較差分数を表示するには、どのようにしますか。


	
比較CCSデータソース情報(CCSファイル名および差分ステータスなど)を表示するには、どのようにしますか。


	
比較CCSデータソースの詳細情報を表示するには、どのようにしますか。


	
比較CCSデータを取得するには、どのようにしますか。


	
現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのCCSデータソースまたは収集されたCCSファイルのリストを取得するには、どのようにしますか。


	
現在のEnterprise Managerユーザーに表示される現在のCCSデータソースまたは収集されたCCSファイルのリストを取得するには、どのようにしますか。


	
現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるCCS解析済データを表示するには、どのようにしますか。


	
現在のCCS解析済データを表示するには、どのようにしますか。






20.3.1 現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのエンタープライズ構成管理スナップショット(現在および保存されたスナップショットの両方)のリストを表示するには、どのようにしますか

現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのスナップショット(現在および保存されたスナップショットの両方)のリストを表示するには、次の問合せを入力します。

mgmt$ecm_visible_snapshots

SELECT * from mgmt$ecm_visible_snapshots 
WHERE target_type = 'oracle_database';






20.3.2 現在のすべての構成スナップショットのリストを取得し、かつログイン・ユーザーに基づいてスナップショットへのアクセスを制限するには、どのようにしますか

すべてのエンタープライズ構成管理の現在の構成スナップショットのリストを表示して、ログイン・ユーザーに基づいてスナップショットへのアクセスを制限するには、次の問合せを入力します。


SELECT * from mgmt$ecm_current_snapshots 
WHERE target_type='oracle_database'


mgmt$ecm_current_snapshots




20.3.3 比較に含まれたターゲットを表示するには、どのようにしますか

比較に含まれたターゲットを取得するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type FROM mgmt$ecm_cmp_visible_configs;






20.3.4 第1ターゲットと第2ターゲットの組合せの最新の比較ジョブ結果を表示するには、どのようにしますか

第1ターゲットと第2ターゲットの組合せの最新の比較ジョブ結果を取得するには、次の問合せを入力します。


SELECT job_name, job_owner 
FROM  mgmt$ecm_cmp_job_last_results 
WHERE first_target ='?' 
  AND second_target='?'






20.3.5 第1ターゲットと第2ターゲットの組合せに対して実行されたすべての比較ジョブを表示するには、どのようにしますか

第1ターゲットと第2ターゲットの組合せに対して実行されたすべての比較ジョブを取得するには、次の問合せを入力します。


SELECT job_name, job_owner 
FROM  mgmt$ecm_cmp_jobs 
WHERE first_target ='?' 
  AND second_target='?' ;






20.3.6 比較における各構成アイテムごとの比較差分数を表示するには、どのようにしますか

比較における各構成アイテムごとの比較差分数を表示する方法。

実行のためにバインド変数を指定する必要があります。

SELECT config_item , total_ci_diffs , first_target, second_target 
FROM mgmt$ecm_cmp_rpt_ci_diffs 
WHERE first_target='? 
  AND second_target='?' ;






20.3.7 比較CCSデータソース情報(CCSファイル名および差分ステータスなど)を表示するには、どのようにしますか

比較CCSデータソース情報(CCSファイル名など)を表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT  ccs_ds, ccs_ds_attr_diff_type  
FROM  mgmt$ecm_cmp_rpt_ccs_ds 
WHERE first_target='?' 
  AND second_target='?' ;






20.3.8 比較CCSデータソースの詳細情報を表示するには、どのようにしますか

比較CCSデータソースの詳細情報を表示するには、次の問合せを入力することで指定した比較のファイル・レベルの差分を取得します。


SELECT ccs_ds_attr_diff_type, attr_diff_type, ccs_ds, display_attr_col_name, first_target, second_target 
FROM  mgmt$ecm_cmp_rpt_ccs_ds_dtls ;






20.3.9 比較CCSデータを取得するには、どのようにしますか

指定した比較(結果が同じものと差分のもの)に使用可能なCCS解析済データを取得するには、次の問合せを入力します。


SELECT first_target, second_target, ccs_ds, path, attr_col_name, parsed_diff_type, first_attr_value, second_attr_value 
FROM mgmt$ecm_cmp_rpt_ccs_pd_all ;






20.3.10 現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのCCSデータソースまたは収集されたCCSファイルのリストを取得するには、どのようにしますか

現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるすべてのCCSデータソースまたは収集されたCCSファイルのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT ccs_ui_name, display_target_name, data_source_name, full_path 
FROM mgmt$ccs_data_source_visible 
WHERE target_type='weblogic_j2eeserver';






20.3.11 現在のEnterprise Managerユーザーに表示される現在のCCSデータソースまたは収集されたCCSファイルのリストを取得するには、どのようにしますか

現在のEnterprise Managerユーザーに表示される現在の(つまり、最後に取得された)CCSデータソースまたは収集されたCCSファイルのリストを取得するには、次の問合せを入力します。


SELECT ccs_ui_name, cm_target_name, data_source_name, full_path 
FROM mgmt$ccs_data_source;






20.3.12 現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるCCS解析済データを表示するには、どのようにしますか

現在のEnterprise Managerユーザーに表示されるCCS解析済データを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT distinct ccs_ui_name, data_source_name, attr, value 
FROM mgmt$ccs_data_visible 
WHERE target_type='weblogic_j2eeserver';






20.3.13 現在のCCS解析済データを表示するには、どのようにしますか

現在のCCS解析済データを取得するには、次の問合せを入力します。


SELECT distinct ccs_ui_name, data_source_name, attr, value 
FROM mgmt$ccs_data 
WHERE cm_target_type='weblogic_j2eeserver';








20.4 ハードウェア・ビュー

	
ホストとデプロイ先のOracle VMゲスト・ターゲットとの間に関連付けを作成する導出関連付けルールを作成するには、どのようにしますか






20.4.1 ホストとデプロイ先のOracle VMゲスト・ターゲットとの間に関連付けを作成する導出関連付けルールを作成するには、どのようにしますか

次の例は、Oracle VMゲスト・ターゲット・タイプとホストの間のルールの例です。ルールは、ホストの公開済EDK MGMT$HW_NICビューおよびECMによって生成されたCM$VT_VM_VNICビューに依存します。ルールが、Oracle VMゲスト・ターゲット・タイプを定義するプラグインに存在する場合、そのターゲット・タイプに属するスナップショット・タイプのCM$ビューおよび、別のプラグインに存在することのある、EDKでアクセス可能なホスト・ターゲット・タイプのビュー(MGMT$ビュー)を参照できます。


<Rule name="host_deployed_on_oracle_vm_guest">
    <query>
        SELECT 'deployed_on' AS assoc_type,
               host.target_guid AS source_me_guid,
               guest.cm_target_guid AS dest_me_guid
        FROM   mgmt$hw_nic host,
               cm$vt_vm_vnic guest
        WHERE  guest.mac_address = host.mac_address_std
    </query>
    <trigger>
        <targetType>host</targetType>
        <snapshotType>ll_host_config</snapshotType>
        <table>MGMT$HW_NIC</table>
        <idColumn>source</idColumn>
    </trigger>
    <trigger>
        <targetType>oracle_vm_guest</targetType>
        <snapshotType>ovm_guest_config</snapshotType>
        <table>CM$VT_VM_VNIC</table>
        <idColumn>destination</idColumn>
    </trigger>
</Rule>;








20.5 インベントリ・ビュー

	
メトリックのターゲットの数を取得するには、どのようにしますか。


	
バージョンの管理エージェントの数を取得するには、どのようにしますか。


	
各データベースのリスナー・ポートを取得するには、どのようにしますか。


	
各カテゴリ・バージョンのデータベースの数を取得するには、どのようにしますか。


	
各カテゴリ・バージョンとCPU数のデータベースの数を取得するには、どのようにしますか。


	
各カテゴリ・バージョンとOSプラットフォームのデータベースの数を取得するには、どのようにしますか。


	
ホスト数をオペレーティング・システムごとにグループ化して検出するには、どのようにしますか。


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control Webサイトの定義で使用されているターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
Cloud Controlインフラストラクチャ・グループのタイプごとにグループ化されたターゲット数を検出するには、どのようにしますか。


	
バージョンごとにグループ化された管理エージェント数を検出するには、どのようにしますか。


	
システムoms.test.com上の管理エージェントのすべてのメトリックのリストを表示するには、どのようにしますか


	
リポジトリ内のすべてのクラスタ化されたターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
インストールされたすべての管理エージェント・バンドル・パッチのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
Oracle 12cリリース4バンドル・パッチ9がインストールされていないすべての管理エージェントのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
すべての管理エージェント・インストールの詳細を表示するには、どのようにしますか。






20.5.1 メトリックのターゲットの数を取得するには、どのようにしますか

メトリックのターゲットの数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT   metric_name, COUNT(DISTINCT target_name)
FROM     mgmt$target_type 
WHERE    target_type = 'oracle_database'
GROUP BY metric_name;






20.5.2 バージョンの管理エージェントの数を取得するには、どのようにしますか

バージョンの管理エージェントの数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT   property_value, COUNT(*)
FROM     mgmt$target_properties
WHERE    target_type = 'oracle_emd'
  AND    property_name = 'Version'
GROUP BY property_value;






20.5.3 各データベースのリスナー・ポートを取得するには、どのようにしますか

各データベースのリスナー・ポートを返すには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, property_value
FROM   mgmt$target_properties
WHERE  target_type = 'oracle_database'
  AND  property_name = 'Port';






20.5.4 各カテゴリ・バージョンのデータベースの数を取得するには、どのようにしますか

各カテゴリ・バージョンのデータベースの数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT   property_value, COUNT(*)
FROM     mgmt$target_properties
WHERE    target_type = 'oracle_database'
  AND    property_name = 'VersionCategory'
GROUP BY property_value;






20.5.5 各カテゴリ・バージョンとCPU数のデータベースの数を取得するには、どのようにしますか

各カテゴリ・バージョンとCPU数のデータベースの数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT   p1.property_value "Version", p2.property_value "CPU Count", COUNT(*) "Total"
FROM     mgmt$target_properties p1, mgmt$target_properties p2
WHERE    p1.target_type = 'oracle_database'
  AND    p1.target_guid = p2.target_guid
  AND    p1.property_name = 'VersionCategory'
  AND    p2.property_name = 'CPUCount'
GROUP BY p1.property_value, p2.property_value
ORDER BY p1.property_value, p2.property_value;






20.5.6 各カテゴリ・バージョンとOSプラットフォームのデータベースの数を取得するには、どのようにしますか

各カテゴリ・バージョンとOSプラットフォームのデータベースの数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT   p3.property_value "Platform", p1.property_value "Version", COUNT(*) "Total"
FROM     mgmt$target_properties p1, mgmt$target_properties p2, mgmt$target_properties p3
WHERE    p1.target_type = 'oracle_database'
  AND    p1.target_guid = p2.target_guid
  AND    p3.target_name = p2.property_value
  AND    p3.target_type = 'host'
  AND    p1.property_name = 'VersionCategory'
  AND    p2.property_name = 'MachineName'
  AND    p3.property_name = 'OS'
GROUP BY p3.property_value, p1.property_value
ORDER BY p3.property_value, p1.property_value;






20.5.7 ホスト数をオペレーティング・システムごとにグループ化して検出するには、どのようにしますか

MGMT$TARGETSファイルには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlで定義されたすべてのターゲットが含まれています。オペレーティング・システムごとにグループ化されたホスト数を検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT type_qualifier1, COUNT(*) cnt
FROM   mgmt$target
WHERE  target_type = 'host'
GROUP BY type_qualifier1;






20.5.8 Oracle Enterprise Manager Cloud Control Webサイトの定義で使用されているターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_COMPOSITEファイルには、Oracle Enterprise Manager Controlで定義されているすべてのグループ・ターゲットのすべてのメンバーがリストされています。Oracle Enterprise Manager Cloud Control Webサイトの定義で使用されるターゲットのリストを表示するには、次の問合せを入力します。

mgmt$target_composite'Grid Control'

SELECT member_target_name, member_target_type
FROM   mgmt$target_composite
WHERE  composite_name = 'Grid Control'
  AND  composite_type = 'website';






20.5.9 Cloud Controlインフラストラクチャ・グループのタイプごとにグループ化されたターゲット数を検出するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_MEMBERSファイルには、Oracle Enterprise Manager Controlで定義されたすべてのコンテナ・ターゲットのすべてのメンバーがリストされています。Cloud Controlインフラストラクチャ・グループのタイプごとにグループ化されたターゲット数を検出するには、次の問合せを入力します。

gmt$target_composite'GC Infrastructure'

SELECT member_target_type, COUNT(*) cnt
FROM   mgmt$target_members
WHERE  aggregate_target_name = 'GC Infrastructure'
  AND  aggregate_target_type = 'composite'
GROUP BY member_target_type;






20.5.10 バージョンごとにグループ化された管理エージェント数を検出するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_PROPERTIESファイルには、すべてのターゲットのモニタリング・プロパティが含まれています。バージョンごとにグループ化された管理エージェント数を検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT property_value, COUNT(*) cnt
FROM   mgmt$target_properties
WHERE  property_name = 'Version'
  AND  target_type = 'oracle_emd'
GROUP BY property_value;






20.5.11 システムoms.test.com上の管理エージェントのすべてのメトリックのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_TYPEファイルには、ターゲットごとに収集されたすべてのメトリックが含まれています。システムoms.test.com上の管理エージェントのすべてのメトリックのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT metric_label, column_label
FROM   mgmt$target_type
WHERE  target_type = 'oracle_emd'
  AND  target_name = 'oms.test.com:3872'
  AND  TRIM(metric_column) IS NOT NULL;






20.5.12 リポジトリ内のすべてのクラスタ化されたターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_TYPE_PROPERTIESファイルには、すべてのターゲットの内部モニタリング・プロパティが含まれています。管理リポジトリ内のすべてのクラスタ化されたターゲットのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type
FROM   mgmt$target_type_properties
WHERE  property_name  = 'is_cluster'
  AND  property_value = 1;






20.5.13 インストールされたすべての管理エージェント・バンドル・パッチのリストを表示するには、どのようにしますか。

インストールされた管理エージェント・バンドル・パッチのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT host_name, home_location ohome, install_time, patch_id, description
FROM   mgmt$oh_patch
WHERE  description LIKE 'EM-AGENT BUNDLE%'
ORDER BY host_name
;






20.5.14 Oracle 12cリリース4バンドル・パッチ9がインストールされていないすべての管理エージェントのリストを表示するには、どのようにしますか。

Oracle 12cリリース4バンドル・パッチ9がインストールされていない管理エージェントのリストを表示するには、次の問合せを入力します。oracle_emdは管理エージェントを表し、OはOracleソフトウェア、20950034はOracle 12cリリース4バンドル・パッチ番号です。


SELECT inst_target_name agent_name, home_location ohome
FROM   mgmt$oh_installed_targets t
WHERE  inst_target_type = 'oracle_emd'  
  AND  home_type        = 'O'
  AND  NOT EXISTS
       (SELECT 1
        FROM   mgmt$oh_patch p
        WHERE  p.patch_id      = '20950034'
          AND  p.home_location = t.home_location
          AND  p.target_guid   = t.oh_target_guid)
ORDER BY inst_target_name
;






20.5.15 すべての管理エージェント・インストールの詳細を表示するには、どのようにしますか。

すべての管理エージェント・インストールの詳細を表示するには、次の問合せを入力します(ホーム管理エージェント名にagent12cが含まれると仮定しています)。


    SELECT host_name, home_location, oh_owner, oh_group
    FROM   mgmt$oh_home_info
    WHERE  oui_home_name LIKE 'agent12c%'
    ;








20.6 ジョブ・ビュー

	
実行中のすべての繰返しジョブのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
各ジョブ所有者に送信された失敗ジョブの通知数を表示するには、どのようにしますか。


	
ターゲットとして管理リポジトリ自体を持つすべてのジョブのリストを表示するには、どのようにしますか。






20.6.1 実行中のすべての繰返しジョブのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$JOBSファイルには、システムで定義されているすべてのジョブの定義が含まれています。すべての実行中の繰返しジョブのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT job_name, job_owner, job_type, start_time,schedule_type
FROM   mgmt$jobs
WHERE  NVL(end_time,SYSDATE+1) > SYSDATE
  AND  is_library     = 0
  AND  schedule_type != 'One Time';






20.6.2 各ジョブ所有者に送信された失敗ジョブの通知数を表示するには、どのようにしますか

MGMT$JOB_ANNOTATIONSファイルには、ジョブの状態変更に対して送信されたすべての通知の概要が含まれています。各ジョブ所有者に対して、失敗したジョブに送信された通知数を表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT job_owner, COUNT(*) cnt
FROM   mgmt$job_annotations
WHERE  job_status = 'FAILED'
  AND  occurrence_timestamp > SYSDATE-30
GROUP BY job_owner;






20.6.3 ターゲットとして管理リポジトリ自体を持つすべてのジョブのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$JOB_TARGETSファイルには、定義されたジョブで使用されるすべてのターゲットのリストが含まれています。ターゲットとして管理リポジトリ自体を持つすべてのジョブのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT job_name, job_owner, job_type
FROM   mgmt$job_targets
WHERE  target_type = 'oracle_emrep';








20.7 管理テンプレート・ビュー

すべてのパブリック・テンプレートのリストを表示するには、どのようにしますか。



20.7.1 すべてのパブリック・テンプレートのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$TEMPLATESファイルには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlで定義されたすべてのテンプレートが含まれています。すべてのパブリック・テンプレートのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_type, template_name, owner, created_date
FROM   mgmt$templates
WHERE  is_public = 1;








20.8 メトリック・ビュー

	
アラートログ・メトリックの現在のしきい値を返すには、どのようにしますか。


	
管理エージェントのメトリックのすべてのメトリック・エラーのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
過去30日間のホスト・ターゲットのUDMメトリック・エラー数を検出するには、どのようにしますか。






20.8.1 アラートログ・メトリックの現在のしきい値を返すには、どのようにしますか

アラートログ・メトリックの現在のしきい値を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, metric_column, warning_operator, warning_threshold, critical_operator, critical_threshold
FROM   mgmt$metric_collection
WHERE  target_type = 'oracle_database'
  AND  metric_name = 'alertLog'
ORDER BY target_name, metric_column;






20.8.2 管理エージェントのメトリックのすべてのメトリック・エラーのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$METRIC_ERROR_CURRENTファイルには、すべての未解決のメトリック・エラーがリストされます。管理エージェントのメトリックのすべてのメトリック・エラーのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, metric_name, collection_timestamp, error_message
FROM   mgmt$metric_error_current
WHERE  target_type = 'oracle_emd';






20.8.3 過去30日間のホスト・ターゲットのUDMメトリック・エラー数を検出するには、どのようにしますか

MGMT$METRIC_ERROR_HISTORYファイルには、すべての解決済のメトリック・エラーの概要が含まれています。過去30日間のターゲット・ホストのUDMメトリック・エラーを検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, COUNT(*) cnt
FROM   mgmt$metric_error_history
WHERE  target_type = 'host'
  AND  metric_name = 'UDM'
  AND  error_message IS NOT NULL
  AND  collection_timestamp > SYSDATE-30
GROUP BY target_name;








20.9 監視ビュー

	
未処理の重大度のデータベース・メトリックを取得するには、どのようにしますか。


	
管理エージェントのすべての無効なメトリックのリストを取得するには、どのようにしますか。


	
停止中のターゲットの数を取得するには、どのようにしますか。


	
Enterprise Manager Webサイトの可用性情報を取得するには、どのようにしますか。


	
データベースの過去24時間のアラートログ重大度の数を取得するには、どのようにしますか。


	
ホストの現在のCPU使用率を取得するには、どのようにしますか。


	
すべての収集済ユーザー定義メトリック(UDM)のリストを取得するには、どのようにしますか。


	
特定の時刻のEnterprise Manager Webサイトの最初のバイト・レスポンスを取得するには、どのようにしますか。


	
特定の期間のリスナーの接続の平均数を取得するには、どのようにしますか。


	
一日以上続くホストの停止理由を検出するには、どのようにしますか。


	
現在ブラックアウトしているすべてのターゲットのリストを生成するには、どのようにしますか。


	
過去30日間にリポジトリ内のターゲットに対して加えられた可用性状態の変更のリストを表示するには、どのようにしますか。


	
CPU使用率が90パーセント以上のすべてのホストを検出するには、どのようにしますか。


	
過去30日間のすべてのOMSアプリケーションに対するセッションの最小数および最大数を検出するには、どのようにしますか。


	
直近のOMSのローダー・スループットを検出するには、どのようにしますか。


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのパフォーマンスに対する最後の1日からの最小数および最大数を検出するには、どのようにしますか


	
レスポンス・メトリックが無効になっているすべてのターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか。


	
表領域のしきい値が、警告では85未満、クリティカルでは95未満に設定されているすべてのデータベースまたはRACターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか。






20.9.1 未処理の重大度のデータベース・メトリックを取得するには、どのようにしますか

未処理の重大度のデータベース・メトリックを返すには、次の問合せを入力します。


SELECT   target_name, metric_name, COUNT(*),
         TO_CHAR(MAX(collection_timestamp),'DD-MON-YYYY HH24:MI:SS')
FROM     mgmt$alert_current
WHERE    target_type = 'oracle_database'
GROUP BY target_name, metric_name;






20.9.2 管理エージェントのすべての無効なメトリックのリストを取得するには、どのようにしますか

管理エージェントのすべての無効なメトリックのリストを返すには、次の問合せを入力します。


SELECT collection_name, COUNT(*) nr_agents
FROM   mgmt$target_metric_collections
WHERE  is_enabled   = 0
GROUP BY collection_name
ORDER BY collection_name;






20.9.3 停止中のターゲットの数を取得するには、どのようにしますか

停止中のターゲットの数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT COUNT(*)
FROM   mgmt$availability_current
WHERE  availability_status='Target Down';






20.9.4 Enterprise Manager Webサイトの可用性情報を取得するには、どのようにしますか

Enterprise Manager Webサイトの可用性情報を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT status, ROUND(duration,2) duration,
       ROUND((RATIO_TO_REPORT(duration) OVER ())*100,2) AS total
FROM   (SELECT NVL(availability_status,'-unknown-') status,
               SUM(NVL(end_timestamp,SYSDATE)-start_timestamp) duration
        FROM   mgmt$availability_history
        WHERE  target_name = 'Enterprise Manager'
          AND  target_type = 'website'
        GROUP BY availability_status);






20.9.5 データベースの過去24時間のアラートログ重大度の数を取得するには、どのようにしますか

データベースの過去24時間のアラートログ重大度の数を表示するには、次の問合せを入力します。

ORA-00904: "COLLECTION__TIMESTAMP": 無効な識別子です。

SELECT target_name, COUNT (*)
FROM mgmt$alert_history
WHERE target_type = 'oracle_database'
   AND metric_name = 'alertlog'
   AND collection__timestamp > SYSDATE-1
GROUP BY target_name;






20.9.6 ホストの現在のCPU使用率を取得するには、どのようにしますか

ホストの現在のCPU使用率を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT column_label, value
FROM   mgmt$metric_current
WHERE  metric_name = 'Load'
  AND  metric_column = 'cpuUtil'
  AND  target_name = 'my.acme.com';






20.9.7 すべての収集済ユーザー定義メトリック(UDM)のリストを取得するには、どのようにしますか

すべての収集済ユーザー定義メトリック(UDM)のリストを返すには、次の問合せを入力します。

sysman.mgmt$metric_current mgmt$metric_current

SELECT key_value udm_name, target_name, target_type, collection_timestamp, value
FROM   sysman.mgmt$metric_current
WHERE  metric_label = 'User Defined Metrics'
ORDER BY udm_name, target_type, target_name, collection_timestamp DESC;






20.9.8 特定の時刻のEnterprise Manager Webサイトの最初のバイト・レスポンスを取得するには、どのようにしますか

前日の午前11時のEnterprise Manager Webサイトの最初のバイト・レスポンスを返すには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, AVG(average)
FROM   mgmt$metric_hourly
WHERE  target_name = 'EM Website'
  AND  metric_name = 'http_response'
  AND  metric_column = 'avg_first_byte_time'
  AND  rollup_timestamp = TO_DATE(TO_CHAR(TRUNC(sysdate-1),'DD-MON-YYYY')||' 11:00:00','DD-MON-YYYY HH24:MI:SS')
GROUP BY target_name;






20.9.9 特定の期間のリスナーの接続の平均数を取得するには、どのようにしますか

過去7日間のリスナーの接続の平均数を返すには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, average
FROM   mgmt$metric_daily
WHERE  target_type = 'oracle_listener'
  AND  metric_name = 'Load'
  AND  metric_column = 'estConns'
  AND  rollup_timestamp = TRUNC(sysdate-7);






20.9.10一日以上続くホストの停止理由を検出するには、どのようにしますか

MGMT$AVAIL_ALERT_HISTORYファイルには、使用可能な停止時間のリストが含まれています。一日以上続くホストの停止理由を検出するには、次の問合せを入力します。

mgmt$avail_alert_history

SELECT target_name, target_type, collection_timestamp, message
FROM   mgmt$avail_alert_history
WHERE  violation_level IN (20,25,125,325)
  AND  alert_duration > 1
  AND  target_type    = 'host' ;






20.9.11 現在ブラックアウトしているすべてのターゲットのリストを生成するには、どのようにしますか

MGMT$AVAILABILITY_CURRENTファイルには、すべてのターゲットの現在の状態の概要が含まれています。現在ブラックアウトしているすべてのターゲットのリストを生成するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type, start_timestamp
FROM   mgmt$availability_current
WHERE  availability_status = 'Blackout';






20.9.12 過去30日間にリポジトリ内のターゲットに対して加えられた可用性状態の変更のリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$AVAILABILITY_HISTORYファイルには、リポジトリ内のすべてのターゲットに対する可用性状態の変更履歴が含まれています。過去30日間にリポジトリ内のターゲットに対して加えられた可用性状態の変更のリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type, collection_timestamp, start_timestamp, end_timestamp, availability_status
FROM   mgmt$availability_history
WHERE  target_type   = 'oracle_emrep'
  AND  end_timestamp > SYSDATE-30
ORDER BY start_timestamp;






20.9.13 CPU使用率が90パーセント以上のすべてのホストを検出するには、どのようにしますか

MGMT$METRIC_CURRENTファイルには、すべてのターゲット上のすべてのメトリックの最新の既知のデータ・ポイントが含まれています。CPU使用率が90パーセント以上のすべてのホストを検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, collection_timestamp, value
FROM   mgmt$metric_current
WHERE  target_type   = 'host'
  AND  metric_name   = 'Load'
  AND  metric_column = 'cpuUtil'
  AND  value > 90;






20.9.14 過去30日間のすべてのOMSアプリケーションに対するセッションの最小数および最大数を検出するには、どのようにしますか

MGMT$METRIC_DAILYファイルには、すべてのターゲットのすべてのメトリックの日次ロールアップ・データが含まれています。過去30日間のすべてのOracle Management Server (OMS)アプリケーションに対するセッションの最小数および最大数を検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, MIN(MINIMUM) min_val, MAX(maximum) max_val
FROM   mgmt$metric_daily
WHERE  target_type    = 'oc4j'
 AND  target_name LIKE '%OC4J_EM'
 AND  metric_name    = 'oc4j_instance_rollup'
 AND  metric_column  = 'session.active'
 AND  rollup_timestamp > SYSDATE-30
GROUP BY target_name;






20.9.15 直近のOMSのローダー・スループットを検出するには、どのようにしますか

MGMT$METRIC_DETAILSファイルには、エージェントによってアップロードされたメトリック・データ・ポイントが含まれています。最終日のOMSのローダー・スループットを検出するには、次の問合せを入力します。


SELECT key_value,
ROUND(MIN(value),2) min_val, ROUND(MAX(value),2) max_val
FROM   mgmt$metric_details
WHERE  target_type   = 'oracle_emrep'
  AND  metric_name   = 'Management_Loader_Status'
  AND  metric_column = 'load_processing'
  AND  collection_timestamp BETWEEN SYSDATE-2 AND SYSDATE-1
GROUP BY key_value;  






20.9.16 Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのパフォーマンスに対する最後の1日からの最小数および最大数を検出するには、どのようにしますか

MGMT$METRIC_HOURLYファイルには、すべてのターゲットのすべてのメトリックの毎時ロールアップ・データが含まれています。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのパフォーマンスに対する最後の1日からの最小数および最大数を検出するには、次の問合せを入力します。

'Grid Control'

SELECT MIN(MINIMUM) min_val, MAX(maximum) max_val 
FROM   mgmt$metric_hourly
WHERE  rollup_timestamp BETWEEN TRUNC(SYSDATE-1) AND TRUNC(SYSDATE)
 AND  target_name   = 'Grid Control'
 AND  target_type   = 'website'
 AND  metric_name   = 'Performance'
 AND  metric_column = 'PerformanceValue'
 AND  key_value     = 'Perceived Time per Page (ms)';






20.9.17 レスポンス・メトリックが無効になっているすべてのターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONSファイルには、管理リポジトリ内のすべてのターゲットのすべてのメトリック収集設定が含まれています。レスポンス・メトリックが無効になっているすべてのターゲットのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type, collection_frequency
FROM   mgmt$target_metric_collections
WHERE  is_enabled  = 0
  AND  metric_name = 'Response';






20.9.18 表領域のしきい値が、警告では85未満、クリティカルでは95未満に設定されているすべてのデータベースまたはRACターゲットのリストを表示するには、どのようにしますか

MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGSファイルには、リポジトリ内のすべてのターゲットのすべてのメトリックしきい値設定が含まれています。表領域のしきい値が警告は85未満、クリティカルが95未満に設定されているすべてのデータベースまたはReal Application Clusters (RAC)ターゲットのリストを表示するには、次の問合せを入力します。


SELECT target_name, target_type, warning_threshold, critical_threshold
FROM   mgmt$target_metric_settings
WHERE  target_type IN ('oracle_database','rac_database')
  AND  metric_name   = 'problemTbsp'
  AND  metric_column = 'pctUsed'
  AND  NVL(TRIM(warning_threshold),0)  < 85
  AND  NVL(TRIM(critical_threshold),0) < 95;








20.10 オペレーティング・システム・ビュー

管理リポジトリの特定のホストのMGMT$OS_SUMMARYから情報を取得するには、どのようにしますか。



20.10.1 管理リポジトリの特定のホストのMGMT$OS_SUMMARYから情報を取得するには、どのようにしますか

次の問合せでは、管理リポジトリの特定のホストのMGMT$OS_SUMMARYから情報を取得します。


SELECT * FROM MGMT$OS_SUMMARY
WHERE target_name = 'target_name' and target_type = 'host';


ホスト名がわかる場合、同様の問合せを使用してビューにアクセスし、特定のホストのトメトリック・レベルの情報を取得できます。

次のような集計問合せを記述してOSの数を表示できます。


SELECT name,base_version,count(*) 
FROM mgmt$os_summary
group by name,base_version ;
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商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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